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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　無責任一代艦長









　陳ちん腐ぷな表現をお許しいただけるのなら、漆しつ黒こくの宇宙空間──。

　その闇やみの中を、一いつ隻せきの宇宙船が無数の星々のきらめきをバックに、ひた走っていた。

　単独行動を取るからには、軍艦である。このあたりの星域はもう何年も前から、何の武器も持たない商船や客船が護衛なしで航行するには、あまりにも剣けん呑のんな空間になっていた。

　銀河辺境、Ｒ２２２トリプルツー宙域──。

　このくらいの辺境宇宙域になると、船から見える星々の動きも、ひどくゆっくりとしている。事実、通常航行としては最大限に近い速度で進むその軍艦は実際には、光速の99のあとに、コンマをはさんで９が70個ばかり並ぶパーセンテージで邁まい進しんしている。にもかかわらず、艦のブリッジから観測可能な星の眺ながめは、ほとんどその相対位置を変えようともしないのだ。亜光速で航行しながら、搭とう乗じようしている乗組員の感覚にしてみれば、まるで蝸か牛ぎゆうの歩みのようなものだった。

　しかし、その見た目の退屈さとは裏腹に、艦は確実に一歩ずつ、危険に向かって突き進んでゆくのであった。

　そう、確実に──。







　惑星連合宇宙軍中佐マコト・ヤマモトは、宇宙巡洋艦ＮＣＣ―３７３７ダブルスリーセブン『阿あ蘇そ』のブリッジの全天空スクリーンで、遅ち々ちたる歩みを続ける星々の流れを見つめていた。悠ゆう久きゆうといえば聞こえはいいが、その実は嫌いやになるほど変化に乏しい光景である。行けども行けども星また星なのだ。

「無限に広がる大宇宙……か」

　ヤマモトはつい口をついて出たつぶやきを誰だれかに聞かれはしなかったかと、一いつ瞬しゆん慌あわててブリッジの中を見渡した。仮にも一艦の副長としてはあるまじき狼ろう狽ばいぶりだったかも知れない。しかしそれよりも、ついついぼやいてしまった一言の、どうしようもない陳腐さのほうが、よほど彼かれには恥ずかしかったのだ。しかし幸いにも、ブリッジに居合わせた他ほかの士官たちは、それぞれの仕事に忠実であり、彼の懸け念ねんは杞き憂ゆうに終わった。艦がＥクラスの通常航行時で、ブリッジには必要最小限の当直しかいなかったことも、ヤマモトにとっては幸いした。もっとも、艦が臨戦態勢なら、あんな呑のん気きな台詞せりふも出なかったであろうが……。

　それでもヤマモトは、よりによって七十世紀も前の二次元メディアＳＦ映画に登場するような文句を吐いてしまった自分の心理を正当化するために、それなりの理由で自分を納なつ得とくさせねばならなかった。かれこれ10分あまりの思索のはてに、彼が到達した満足すべき解答は、次のようなものであった。

『無限に広がる大宇宙』

　なるほど、確かにどうしようもなく陳ちん腐ぷで言いふるされて、手て垢あかにまみれた常じよう套とう句くかも知れない。だが有史以来この言葉を口にした人間はそれこそ無数にいたであろうが、いざ翻ひるがえって実際にその言葉の持つ本当の意味を、しみじみと実感できた人間は、それこそ数えられる程度しかいないのではあるまいか。航行、事故、戦闘、勝利、帰還、そして凱がい旋せん。そうした経験を数多く積み、多くの犠牲を払い、偉大なる人類が到達したコスモポリタンの境地。そうした宇宙時代に生きる人類の中でも、さらに限られた一握りの人類だけが、その言葉の意味を本当に嚙かみしめる資格がある。

　無限に広がる大宇宙──。

　そう思ってみれば、あながち陳腐な台詞とばかりも言えない。生まれてから死ぬまで惑星の表面にへばりついている人間が口にすればそれこそ嘲ちよう笑しようを免まぬかれないであろうが、自分のような生はえ抜きの宇宙軍軍人、それも宇宙軍士官学校を主席で卒業したエリート軍人がそれ相応の感慨を含んで言うならば、許される。いや、そればかりか真の意味を与えられる言葉なのだ……と。

　この結論はヤマモトをすこぶる満足させるものであった。彼の人並みはずれて高いプライドはたった一言の失言からドツボにはまった心理段階を経ヘて、ようやくにして安息の地を得たのである。人が聞いたらさぞかし難儀なことだと思うかも知れないが、代々将軍や提督を輩はい出しゆつしている軍ぐん閥ばつの名家ヤマモト家に生まれ、立って歩く前から徹底した軍人教育を施されたマコト・ヤマモト中佐には、それはきわめて日常茶さ飯はん事じ的で、なおかつ死活にかかわる論理展開であった。

『そうだ。私はエリートだ。誰だれはばかることなく、そう言える権利がある』

　そう思うとヤマモトは副長席で、得意満面の笑みを浮かべるのであった。

　が、しかし──。

　彼の笑いは俄にわかにひきつったものとなった。やがてそれは持病でもある激しい胃い痙けい攣れんを伴って、彼の額に脂あぶら汗あせをじっとりと滲にじませる。鍛え抜かれた肉体と精神力が辛かろうじて彼の崩れそうなプライドを支え、今にも口から漏もれそうな呻うめき声をぐっと押し殺した。

『あの男もエリートだというのか……』

　自分の失言から始まった連れん鎖さ反応的な論理のドミノ倒しとはいえ、とんでもない結論を導き出してしまったことを、彼は天に呪のろった。

『あの男が、あの馬鹿で無知でいい加減で、行き当たりばったりで反省のかけらもなくて高こう慢まんで恥知らずな男が、この私と同じエリートだというのか！』

　他ほかの苦痛なら耐えもする。航行中に感じる死ぬほどの退屈など序の口だ。戦闘の恐怖などとうの昔に克服した。灼しやく熱ねつの惑星ムスペルヘイムの監獄も、宇宙一残忍と言われるナーガ系鳥人族の想そう像ぞうを絶する拷ごう問もんにも、ヤマモトは耐えてみせる自信が、偽いつわりでなくあった。だが、自分があの男と同列、少なくとも表面的には同じエリート軍人であるという屈くつ辱じよくには、とても耐えられない。

　その男は、認めたくないことに彼と同じ惑星連合宇宙軍の軍人であった。もっと認めたくないことに、その男は彼と同じこの艦ふねに乗り、同じ空気を呼吸していた。

　そして、こればかりは認めないわけにはいかない現実でありながら、彼が絶対に認めたくないことに、その男は彼よりも一階級上の大佐であり、彼がこの『阿あ蘇そ』で、唯ゆい一いつ服従しなければならない艦長であった。この耐え難がたい苦痛とひきかえにできるなら、彼は喜んで敵の捕ほ虜りよになってもいい。いや、『阿蘇』の副長という世にも不幸な境遇に甘あまんじるよりは、中佐という階級を投げうって、前線の基地で明日をも知れぬ運命を見つめる一介の二等兵と立場を交換してもいい。本気でそう思ったことも一度や二度ではない。

　ヤマモトは、自分の歳としを勘定してみた。宇宙暦６９７２生まれの彼は地球標準年ねん齢れいに換算すれば26歳である。来週の誕生日（生きていればこの『阿あ蘇そ』の艦上で迎えることになろう）が来れば嫌いやでも27歳にならねばならない。しかしそんなことも、栄はえある宇宙軍の中佐という地位を考えれば少しも苦にはならなかった。士官学校時代の同期生で、こんなに早いスピード昇進をしたものは彼をおいて他ほかにはいない。それに第一、生しよう涯がいのほとんどを宇宙空間で過ごした彼には、地球年齢という概念自体がピンとこない。歳を取ることに悲哀を感じられるまで長生きできる宇宙軍軍人はむしろ稀まれである。いわんや天寿をまっとうできる者は皆かい無むであった。また、長生きすることがさほどに重要な意味を持つとは、骨の髄ずいまで軍人であるヤマモトにはとても思えない。重要なのは、その時期の早いか遅いかにかかわらず、いかに立派な最さい期ごを遂げるかである。ヤマモトの眷けん族ぞくや戦友にも、彼より若くして名誉の戦死を遂げた者はザラにいる。その中には彼が軍人の鑑かがみとし、範とする散りぎわの一花を咲かせた者も、少なくはなかった。

　だからヤマモトは、自分の年齢がどうだとか、それに比べて出世がどうかとかということを意識したことは一度もなかった。たとえ今の自分ほど出世のスピードが早くなかったとしても、それはひとえに自分の能力がなかったものと割り切って、ひたすら自分自身の目的──より華々しい名誉の戦死──に向かって、脇わき目めもふらずに邁まい進しんしていけたであろう。

　だが、あの男と出会ってから、すべてが変わった。

　その名を口にするだに汚けがらわしいあの男、そいつは、ヤマモトより歳下の宇宙暦６９７４生まれの25歳で、しかもその生涯の大半を惑星の表面にへばりついて育ってきた。なおかつ士官学校さえ出ていないのに一艦の艦長にかなう大佐であった。

　ヤマモトはなにも、戦地任官というシステムについてとやかく言いたいのではない。能力のある人材なら、異例の大だい抜ばつ擢てきを認めもし、その下の地位に甘んじる運命をも甘受しよう。しかし、あの男に頭を下げることだけは、たとえ惑星連合宇宙軍の最高議会が命令しても、彼のプライドが許さない。

　その男は、どう見ても明らかに艦長の器うつわではなかった。それどころかヤマモトの知る限りにおいて、およそ彼ほど、艦長に不適格な人材はいない。あの男が艦長なら、どんな無能な兵士でも、提督の地位に価あたいすると、ヤマモトは思う。この自分など連合艦隊司令長官だと、自惚うぬぼれでなく思う。

　あの男には度胸がない。才能も、知略も、政治力も、博識も、技能も、矜きよう持じも、大局観も、倫理感も、正義も、野獣的勘も、人間としての理性さえない。言いたくはないが容姿にも恵まれているとは言い難がたいだろう。軍人として以前に、男として──。

　ヤマモトの見るところ、あの男にあるのは運だけだ。それも、人並みはずれた悪運である。考えただけでも尋じん常じようではない。

　ヤマモトはこの時代の軍人にありがちな徹底した無神論者だが、それでもあの男には、なにかとてつもない神か悪魔──おそらく後者だろう──が憑ついているとしか思えないのだ。

　それほどまでにあの男の悪運は強く、そして自分は運がない。なんでよりにもよって自分が、あんな男の副官にならなければならないのか。

　それを考えただけで、ヤマモトは、またぞろ胃が痛くなってきた。







「副長！」

　前方警戒レーダーを監視していたキョンファ・キム中ちゆう尉いが短く叫ぶ。

「前方８８０光秒に反応。きわめて微弱ながら金属反応ならびにエネルギー反応あり。ラアルゴンの無人偵てい察さつポッドと思われます」

　若い女性の声できびきびと言われるのはむくつけき男の声でがなり立てられるのよりもはるかに気持ちがいい。ヤマモトは特に女好きでも、フェミニストでもなかったが、やはり軍艦といえどもブリッジに一人くらいは女性がいて欲しいという、多くの男性士官が協調する意見に反対ではない。キム中尉のような若くて美人の女ウ性エ士ー官ブならなおさらである。宇宙軍士官学校通信科をきわめて優秀な成績で卒業し、『阿あ蘇そ』に配属された中尉は掛け値なしに才色兼備の、22歳の有能なクルーである。しかしヤマモトは多くの男性乗組員の賛同が得られないのは承知の上で、彼女の美び貌ぼうよりもむしろ、その通信士としての実力を高く評価していた。

　実際、『阿蘇』における彼女の貢こう献けん度どは、男性士官にいささかも劣るものではない。劣るどころか、あらゆる意味でなくてはならない存在と言っても過言ではない。少なくともヤマモトに言わせれば、艦長よりはよっぽど重要なクルーだ。

「副長、どうしますか？」

　キム中尉が振り向いた。通称〝ヘッドギア〟と呼ばれる不ぶ粋すいな通信用のヘルメットをつけてさえ、その流れるような黒髪の見事さは覆うべくもない。整いすぎたぐらいの顔立ちといい、豊満なバストからキュッとくびれたウエストに向かってなだらかな流線型を描く絶妙のプロポーションといい、その艶あでやかさは無意味に短いスカート丈たけをもつ連合宇宙軍の女性士官用の制服に、よく似合っていた。

「Ｃクラス警戒態勢を取れ。第二班当直要員はハンガーデッキに待機！」

　ヤマモトのほうも、滞とどこおりのないすみやかな、そしてきわめて適切な命令であった。その内面の葛かつ藤とうはともかくとして、彼はどこから見ても非の打ち所のない立派な軍人であり、有能にして公明正大、部下からの信頼も篤あつかった。本来なら、艦長の器うつわとさえ言ってよかった。

「副長、艦長には報しらせなくてよろしいのですか？」

　操そう舵だ長ちようのハロルド・カトリ少佐が言った。惑星ラジェに移民した日系人の末まつ裔えいであるという彼は、アジア系人種が大半を占める『阿蘇』のクルーの中では、数少ない金髪の持ち主である。それでも同じ艦ふねに乗り組んでいて違和感がないのは、メンタリティーがさほどヤマモトたちと変わらないせいだろう。生きつ粋すいの白色人種だとこうはいかない。

　しかしカトリ少佐の言葉は、ある種の形容し難がたい不快感を伴って、ヤマモトの胸に突き刺さった。

『報せる？　艦長に──！』

　冗談ではないとヤマモトは思った。Ｃクラス警戒態勢は当直の責任者、つまりこの場合は副長であるヤマモトが、自身の責任で対処すべき範囲の事態であって、艦の最高責任者、つまり艦長を呼ぶか呼ばないかは当直先任士官の判断にまかされている。もちろんヤマモトは、せっかく冬眠カプセルでお休みの艦長を起こすつもりはさらさらなかった。たかだか偵てい察さつポッド一個に大騒ぎすることもあるまい。これは、なんでもない事態なのだ。艦長さえしゃしゃり出て来なければ……。

「電磁波反応、複雑です。本艦のデータバンクに記録されている、どのパターンとも異なります」

　キム中尉が明めい瞭りようなメゾ・ソプラノで報告する。ヤマモトは一瞬、嫌いやな予感がした。

「中尉。君の判断はどうか？」

　ヤマモトは訊きいてみた。中尉は若いが、通信のプロだ。それは保証する。

「普通の偵察ポッドではないようですね。それしか言えません」

　だがキム中尉は通信士たる自分の領分を越えた発言は差し控えた。それはヤマモトの期待をいささか裏切ったが、ある意味ではきわめて賢明な判断であったとも言える。まったくこの美び貌ぼうの中尉は、ときとしてヤマモトにも舌を巻かせるほどに、聡そう明めいであった。決して自分の立場を危うくするような発言はしない。

「普通の偵察ポッドではないか……」

　なるほど、この距離ではそれしか言えないなと、ヤマモトは思った。だとしたら、少々慎重にやる必要がありそうだ。まかり間違っても事態をＢクラス警戒態勢にまで拡大して、艦長の御出馬を仰がないように……。

「両りよう舷げん減速。通常エンジン出力30パーセント」

「了解ラジヤー！　両舷減速。通常エンジン出力30パーセント。よーそろ」

　ヤマモトの命令を、カトリ少佐が復唱する。

「対電磁波センサー、Ｂランクで作動開始」

「了解、対電磁波センサー、Ｂランクで作動開始します」

　キム中尉が復唱した。ああ、このまま、この優秀なクルーに囲まれて、ずっとこの艦の最高責任者でいられたらと、ヤマモトは願わずにはおれない。

「特異反応あります。超空間通信のようです！」

　だがキム中尉の緊迫した報告は、そんな彼の甘い夢を、無む惨ざんにもぶち壊した。

「Ｂクラス警戒態勢、発動しますか？」

　控え目に、きわめて控え目に、キム中尉はつけ加えた。憐あわれなヤマモトの心中を推おし量ってくれるのはありがたいが、それがかえって深く彼を傷つけようとは、さすがの彼かの女じよにもわからないらしい。

「やむを得まい……」

　苦にが々にがしくヤマモトは唇くちびるを嚙かんだ。軍務規定は曲げられない。いかに不本意な人事であろうとも、軍法会議よりは忍従を選んでしまう。それが軍人としての彼の遵じゆん法ぽう精神であり、同時に限界でもあった。

「ビ、Ｂクラス警戒態勢発動……」

　珍しく、彼の声が震えた。胃が痛い。脂あぶら汗あせが滲にじむ。

「総員戦闘配置！　キム中尉、艦長を……。タ、タイラー大佐を、起こしてさしあげろ」

「了解ラジヤー！　Ｂクラス警戒態勢発動」

　キム中尉は任務に私情をはさむような女性ではなかった。そういう意味ではヤマモトよりもはるかに優秀である。

「総員戦闘配置！　艦長、至急ブリッジへ！　繰り返す。Ｂクラス警戒態勢発動！　総員戦闘配置！　艦長、大至急ブリッジへ──！」







　きらびやかな宮廷で、大勢の裸の美女に囲まれ、山海珍味を取り揃そろえた料理の山に手を伸ばしかけたところで目が覚めた。いや、起こされた。

「ハァ～、コリャ癪しやくだった！」

　惑星連合宇宙軍大佐・ジャスティ・ウエキ・タイラーは、警報ランプなどものともせずに、強制解除された凍とう結けつ睡眠カプセルの上に上体を起こした。

『いいとこだったのになぁ……』

　白く漂う液体窒ちつ素その名な残ごりを惜しむかのように、彼のぼんやりと見開かれた両眼は、通信パネルの中で燦さん然ぜんと光り輝くキム中ちゆう尉いの紅顔を見つめた。さっきまでの夢の中で、大勢の美女の中に、確かに混まじっていた顔だ。

「やぁキム中尉、おはよう！」

　彼は右手を挙あげて、挨あい拶さつした。「今日も一日、元気に仕事に励みましょう！」

『艦長。そんな場合ではありません』

　なかば呆あきれ、なかば諦あきらめた顔で中尉は言った。

『Ｂクラス警戒態勢が発動されました。至急ブリッジへお越し願います』

「ナヌ！　敵か？」

　タイラーの愛あい敬きようのある顔が、俄にわかに嬉き々きとして輝いた。その瞬間彼の脳裏からは、さっきまで戯たわむれていた、ありとあらゆる星域から集められた大勢の全裸の美女たちも、山のように盛られた料理も、きれいさっぱり消えていた。

「ドンパチかね？」

『まだそこまでは……。しかしこのままいけば、そうなることは必至です。艦長、至急ブリッジへ』

　この男の辞書に緊迫感という文字はないのだとわかってはいても、キム中尉はため息を禁じ得ない。もちろん、そんな彼女の心など斟しん酌しやくできるタイラーではなかった。

「よし、行くぞ！　待っとれよ。すぐに行くからな。いや～、戦争はいい。惑星上でコセコセしとるよりかはよっぽどいいよ！」

　ブリッジのクルーにしてみれば、来てくれないほうがよっぽどありがたいに違いなかった。そんなことはお構いなしに、15秒でパジャマからスペース・ブルーの宇宙軍制服に着替え終わったタイラーは、冬眠カプセル室を飛び出していた。

　艦内通路を、ブリッジへと向かう。大おお股またで歩みながら、彼は得意の歌をがなり立てた。





手て柄がらがなくても　ダイジョーブ

俺おれもないけど　出世した

今にアンタも艦長さ

クヨクヨショボショボ　しなさんな






　歌いながらその道すがら出会う兵士や軍属の乗組員たちに、彼はいちいち右手を挙げてにこやかに挨あい拶さつした。どの顔も自分の持ち場へと向かう慌あわただしさに、彼の笑顔を無視したが、そんなことさえお構いなしだ。

「カァ～、みんなはりきっとるねェ～。結構けっこう」

　ブリッジ直通のエレベーターに乗っても、タイラーのスマイルはいささかも崩れない。周りに誰だれもいなくても、翳かげりを見せるようなハンパな明るさではないのだ。それに今日はやたらと喉のどの調子がいい。

「もいっちょいくかァ」

　誰もいないエレベーターの中は適度に声が反響して、ちょうど風呂場で歌うような効果を生む。まさしくタイラーのオンステージであった。





俺おれは　艦かん長ちよだ　文句があるか

文句ある奴やつァ　前線送り

おまけに年金は　俺のもの

それでもいいなら　かかって来い！







軍隊で　長生きしたけりゃ

上官に　ひたすらゴマスリ

嫌いやな奴にも　アタマを下げりゃ

誰でも少しよう尉いにゃなれる







毎日　ブリッジで居眠り

乗デ員ス席クじゃ　女ウ性エ士ー官ブを口く説どき

敵が出て来りゃ　めくら撃うち

それでも　俺おいらは艦長　マカセナサイ！






　エレベーターのドアが開くと、そこは巨大な半球状のブリッジだ。すでに勢せい揃ぞろいしていた『阿あ蘇そ』のスタッフの視線が、振り向きざま一いつ斉せいに彼を見た。

「ヤッ、ド～モ」

　ヤマモトの苦りきった表情も、キム中尉の呆あきれ果てた嘲ちよう笑しようも、タイラーの目には入らなかった。ただ彼の目に映ったのは、全天球ドームに輝く無数の星々のきらめきだけだ。

「カ～ッ！　無限に広がる大宇宙ときたもんだ」

　ヤマモトの表情が一瞬凍こおりついたようにひきつったことにも、彼は気がつかなかった。そのまま艦長席にドッカとばかりに座ると、コンソールに両足を投げ出す。

「さあ諸君、今日もはりきって戦争に殺さつ戮りくに励みましょう！」







　キム中尉から状況報告を受けてもタイラーの表情には、なにひとつ劇的な変化は起きなかった。ただ、ポカンと口を開いて中尉の表情を見つめているばかりだ。

「なんだ、敵艦じゃないのか。期待して損した」

　よほどしばらくしてそう言った彼の言葉に、緊張した面おも持もちで彼の反応を見つめていたクルーたちは、思わずドッとばかりにコケた。ヤマモトだけが辛うじて二本の足で踏んばったのはさすがと言おうか……。

「オヨビでないよ……。オヨビでない」

「艦長！」

　ひきつった顔でヤマモトが言った。目ま深ぶかに被かぶった宇宙軍の制帽の庇ひさしの下から、充血した目がタイラーを見上げている。

「こ、この事態の深刻さがあなたにはわからんのですかァ～！」

　言っても無む駄だだと知りながら、ついつい言わずにはおれない。それがヤマモトの軍人としての良心であり、また彼の悲劇もそこにあった。

「カタイコト言うな」

　すげなく、タイラーは言ってのけた。

「それよりヤマモトくん。顔色が悪いよ。少し休んだほうがいいんじゃないかね？」

『誰だれのせいだと思っているんですか！』

　喉のどまで出かかった言葉を、ヤマモトはグッと飲み込こんだ。まったくこの男といると、気が狂いそうになる。いっそのことお言葉に甘えてお暇をいただけたら、どんなにか気が楽か。

「艦長。お言葉ではありますが、あれはただの偵てい察さつポッドではありません」

「なら、なんなの？」

　およそ緊張感とか臨戦態勢とかからは程遠い表情で、タイラーはヤマモトに訊きいた。

「まさか、偵察ポッドに見せかけた敵の心理的な罠トラツプで、あの中には二十世紀の地球のキャバレーに似せた内装を施ほどこし、チャイナドレスの美女がいっぱい……というんならヒジョーに嬉うれしいけどねェ。ウッシッシ……」

　いったいどこからそんな楽天的な発はつ想そうが出て来るのであろうかと、ヤマモトは憤いきどおりを通り越して頭が痛くなってくる。このままでは自分まで、この艦長の持つ能天気ウィルスに冒おかされてしまいそうだ。

「非常に複雑な波長の交信波を発信しています。おそらく我々のデータを逐ちく一いち超空間通信で、後方の本隊に向けて送信しているのでしょう」

　自分でも驚くほどの忍耐力で、ヤマモトはタイラーに向かって、おそらくは徒労であろう説明を、辛しん抱ぼう強く繰り返した。身に染しみついた軍人としての性さがは、いかんともし難がたい。

「なら、早いとこフェーザーで吹っ飛ばしてしまおう」

「それは無茶です」

「なんでかね？」

　艦長にあるまじく、妙に人なつこい顔を向けられ、ヤマモトは一瞬寒気がした。

「あれを撃破してしまえば、交信波が不意に途と絶だえたことを不審に思った敵が、艦隊を差し向けて来ます。危険です」

　仮にも一艦の艦長に向かって、なんでこんな宇宙軍幼年学校でも初期カリキュラムで教えるような戦略の初歩の初歩を講義しなくてはならんのだと、ヤマモトは苦々しく思った。だが、それに対する彼の上司の反応は、まったくもって予よ想そう外がいであった。

「それこそ我々の望むところだよ、副長ォ！」

　タイラーの表情は水を得た魚であった。

「惑星ブルネイの宇宙軍港を出てから十と余日。行けども行けども目に映る光景と言えばなんの変へん哲てつもない星ばかり。冷凍カプセルでの昼寝もいい加減うんざりだよ。ここいらでひとつ、敵さんおびきよせて、派手にドンパチやろうじゃないの。ネッ？」

「か、艦長……」

　ヤマモトの頰ほおの筋肉が、ピクピクと痙けい攣れんした。

「なんだ、感激しとるのかね副長？」

「い、いえ……。そのつまり、あまりにも大胆な作戦でしたので……」

「そうだろうそうだろう。ワッハッハ」

　タイラーは馬鹿笑いした。艦長の数ある奇き癖へきの中で、なにがヤマモトの気に障さわるといって、これくらい障るものもない。彼は全身にブツブツと音を立てて鳥とり肌はだが立つのを感じた。

「で、ですが艦長。敵は最少でも１個艦隊、16隻せきを繰り出して来るでしょう。こちらは１隻。まともにやってかなうはずが……」

「まともにやればね……」

「で、ではなにかいい策が？」

「まだ考えてない」

　タイラーは胸を叩たたいた。

「今はないけど心配すんな。そのうちなんとかなるだろう」

　ヤマモトは一瞬、脳のう味み噌そが海う丹にになったような気がした。

「しかし16隻かァ、相手に取って不足はないなあ。よし、やろう！　ヤマモト中佐、やろうじゃないか！」

「はぁ……」

　ヤマモトはもはや、抗あらがうだけの気力も萎なえていた。

「攻撃用意！」

　タイラーは命じた。『阿あ蘇そ』の艦長に任命されて二か月。これが彼にとって最初の戦闘命令であった。

「艦長、フェーザーにしますか？　それとも光子魚雷にしますか？」

　訊きいてきたのはカトリ少佐だ。本来なら武器の選択にまで口をはさむのは操そう舵だ長ちようたる彼の領分ではないが、その任に当たるべき副長のヤマモトが任務遂行不可能な状態にある以上、ブリッジの先任士官である彼が代行せねばならない。

「どっちにしようかなあ……」

　タイラーはまるで、おやつを決めかねている子供のような思し案あん顔がおで、しばらく迷っていたが、不意に顔を上げるや、

「艦かん載さい機きに攻撃させよう！」

　と言った。

「サカイ中ちゆう尉いも退屈しとるだろうからなぁ」

　自分の思いつきにさも満足した様子で、彼は言った。

「発進命令！」

「了解ラジヤー！　艦載機発進。サカイ、シラギク両パイロットは、至急スクランブル態勢に入れ。繰り返す……」

　嫌いやな顔ひとつ見せずに、キム中尉は艦内連絡用のマイクに向かって淡々と命令する。もっとも、嫌な顔を露骨に示したところで、それに気づくような艦長ではないのだが……。

『知らんぞ、俺おれは知らん……』

　ヤマモトは、なかば自じ暴ぼう自じ棄きになりながら、心の中でつぶやいた。

『この艦ふねがどうなっても、俺おれは知らん！』

　そんな彼の思おも惑わくなどお構いなしに、『阿あ蘇そ』の居住ブロックの両サイドにあるフライトデッキからは、コジロー・サカイ、タケオ・シラギクの両パイロットが搭とう乗じようする97式鑑上迎げい撃げき機き『蜃しん竜りゆう』が青白いアフターバーナーの炎をふかしてスクランブル発進した。

『蜃竜』は、機首にただ一発のチバニューム弾頭ミサイルを装備している他ほかは自衛用小火器をも含めて一いつ切さいの武器を持たない、文字通り一撃必殺の（口の悪いパイロットに言わせると〝一機一殺〟の）迎撃機である。ルーツはなんと宇宙暦以前、二十世紀後半に開発され月面基地に配備された対未確認飛行物体用のムーンベース・インターセプターだとも言われているが、なるほどそう思って眺ながめれば、性能はともかくとして外観は、あのＵＦＯを撃うちもらしてばかりいた悪名高い役立たずと、そんなに変わってはいない。

　２機の『蜃竜』は、見た目にはゆっくりと、実際にはかなりの光速で問題の偵てい察さつポッドに向かって接近を続けた。やがて『阿蘇』のブリッジに、サカイ中尉からの通信が入る。

『ミサイル攻撃の射程距離に入りました』

「了解、攻撃せよ！」

　キム中尉が叫ぶ。

「ミサイル発射！」

『了解、ミサイル発射します！』

　まずサカイ中尉の１号機が、２秒の間隔を置いてシラギク少尉の２号機が、必殺のチバニューム弾頭ミサイルを発射した。

　一瞬遅れてオレンジ色の閃せん光こうが広がる。もちろん『阿蘇』のブリッジにあるスクリーンには、強烈な閃光を和らげるフィルターが自動的にかかったが、それでもブリッジの中はまばゆいばかりのオレンジ色に染そまった。

「カァ～ッ！　いいねえ」

　タイラーは彼にしてみれば長くて退屈な、初めての航海でたまりにたまったストレスをいっぺんに吐き出した様子だ。同時にこの航海は『阿蘇』にとっても処女航海ボン・ボヤージユなのだが、どうやら最後の航海にもなりそうな気け配はいは濃厚であった。

「無抵抗の敵を撃つ快感。ストレス解消はこれに限るよ、ウン！」

『もうどうなっても、俺おれは知らん……』

　ヤマモトは栄光あるヤマモト家の戦死者リストに、その名を連ねようとする自分の軍人としての生しよう涯がいを振り返ってみた。士官学校を主席で卒業。駆く逐ちく艦かん『はるなぎ』勤務で勲くん三等鳳ほう珠じゆ勲くん章しようを受章。戦艦『越えち後ご』の航富士時代には３００人の部下を救った功績により少佐に特進。そして護衛艦『若竹』の艦長を経へて、この最新鋭巡洋艦『阿蘇』の副長勤務……。順風満帆だった人生もここで終わる。１隻せきで敵ラアルゴン艦隊の圧倒的な砲火の前に華々しい最さい期ごを遂とげるのだ。その死に方に不満はない。むしろ得え難がたい死に場所だとさえ思う。

　だが、よりにもよってあんな艦長の下で死ぬことになろうとは……。それも、なんら戦略的価値のないこの辺境星域パトロール航海の途中で……。

『いやだ。こんな不毛な死に方は絶対にいやだ～！』

　珍しく人間的な感情をむき出しにして、彼は心の中で絶叫した。

　そんな彼の心中を察することもなく、タイラーは艦長席で鼻はな唄うたを歌っていた。





ミサイル撃うったら　全弾はずれ

人の残した　非常食か　食うし

口く説どいた女も　上官の彼イ女ロさ

自や棄けの博ばく打ちで　給料はスるし

これじゃ戦争　やる気も湧わかぬ

そんな兵士は　ポイしなさい

アソレ　悪い事ァ言わない　ポイしなさい

みんなで　みんなで　ポイしなさい
















第二章　これが軍人の生きる道









　医務室で大量の精神安定剤と胃薬をもらって、ついでに神経洗浄をしてもらう。これがこの航海に出てからほとんどヤマモトの日課のようになっていた。しかし、それもこれが最後かと思うと、妙に感慨深いものがある。

「ありがとうドクター。おかげでだいぶ気分がよくなったよ」

「難儀なことだね。副長」

『阿あ蘇そ』の軍医長、ヒデサブロー・キタグチ軍医中佐は、勤務時間中であるにもかかわらず、熟じゆく柿しのような臭においをぷんぷんさせていた。別に死ぬと決まったからではなくて、連合軍査問委員会の目の届かぬところ、つまり航海中の彼かれは、いつもこうなのである。シラフでメスを握ったことがないという彼の言葉を、冗談として聞く者は、少なくとも『阿蘇』の艦内にはいない。

「どうだ。末まつ期ごの水に、一杯やらんか？」

　黒いサングラスに禿はげ上がった額ひたい。よく手入れされた口くち髭ひげがニヤリと笑う。

「君は実によく出来た軍人だった。最後の最後に軍規を破ったからといって、誰だれも文句は言うまい」

　差し出されたグラスの中味は純粋なアルコールを除けば、宇宙軍で艦内に持ち込こむことが認められている唯ゆい一いつの酒であるラムではない。無色透明の、米から醸造された文字通りの酒、ドクター・キタグチ言うところの般はん若にや湯とうである。

「せっかくですが、遠慮しときますよ。最後まで軍人としての意地を貫つらぬき通して死ぬのも、悪くはないでしょうから……」

「そうかね」

　キタグチはちょっと残念そうに、そのグラスの酒を自分で飲みほした。

「君も、酒に逃げられれば、そこまで自分を追い込むこともなかったんじゃないか？」

「追い込んだなどとは、思っていません！」

　いささかムッとしたように、彼は集中治療ベッドの上に起き上がり、制帽を被かぶった。

「まあそうカリカリしなさんな」

　宇宙軍きっての堅かた物ぶつの勢いに気け圧おされするように、ドクターは慌あわてて視線をそらした。もっとも、二十四時間どんなことがあっても取りはずしのきかない、まるで競泳用の水中メガネを思わせるサングラスの下では、視線を見破られる恐れもないのだが、それほどにヤマモトの視線は鋭かったのだ。

「私が言いたいのはだね、つまりあんな艦長の下では、お互いシラフじゃやってられない。そういうことだよ……」

「ドクターなら、あの艦長の下でなくても、お酒をお召しになったんでしょうがね……」

「痛いところを突いてくれるね」

　キタグチは苦笑いした。33歳という年ねん齢れいの割には老ふけて見えるこの軍医は、『阿蘇』のクルーの中では最年長で、実質的な地位から言っても艦長のタイラー、副長のヤマモトに次ぐナンバー・スリーである。もっとも彼自身は艦のあれこれに口出しするようなことはなく、いわばオブザーバー的な存在なのだが、大の酒好きを別にすれば、その性格は乗組員の誰からも好かれていた。ヤマモトもこの艦に配属されてからというもの、精神分析や神経洗浄のかたわら、ついつい彼に愚ぐ痴ちを聞いてもらうことも多くなっていた。

　なにしろ自他ともに認める宇宙軍一の大酒飲みである。宇宙軍医科大学時代を含めて軍隊生活は十五年間だが、酒に親しんだのは三十年と自みずから豪ごう語ごするだけあって、彼の酒にまつわるエピソードは数知れない。最初に軍艦に乗り込こんでの長期練習航海のときも、彼は大量の酒をこっそりと練習艦に持ち込んだ。だが一人の人間が荷物に隠して持ち込める酒の量など知れている。たちまち手持ちの酒を飲み尽くし、艦内の酒保にあるラム酒をくすねては飲んでいたがそれも尽きた。医務室の消毒用アルコールまでも飲み尽くし、ついには機関冷却のための工業用メチル・アルコールにまで手を出して……以来、彼の両眼は光ファイバーを組み込んだコンピューター制せい禦ぎよの義眼である。

「短い付き合いでしたね。ドクター」

　むしろほっとしたように、ヤマモトは言った。神経洗浄がその効果を発揮している証拠である。

「あの世とやらに行っても数々の御恩は忘れません」

「いつでも死ぬ覚悟の出来ている軍人はいいなあ……。それに比べると私の心配はもう少し深刻だよ」

「あの世に酒があるかどうかでしょう？」

「君は意外に話せるんだなぁ……」

　キタグチは苦笑いした。マイクロモーターで駆く動どうするレンズが焦しよう点てんを求めて微かな音を立てる。

「単なる堅かた物ぶつではないらしい。もっと早く気がつくべきだった」

「お互い様ですよ」

　ヤマモトも照れながら頭を搔かく。

「ま、単なる俗物と呼ばれるよりは堅物のほうがまだマシでしょうけどね」

「言うね。君も……」

「ドクターこそ、言ったじゃありませんか。〝宇宙一の無責任男〟だって」

「我ながら、言い得て妙だろう」

「まったく……」

　ヤマモトはニヤニヤ笑いながら医務室に流れるＢＧＭに耳を傾けた。

「ワーグナーですか」

「そう『トリスタンとイゾルデ』。君は音楽にも造ぞう詣けいが深いらしいな」

「艦長とは違いますよ。ドクター、モーツァルトはありますか？」

「あるぞ。何が聴きたい？」

「『レクイエム』を。死んだら聴けなくなると、アインシュタインも言っていますからね……」

　医務室の壁にしつらえられた36チャンネルの音圧スピーカーから、重々しい鎮ちん魂こんミサ曲が流れ始めた。

「さながら君の心中を察するに、モーツァルトに嫉しつ妬とするサリエリの心境といったところかな？」

「それは違います」

　ヤマモトはきっぱりと言った。

「少なくともサリエリは、モーツァルトの才能だけは認めていましたからね」

「あの男にも才能はあるぞ。天才的なゴマスリだ。あれより見事なゴマスリの天才を、私は他ほかに知らん」

「でしょうねえ……」

　ため息をつきながらも、ヤマモトはキタグチに同意せざるを得ない。

「その才能でアンダーソン司令長官に取り入っての昇進ですから……」

「しかしなんだかんだ言って〝茶坊主少しよう尉い〟とか〝提督のおべんちゃら係〟とか言われているうちはまだよかった」

　キタグチも、しみじみと言う。

「まさかその宇宙軍の名物男と同じ艦ふねに、それも部下として乗り込こむことになろうとはなぁ……」

「お互い様です」

　ヤマモトはせっかくの神経洗浄も台無しにしてしまうほどに、憤ふん懣まんやるかたなしといった表情である。あの艦長を肴さかなになら、まったくの下げ戸こである自分にも、酒の一升しようや二升は飲めるような気がする。しかしモーツァルトをＢＧＭにするような類の話ではない。

　医務室には『レクイエム』のクライマックスである『怒りの日デイエス・イレ』が朗々と鳴り響いている。

「自分は『阿あ蘇そ』のような最新鋭艦に乗ることが長年の夢でしたが、あの艦長の下で働くくらいなら、老朽パトロール艦のほうが、よっぽどましです」

　これでも、ヤマモトの発言は彼の本心に比べれば、まだしも控え目であろう。

「しかしだね、副長。まったくのフロックからの大出世とはいえ、この艦の艦長に任命されてしまったことは、あの男にとっても不本意らしいぞ」

「と、言いますと？」

「単独航行するこの艦に乗っている限り、あの天才的なゴマスリの才能も、発揮しようがない」

「なるほど……」

　確かに一理あるなとヤマモトはうなずくと同時に、この軍医の慧けい眼がんに舌を巻いた。艦内部はもとより、直接交信の届く半径25光年の範囲内に、タイラーより偉い人間はいない。この銀河辺境の強行偵てい察さつ航海の終わる三か月先（それもどうやら〝予定〟で終わりそうだが）までは、彼もその舌先三寸を奮ふるう機会がないという訳なのだ。

「やっこさん、最近ではお世辞を言う相手にも事欠いて、私にまでおべんちゃらを使い始めたよ」

「メスを持つ手つきでも、褒ほめられましたか？」

「それならまだいい」

　思い出しただけで背筋が寒くなるといった顔で、ドクターは首を振った。

「なんともはや、『ドクター、みごとな飲みっぷりですね』ときやがった。正直あのときは、生まれて初めて、飲んでいて気分が悪くなったよ」

「御ご愁しゆう傷しようさまです……」

　ヤマモトは思わず合がつ掌しようした。曲はモーツァルトの絶筆となった『涙の日ラクリモーザ』が流れている。

　不意にＢＧＭが途切れ、キム中尉の声がした。

「副長、至急ブリッジへお越しください」

「いよいよ来たようですな。最後の時が……」

「そのようだね」

「今こん生じようの別れとしてはいささか不本意な状況ですが、最後にドクターと肚はらを割って話し合えてよかったと思っています」

「ま、我々も最後にひとつ、宇宙軍のためになることをしたよ。あの艦長と心中すると思えば、この命惜しくはない」

「自分は少々惜しいですが、せめて敵の１隻せきでも道連れにしてやる覚悟ですよ。そのための作戦は考えてあります」

「それもよかろう。ま、せいぜい怪け我が人にんを出して、この藪やぶ医者の、最後の仕事を増やさんようにしてくれたまえ。助け甲が斐いのない相手に手を煩わずらわせたくはないからね」

　ヤマモトはちょっと苦笑いして、それから宇宙軍式の敬礼のポーズを取った。ドクター・キタグチはグラスをちょっと上げてそれに応えた。

「武運長久を祈るよ」

「それでは──」

　ヤマモトは踵きびすを返して、医務室を出た。その背中に軍人の哀あい愁しゆうが漂う。





狭いベッドが　俺おいらの寝床

頰ほお張ばるランチは　命の値段

虫歯にはさまる　冷や飯ほじり

欲しがりません　勝つまでは

それが軍人の　生きる道







紙切れ１枚　召集受けて

いやな上官にゃ　いじめられ

貰もらう年金は　雀すずめの涙

欲しがりません　勝つまでは

それが軍人の　生きる道






　そんな宇宙軍の流行歌でも歌いたい心境で、ヤマモトがブリッジに戻もどってみると、タイラーは別にいつもの調子と変わった様子もなく、艦長席で鼻毛を抜いていた。

　この様子なら、まだ敵が現れるには間があるらしい。『阿あ蘇そ』の艦内は依然として、Ｂクラスの警戒態勢である。

「艦長！」

　ヤマモトはどうしても、タイラーに言っておかなければならないことがあった。副長として、『阿蘇』のクルー３８２名の戦死を、悉ことごとく犬死にに終わらせないために……。

「自分に作戦があります」

「作戦？　ま、言ってみ」

　およそ緊迫感のない態度は、ヤマモトには心強いどころか腹立たしい。

「敵艦隊はおそらく本艦の位置を超空間レーダーで補足して、本艦を包むようにワープアウトして来るものと思われます。そこで、この航宙図を御覧ください」

　ブリッジの全天球スクリーンに、『阿あ蘇そ』を中心とした立体宇宙地図が投影された。

「現在位置から７光分の距離にあるＳＡＴ―Ｑ65星。俗にＱ星と呼ばれているこの星ですが、レーダー不ふ透とう過か性のガス状物質と攪かく乱らん電波を大量に放っている白色矮わい星せいです。本鑑はこのＱ星周辺のガスの海に隠れて敵を待ち受けます。もちろんこんな隠いん蔽ぺい作戦は科学力の発達したラアルゴン艦隊にはすぐ見破られてしまうでしょうが、それでもある程度の時間稼かせぎにはなるでしょう。ガスに隠れて不用意に近づいて来る敵に砲火を浴びせれば、最低でも１隻せきか２隻、うまくすれば５、６隻は撃沈できるかも知れません」

　説明しながら、ヤマモトは我ながら見事な作戦だと、陶とう酔すいしていた。これなら栄光あるヤマモト家の男の散りぎわとして、申し分のない最さい期ごだ。

「で、そのあとはどうなる？」

　だが非常にも、タイラーが突っ込こんできた。

「敵を沈めたそのあとは？」

「も、もちろん……」

　ヤマモトは一瞬口ごもったが、あとは一いつ気き呵か成せいに言った。

「そのあとは、おそらく本艦の存在に気づいた敵艦隊の集中砲火を浴びて、宇宙の塵ちりと消えるでしょう。あるいはＱ星の強ごう引いんな引力圏に捕まって圧あつ壊かいするか……。しかし、１艦をもって最後まで戦い、数隻を葬ほうむった軍人の鑑かがみとして、艦長並びに『阿蘇』クルーの名は、永ながく栄光の宇宙史に輝き続けるでありましょう」

　最後のところでは、声が震えていた。

「艦長、どうぞ御決断を」

「な～んだ。死ぬのか。つまんね！」

　まるで他人事ひとごとのようにタイラーは言った。

「却きやつ下かしよう！」

　ヤマモトが練りに練って作戦を立てた進言は、それっきりだった。







「時空歪ゆがみ反応、急速に接近します！」

　キム中ちゆう尉いが言った。さすがの才さい媛えんも、心なしか声が浮うわついている。

「反応は16個。おそらく敵艦隊と思われます。敵速、ワープ５フアイブ！」

　みごとなまでにヤマモトの予よ想そうは当たっている。宇宙空間における基本単位である１個艦隊16隻からなる精鋭ラアルゴン艦隊の艨もう艟どうは、亜空間の繭まゆで艦体を包み（この超空間繭ハイパーコクーンの中では、アインシュタインの相対性理論が適応されないのだ）、超光速で接近して来る。おそらく『阿蘇』の位置を正確に摑つかみ、包囲するようにワープアウトしてくるに違いない。まさにヤマモトの読み通りだが、今からでは彼の発案した作戦を実行するにしても遅すぎる。

「敵艦隊、減速しました。速度、ワープ４フオー、３スリー……２トウー……」

　キム中尉のカウントダウンを、艦内のクルーは、ただ一人の例外を除いて生きた心地もなく聞いている。あのスクリーンの光点が実体化したとき、自分の人生もまた終わるのだ。それがどれほど神経を磨ま滅めつさせるかは、宇宙艦隊における実戦を経験した者でなければ絶対にわからない。

「終わりだ……」

　ヤマモトは二十七年に満たない、あまりにも空虚な自分の半生を反はん芻すうしていた。栄光の生しよう涯がいの最後の最後でつまずいた石ころは、取るに足らないタイラーという一人の艦長でしかないが、それが取り返しのつかない結果を生んだのだ。このまま１隻せきの敵も葬ほうむれずに虚むなしく宇宙の塵ちりに帰きすのかと思うと、彼は絶叫を通り越して悶もん絶ぜつしたくなる。死んでも死にきれないとはこのことだ。

『末代までも、呪のろってやる……』

　しかし、無神論者のヤマモトにこれだけの台詞せりふを吐かせた当の本人であるタイラーは、艦長席で、悠ゆう然ぜんとふんぞり返っていた。おおかたのブリッジにいたクルーは、それを彼の救いがたい能天気さから来る、なんら根こん拠きよのない余裕だと見たが……書いている作者にもあながち憶おく測そくとばかりは言い切れないのが情けない。

　だが、スクリーン上で、今にも実体化しようとする光の点を眺めているうちに、彼の脳裏に電光のように閃ひらめくものがあった。それを単なるヒラメキ、あるいは偶然の思いつきと片づけることはたやすい。しかしながら、それをある種の才能と呼んでいいのなら、これは明らかにタイラーが、持って生まれた唯ゆい一いつの、人並みはずれた才能なのだった。

「敵艦隊、ワープアウトします！」

　キム中ちゆう尉いが、もはや任務の枠わくを越えて叫んだとき、俄にわかに立ち上がって、タイラーは命令した。

「今だ！　機関全開！　速力最大！　ワープに突入！」

「了解ラジヤー！　機関全開！　速力最大！　ワープ突入！　ワープ？」

　復唱しかけて、カトリ操そう舵だ長ちようは仰天した。

「か、艦長！　ワープですか？　どこへ？」

「どこでもいいよ。うん。キミに任せる。めんどうみたョ」

「座標計算が間に合いませんが……」

「だから適当でいい」

「座標も決めずにワープするんですか？　危険すぎます」

「このままやられるよりは、いいだろう。違うかね副長？」

　訊きかれてヤマモトは、我に返った。

「は、はい。その通りです」

「ほらみたことか」

「し、しかし艦長。ランダムワープとはあまりにも非常識ではありませんか？」

　危険すぎるランダムワープを厳に戒いましめているのは、宇宙航海法の初歩の初歩である。まかり間違えば恒星やブラックホールに突っ込こむなどというのはまだいいほうで、最悪の場合には人類の居住する惑星に激突して、数十億の人命が一瞬にして宇宙から消滅するのだ。

　特に宇宙軍士官学校で学んだヤマモトやカトリのような生はえ抜きの軍人にとっては、ありとあらゆる事故の原因となるランダムワープの禁止は、ほとんど遺伝子レベルでインプットされた本能とさえ言ってよかった。艦長命令とはいえ、この常識破りな命令を遂行すべきかどうか悩むカトリの苦く衷ちゆうを見かねて、ヤマモトは思わず口をはさんだ。

「こんな命令は、納なつ得とくできません。本艦の行動として、ありえない選択です」

「敵もそう思っとるよ。たぶん……」

　言われてヤマモトは、ハッとした。ほんの一瞬ではあるが、タイラーの背後に憑つきもののような存在を感じた。

「わかりました……」

　しぶしぶ、本当にしぶしぶ、彼は目で、困惑するカトリ少佐を促うながした。

「り、了解！　ランダムワープに突入します。なにが起きても知りませんよ……」

　最後のほうは、責任逃れではなくて、むしろ有能な軍人である彼の責任感が言わせた、やむにやまれぬ台詞せりふであった。

「わかっとるよ！　わかっとるわかっとる」

　タイラーは艦長席の上に立ち上がり（仁に王おう立だちと言えるほど、様になったポーズではない）マイクなしでもブリッジの全員に聞こえるほどの声で叫んだ。

「わかったら、だまって俺おれについて来い！」







　超空間繭ハイパーコクーンを解除し、Ｒ２２２トリプルツー宙域に実体化したラアルゴン艦隊は、すでに出現前から、その照準に『阿あ蘇そ』を捕らえていた。地球人類よりはるかに進んだ科学力を誇るこの亜人類サブヒユーマノイドは、軍事体制においてもまた、卓抜した組織力と兵器開発能力を有する。わずか70億足らずの総人口ながら、炎のような勢いで全銀河にその勢力圏を拡大しつつある秘密はそこにあった。絶対服従か死か。それ以外は認めない。その用兵はきわめて迅じん速そくであり、破壊の勢いは徹底していて凄すさまじい。数では20倍の優位にある地球人類ではあったが、惑星連合宇宙軍の将兵は植民惑星の末端兵士までを併あわせてもその３パーセントに満たない。それに対して、高度に進化した軍政を敷くラアルゴン帝国は、その全人口が軍人であると言っても過言ではなく、銀河のいたるところで、惑星連合艦隊は敗走につぐ敗走を続けているというのが現状であった。

　ラアルゴンの強さの裏には、決して敵を侮あなどらないという種族としての優れた性質を挙あげる人類学者もいた。僅わずか１隻せきの巡洋艦に対して、高速戦艦16隻を差し向けて来た事大主義からも、それはうかがい知ることはできる。多くの場合、それは惑星連合宇宙軍にとっては脅きよう威いだった。獅し子しは兎うさぎを倒すにも全力を尽くすとは、ラアルゴンのために作られた諺ことわざではないかと勘ぐりたくなるほどである。一方的に押しまくられ、いいように蹂じゆう躙りんされながらもなお虚きよ勢せいを張り、ラアルゴンなにするものぞと虚むなしい空から威い張ばりを続ける地球の首脳陣と、それは対照的であった。

　16隻の戦艦に搭とう載さいされた合計96門の荷電粒子砲の照準は一分の狂いもなく『阿蘇』に向けてピタリと合わされていた。超空間自動追尾装置による狙ねらいは、たとえワープアウトした直後であっても、絶対に的まとを外すことはない。これだけの集中砲火を浴びれば、艦隊はもちろん小惑星でさえ一瞬にして陽子と中性子に分解されるはずであった。あとは引き金を引くだけである。

「砲撃開始」

　髭ひげ面づらの艦隊司令官がラアルゴン人特有の抑よく揚ようのない声で命令しようとした矢先、照準に捕らえられていた地球艦隊の巡洋艦の艦体が、紫色の淡い光こう芒ぼうを放ち始めた。超空間繭ハイパーコクーンが急速に形成されつつある。ワープの前兆だ。

「なに？」

　その司令官、銀河に名だたる名将ユッター・ド・ロナワー提督は我が目を疑った。

「地球の艦はワープに入るぞ。追跡準備。予定航路を計算しろ」

「計算不能」

　オペレーターが抑揚のない声で言った。しかし彼がかなり動揺していることは、そのひきつった表情からも明らかだ。ロナワー提督自身が動転している。

「ランダムワープか」

　感情を地球人のように表面に表さないことから、ラアルゴン人は地球人類から冷れい酷こく非情な非人間的感情の持ち主と誤解されやすい。しかしもし彼らにその能力があったとしたら、ロナワー提督をはじめとしてブリッジにいたラアルゴン人は残らず驚きよう愕がくの叫びを上げたに違いない。それほどに、ランダムワープという暴挙は、彼らにとっても予想外の行動であった。

　そういう常識外れの行動に対しては、対処する方法もまた存在しない。ロナワー提督は惑星連合艦隊との度重なる戦闘に、数多くの勝利を収めた輝かしい戦歴の持ち主ではあったが、いや、だからこそ、こういう場合に取るべき行動がまるで思いつかなかった。ちょうど、素人しろうとと対局した将しよう棋ぎ名人が、王手をかけた途端、突然に盤をくるりと百八十度回転させられて、途方に暮れるようなものだった。

「敵艦、ワープします！」

　こんなとき、相手がどこへワープするかわかっていれば、こちらもワープして追えと命令することができる。たとえ宇宙の果てまでも、追跡して行って仕し留とめる自信がロナワー提督にはあった。しかし相手がどこにワープするかわからなければ、追いかけようがない。出たとこ勝負のランダムワープでは、こちらもランダムワープで追ったとて、同じ座標にワープアウトできる可能性は皆かい無むである。

「ワープアウトを待って追跡する。座標軸から目を離すな」

　それがロナワーに可能な、最善の策であった。

　ジャスティ・ウエキ・タイラーが並の運の持ち主であったとしたら、それもある程度は有効な選択であったかも知れない。しかし彼は相手を見誤った。そんな常識的判断の通用する相手ではなかったのである。

　それがロナワー提督の不運だった。







「ワープアウトします！」

　もう悲鳴に近い声で、キム中ちゆう尉いが言った。こんなときでも任務に忠実なのを褒ほめるべきであろう。他ほかのクルーはタイラーを除けば平静でいる者は一人もいない。みな目を閉じ胸に手を当て、あるいは手を組んでそれぞれの神や仏に祈っている。ヤマモトとて例外ではない。『阿あ蘇そ』の行き先は神のみぞ知るである。恒星に突入して灼しやく熱ねつの炎に焼かれるか、ブラックホールの近くに実体化して苦痛に歪ゆがみながら想そう像ぞうを絶した重力に押し潰つぶされるか、あるいは超新星の爆発に巻き込こまれて宇宙の藻も屑くずと消えるか、いずれにせよ、記録にも残らない、しかもありとあらゆる悲ひ惨さんな死に様ざまが彼らを待ち受けていた。まるで宇宙地獄めぐりとでも形容したくなるような恐怖である。少なくとも楽観的な結果を期待あるいは予測したものは、例によって『阿蘇』のブリッジには一人しかいなかった。

「座標確認急げよ」

　まるで通常航海のときのように、タイラーは言った。その声で最初に職務に立ち返ったのは、やはり気き丈じようなキム中ちゆう尉いであった。

「はい。計算します」

　すでに『阿蘇』を包んだ繭まゆは解除されかかっている。座標を算出することは不可能ではない。




「計算できました」

　モニターに映し出された座標を確認報告するキム中尉の声が、絶句にとって代わられた。

「どうした？」

「え、ｘ軸０ゼロ、ｙ軸０ゼロ、ｚ軸０ゼロ……」

　それが何を意味するかは、説明されるまでタイラーにはわからなかった。しかし、彼の星回りを証明するにはそれでじゅうぶんであった。

「ワープアウト座標、ワープ開始座標と変わりません！　寸分違たがわぬ空間にワープアウトしました！」

　偶然も、ここに極まれりであった。

「ということは……」

　ヤマモトは怖おぞ気け立った。周囲をぐるりとラアルゴン艦隊に包囲され、絶体絶命の状況はなにひとつ変わっていない。

「おしまいだ！」

　今度こそはと、誰だれもが思った。しかし、人類がかつて誰一人として経験したことのない、想そう像ぞうを絶する事態が起こったのはその直後であった。

　轟ごう然ぜんと発射されたラアルゴン艦隊の荷電粒子ビーム砲の集中砲火は、一瞬にして『阿蘇』を素粒子レベルにまで分解するはずであった。しかし直進するはずのビームは、目標の周辺で、大きくそのコースを変え、方向ベクトルを失った。

　それは、ランダムな座標決定が生んだ偶然の産物であった。空間移動距離ゼロのワープに費ついやされた膨大な量の時空エネルギーが、普通ならワープによって生じた亜空間に逃げるべき行き場を失って、『阿蘇』のまわりにある通常空間を歪ゆがめてしまったのだ。ために、『阿蘇』を狙ねらったビームの束たばは弾道を狂わされて、あろうことか味方の艦にその牙きばをむいた。16隻せきの戦艦のうち、そのビームの嵐の中、無傷でいられたのはロナワー提督座乗の旗艦を含めてたったの３隻にしか過ぎなかった。半数が、何が起こったのか理解する間もない乗組員とともに、一瞬にして消滅した。

　生き残った艦も、どのみち長くは無ぶ事じでいられなかった。荒れ狂う時空の歪ゆがみは台風のように『阿蘇』を中心とした空間に怒ど濤とうの勢いで広がり、数秒後にはすべてを呑のみ込こんで純粋なエネルギーの奔ほん流りゆうに変えてしまった。その爆発が席巻し、なめつくしたあとに、半径20光秒の範囲はまったくなんの物質もなくなっていた。文字通りの真空である。唯ゆい一いつ難を逃れたのは、爆発の中心にいた『阿蘇』だけである。ちょうどそこだけが、台風の目であった。

　ラアルゴンの英雄、ユッター・ド・ロナワー提督はその英雄としての波乱に満ちた生しよう涯がいを、予想もしなかった形で閉じたのであった。

　同時にそれは、新しい地球の救世主の誕生をも意味していた──。







「どうなったんだ……」

　呆ぼう然ぜんとしながらヤマモトが言った。あの一瞬に起こった事態は、軍人としての彼の理解の及ぶ範囲を超えている。

「わかりません……」

　カトリ少佐にも、そう言うのが精一杯だった。

「とにかく確かなのは、どうやら無ぶ事じらしいということと、敵が勝手に全滅してくれたということだけです」

「……のようだな」

　ヤマモトは思わず、副長席にへたへたと座り込こんだ。緊張の糸がいっぺんに切れてしまえば、彼とても一人の人間である。他ほかのクルーとて同じことだった。

「やあ諸君、よくやった！　これは君たちの勝利だ。ありがとう！」

　しかし例によってただ一人、緊張の糸がほどけない、というより最初から緊張のしようのないのが艦長席の上で、踊り狂っていた。

「♪オマエはオマエを信じなさい、ホレ信じなさい、ソラ信じなさい……ってか？」

　ヤマモトはそのタイラーの姿を薄れゆく視界の片かた隅すみに認めながら、まさにこのとき、思ったのだった。

　この男には何かがある。それがなんなのかは皆かい目もく見当もつかないが、とにかく強運だけでは片づけられない何かがあることだけは確かなのだ。

　ならば、それに身をまかせてみるのも一いつ興きようではないか。

　そんなことを、ヤマモトは漠ばく然ぜんと考え始めていた。














第三章　どうしてこんなに勝てるんだろう









　ジャスティ・ウエキ・タイラーは宇宙暦６９７４の７月７日に、地球は旧日本領のコシガヤ・シティーに生まれた。

　父親のアベレッジ・ウエキ・タイラーは、ニュートーキョーにある一流とは言えない商事会社に勤めるごく平凡なサラリーマンで、彼かれはそのウエキ家の長男にして一人息子であった。

　彼の少年時代がどのようなものであったかは、当時の記録がほとんど残っていない上に彼を知る人々の記憶が曖あい昧まいなので、想そう像ぞうに委ゆだねるしかないのではあるが、つまりはその程度の目立たない少年だったのである。なにしろプライマリースクール時代の担任教師でさえ、彼に関する印象的な思い出を、なにひとつ覚えていないのであるから、その存在感のなさたるや、推おして知るべしである。

　しかしながら、それほど印象の希き薄はくな少年でありながら、その実態は平凡などという言葉からは、およそ程遠い存在であったらしい。らしいと言うのは、唯ゆい一いつの記録に残る評価であるところの学業成績が、平均点どころか限りなく底辺に近かったからである。

　特に知能が低かったわけではない。むしろある意味では彼は狡こう猾かつな少年であった。タイラーを知る数少ない当時の同級生たちは、異い口く同どう音おんに彼をこう呼んだ。手抜きの天才と。

　つまり、それほど惨さん憺たんたる成績でありながら、それがいささかも問題にならなかったというところに、より大きな問題があるのである。本来なら、学校始まって以来の問題児として周囲の人々に強烈な印象を残してしかるべき成績なのだ。

　両親の放任主義もさることながら、徹底して学業で手を抜いて遊びほうけながら、担任教師に一片の問題意識をすら喚かん起きさせなかったタイラー少年こそ偉大なる〝手抜きの天才〟ではないか。しかも彼はそれを意識してやったのではなくて、ただひたすら、本能のおもむくままに振舞った結果にすぎないのだ。

　なるほど、言われてみれば、友人たちの言い分にはそれなりに筋が通っているし、なによりも彼のその後の人生が、雄弁にそのことを物語っている。

　彼のその天性の才能には、その後ますます磨みがきがかけられることになる。

　宇宙暦６９９０。彼はなぜか名門中の名門、ケイアン・ハイスクールに入学を果たす。これは奇跡の連続と言われた彼の生しよう涯がいでも、最初に顕けん在ざい化かした奇跡と呼ばれているのだが、その後の研究と調査で、彼に天才的な山かけの才能があることは認められた。もっとも彼の悪友たちに言わせれば、入試管理コンピューターにバグが発生した結果だそうで、学校側の必死の否定にもかかわらず、この説を頑がん強きように信じる者は少なくない（ヤマモトもその一人だ）。もっともこんな奇跡は、その後の軍隊生活における数々の奇跡に比べれば奇跡のうちに入らない程度のものにすぎず、ヤマモトなどに言わせると人の生死にかかわっていないぶん、まだしも罪がない。

　ハイスクール時代には、奇跡はしばらくなりをひそめる。無む謀ぼうにも生徒会長に立候補して僅きん差さで落選した以外には、特にこれといって特筆すべき記録はなく、ジャスティ・ウエキ・タイラーは、単なる成績不振の一劣等生として、おおかたの教師の黙認すべき存在となるのだ。奇跡の雌し伏ふく期間とでも形容すべきだろうか。しかし、彼を研究する後世の歴史家の中には、この時期の彼にこそ、その恐るべき才能の萌ほう芽ががあったのだと主張する者も多い。それはともかくとしてこの奇跡の潜せん伏ぷく期間は意外に長く、彼が大学を卒業するまで続くことになる。

　笑ってすませられなくなるのはここからなのだ。

　さすがのタイラーも大学入試にまではその神通力が及ばなかったとみえて、銀河産業大学という、名前ばかりは立派な三流宇宙大学の経済学部産業流通科を一浪一留して、それも〝可〟ばかりという成績で卒業するのがやっとであった。なんとか卒業はできたものの今度は就職がない。志望したすべての企業を第一次書類審査の段階でハネられたというのは、考えてみれば至極当然である。都合三十社にのぼるそれらの中には、身の程知らずにも銀河一流の企業の名さえ見いだされる。まこと、彼の超楽観主義は、今日に始まったことではないのである。

　しかし、この段階で奇跡が起こっていれば、彼にふりまわされて人生を棒に振る人間の絶対数は、もっとずっと少なくてすんだはずだというのは、彼を知る人々にほぼ共通する見解であることも、また事実なのだ。







　宇宙暦６９９８。この年惑星連合宇宙軍は、ふたつの致命的なミスを犯した。もっともそれは、作戦的な失策でも、戦略的な大敗でもなく、いや、だからこそよりいっそう深刻なものであった。

　その致命的なミスをやらかした二人の人物というのは、艦隊を率ひきいる提督でも、作戦を立案する参さん謀ぼうでもなかった。一人は広報課のなんとかという中ちゆう尉いであり、もう一人は人事課面接係の下士官である。

　広報担当の中尉（本人の名誉のため、ここではＧ中尉としておこう）の責任は、ラアルゴン帝国との度たび重かさなる戦闘で激減した人材を補充するために作成した兵員募集のポスターのモデルを決定するにあたって、中尉の個人的趣味で人気アイドル女優のノリコ・バッハを起用したことである。いくらなんでもこんなポスターに釣つられて来る人材が優秀で頼りになるとは思えないということで、ポスターの配布後、Ｇ中尉は全軍の非難を浴びることになるのだが、企画当初の彼にしてみれば得意満面の人選であったことは疑いない。駅貼はりにしたポスターが相次いで盗まれるという事態が発生して、広報課にポスターの増刷が依頼されたときなど、Ｇ中尉の心中はまさに我が意を得たりといったところであったろう。

　問題はこのポスターを街頭で見て、ポスターそのものを盗むという行為よりも、わざわざ志願することを思いついた数少ない物好きの中に、ジャスティ・ウエキ・タイラーがいたということである。ポスターの中で『宇宙軍は君を待っている！』というコピーは陳ちん腐ぷそのものだが、それすらも説得力のある言葉に変えてしまうほど、宇宙軍少尉の制服を着た御おん歳とし16歳の少女の笑顔は、確かに魅力的だった。タイラーがそれに当てられたからといって、誰だれが責められよう。

　もう一人、人事課面接担当のＲ上等兵へい曹そうの過失は、Ｇ中尉よりもはるかに重い。

　彼はＧ中尉とは違って、実際にタイラーの人となりをその目で見、また彼の入隊を阻はばめる立場にありながらそうしなかったということで、いくら非難されてもされすぎるということはない。実際、その後彼は人事課を解任され、ＶＲ95星の屯とん田でん兵へいという超閑かん職しよくに飛ばされたのだが、まだなまぬるいという意見が圧倒的である。

　それはともかくとして、Ｒ上等兵へい曹そうとジャスティ・ウエキ・タイラーとの面接試験におけるやりとりは、連合宇宙軍における語り草である。

「君が、我が栄光ある宇宙軍に入隊を希望する理由はなにかね？」

　ほとんど白紙解答に近い筆記試験の結果に目を通しながら、Ｒ上等兵曹はタイラーの顔を上うわ目め使いに見た。彼の目の前にいるのは身長１６７センチ、体重53キログラムの、見るからに頼りない青年である。よく言えば愛あい敬きようのある、悪く言えばおよそ軍に志願しようかという人間にはあるまじき緊張感の欠けつ如じよした面長の顔。瘦そう軀くというよりは貧弱そのものといった体格。ガニ股またで、おそらくは扁へん平ぺい足そくであるに違いない両脚。今まで数えきれないほどの若者を面接してきたＲ上等兵曹だが、一目見ただけでこれほど軍人に不向きと、彼を失望させた者も珍しい。

　だが、彼の珍奇なる外見以上に、その常じよう軌きを逸いつした性格は、生きつ粋すいの軍人であるＲ上等兵曹の理解をはるかに超えたものであった。

「志望の理由は」

　何を根こん拠きよにこんなに堂々としていられるのか、頭の固い面接官には想そう像ぞうもできない威い風ふう堂どう々どうたる態度で、タイラー青年は答えた。

「楽がしたいからであります！」

　のちに数々の戦闘でラアルゴン艦隊を震しん撼かんさせたジャスティ・ウエキ・タイラーの、まさしく最初に他人を震撼させた瞬間であった。このときはまだ一人の下士官を驚きよう愕がくさせるにとどまったが、のちに億単位の敵と味方を、文字どおり手玉に取る人物に彼が成長しようとは、Ｒ上等兵曹には看かん破ぱできなかった。

「楽がしたいだって？」

　融ゆう通づうのきかない軍人を絵に描いて50ポンドばかり余分な肉を付けたようなＲ上等兵曹は、軍人そのものといったメンタリティーで訊たずね返した。

「軍隊生活のどこが楽だというのかね？　ああ！」

　しかし二十年間の軍隊生活で身につけた威い厳げんも、タイラーをひるませることはできなかった。むしろ、よくぞ訊きいてくれたという嬉き々きとした表情で、彼はこうのたまわった。

「なんたってそりゃ、食事も制服もすべて支給。アパート代の心配もなし。各種免許の取得も無タ料ダ！　おまけに宇宙戦艦に乗れば敵地につくまでは一日中、冷凍冬眠カプセルで寝ていられるし、椅い子すに座ったまま仕事ができる……そうでしょ？」

　もしもタイラーを軍の広報課にでも配属させて、その台詞せりふとそっくり同じ言葉を勧誘のコピーにでも使えば、だまされて入隊する兵士の数はずっと増えるかも知れない。もっとも、そうして集まった志願者の質までは保証の限りではないだろうが……。

「し、仕事というのは？」

「もちろん、戦争のことです。閣かつ下か」

　閣下と呼ばれて、正直悪い気はしなかったと、Ｒ上等兵曹は後になって述懐している。それが多少なりとも彼の眼鏡めがねを曇らせたことが事実だとすれば、後日開花するタイラーの恐るべきゴマスリの才能の萌ほう芽がを、このエピソードに見ることができる。

「おまけに閣下、退たい役えき後は年金で左団扇うちわの生活。カーッ、こりゃたまりませんよ。ネ！」

　この男は自分が戦争で死ぬかもしれないということを、これっぽっちも考えていないのだと、Ｒ上等兵へい曹そうは思った。そういう意味では、得え難がたい人材と言えるかもしれない。

　今は頼りなくても、大おお化ばけする可能性がないとも言えない。そこで彼は入隊志願者ファイルのチェック欄らんに気まぐれとある種の贔ひい屓き目め的期待（誰だれだって自分が入隊を推薦した兵士が手柄を立てれば、あとになってあいつの才能を最初に見抜いたのは俺おれだと、自慢できる可能性に賭かけてみたくもなるだろう。こうした誘惑はときとして絶ち難い罠わなとなる）とをもって〝将来有望、採用を推おす〟と書き加えた上で判を押したのだが、このほとんど投げやりでいい加減な判断が、結果としてジャスティ・ウエキ・タイラーを世に出した代りに、Ｒ上等兵曹本人の出世の道を絶ったのであった。

　かくして、本人の希望と軍の嘱しよく望ぼうが見事に一致したところで、惑星連合宇宙軍ジャスティ・ウエキ・タイラー二等兵は誕生した。







　ラアルゴン帝国との、度重なる戦闘で優秀な人材を次々と失い、まさに徴兵制を復活させるかどうかという瀬せ戸と際ぎわまで追い込こまれた状況でもなければ、たとえ丙へい種しゆ補欠合格という最低ギリギリのラインではあっても、タイラーの宇宙軍入隊はありえなかったであろう。しかしまた、その一方で、いかに人材不足の宇宙軍といえども、タイラーのような実質的になんの建設的長所もない人間に安心して任せられるほどの、第一線ポストがおいそれと存在するはずもない。それこそ各セクト間でのたらい回しと、責任回避の醜みにくいなすり合いによる紆う余よ曲きよく折せつの末に、彼が配属された最初のポストは、宇宙軍残務処理課年金送付係であった。誰だれもが認め、堂々と口にしてはばからない窓際族のたまり場である。所属しているのはほとんど一度予よ備び役えきになったのを呼び戻もどされたような老齢の士官か、出世コースを最初からはずれたような連中ばかり。この課に新入隊員が配属されるのは、タイラーが実に三十年ぶりという超閑職であった。

　当然、職員（隊員と呼ぶより、そう言ったほうがしっくりくるのである）たちのやる気も限りなく低く、またやる気がなくても務まる、いや、やる気があっては務まらない職場だった。なにしろ軍でありながらその仕事の内容は、闘うという軍本来の目的からは程遠く、せいぜいが戦死者の名簿作成と年金の送付だけ。それすらもコンピューターが勝手にやってくれるので、サボったとしても誰も困らない。気楽な反面、将来の展望もなにひとつありはしない。全部で20人ほどの職員たちは、だから半分近くは終始欠勤。残りの半数もすることがなく、自分で淹いれた茶をすすりながら（この課には女子職員など一人もいなかった）三次元軍人将しよう棋ぎや立りつ体たい碁ごで時間をつぶしたり、何度も繰り返された昔話に花を咲かせては無ぶ聊りようを囲うばかりであった。

　そんなところに、タイラーが来た。

　彼も、そんな連中に同化していれば、人じん畜ちく無害な一生を終わっていたかもしれないが、実のところ、そうなることを目もく論ろんだ宇宙軍人事課の読みは、ものの見事にはずれた。多くの人が誤解することだが、彼は決して単なる怠なまけ者ではない。彼にしかわからない価値感を見いだしさえすれば、それに向かって猪ちよ突とつ猛もう進しんするのである。まったく何の根こん拠きよもないやる気とでも形容したらよいだろうか。このときがまさにそうであった。

　配属初日、彼はどこからか手に入れた時代物の宇宙軍提督の制服を着込み、老人ばかりの仕事場に着くなり、声高にこう叫んだのだ。

「やあ諸君！　ドモドモ。このたびこの部署に配属されたジャスティ・ウエキ・タイラー二等兵と申します。以後ヨロシクお見知り置きを。てなわけで、さあ今日も一日、張り切って仕事をいたしましょう！」

　一事が万事、この調子であった。最初のうちは辟へき易えきしていた残務処理課の老兵たちも、じきに彼を受け容れるに至った。彼を認めることではなく、無視することで……。

　もちろん、そんなことを気にとめるタイラーでもなかったのであるが、この時期の彼のがんばりは特筆に価あたいした。上司のお茶汲くみから掃除まで率そつ先せんして行い、しまいにはけっこう重ちよう宝ほうがられるまでになったのである。なにしろ、老人たちのどんなつまらない昔話にも嫌いやな顔ひとつせず、親身になって付き合ってくれるのだから、これといった取り柄えがなくても、得え難がたい人材には違いない。タイラー自身、老人たちの相手をするうちに、いつの間にか三次元軍人将しよう棋ぎと立りつ体たい碁ごの達人になっていた。

　だが、この時点での彼は、まだ宇宙軍内部においてはほんのときたま「今度残務処理課に面白い奴やつが入ったらしい」とささやかれる程度の存在でしかなかった。ジャスティ・ウエキ・タイラーの名が一躍有名になったのは、彼が入隊してから三か月後、ハナー提督の一件によってである。







　ロベルト・Ｊ・ハナー退たい役えき中将は、かつて銀河辺境における数々の戦いにおいて多くの手柄を欲しいままにした名将であったが、寄る年波には勝てず、また長い間の宇宙暮しで健康を害し、現在は地球で隠いん居きよ生活の身であった。隠居と言えば聞こえはいいが、その実は重度の宇宙線障害からくる手足の痺しびれで、ほとんど寝たきりの生活を強しいられていたのである。

　その軍功と戦歴に比し、惑星連合宇宙軍から給与される年金は微々たるものであったので、彼の退役後の生活は艱かん難なん辛しん苦くをきわめた。一生を軍に捧ささげた多くの職業軍人がそうであるように、ハナー提督は艦隊を指揮させれば右に出る者はいなかったが、実生活においてはその逆であったので、なけなしの退職手当もだまし取られて、雀すずめの涙の年金では自身の入院費すら賄まかなうことができず、病院さえ追い出される始末であった。妻にも先立たれていた彼は、双子の娘とともに、スラムの老朽アパートでただ遅すぎる死を待つだけの存在であった。戦場で死ねなかったことは、彼の一生の禍か根こんであったろう。

　そんなハナーのもとへ、ある日一人の青年がひょっこりと訪れた。誰だれあろうタイラー二等兵であった。転居先不明で戻もどって来た年金を、わざわざ住所を捜さがし当て、届けに来たのである。要はそれくらい、残務処理課年金係のポストは暇だったのであるが、この訪問にハナーはいたく感激した。彼のもとへ人が訪ねて来たのは、借金取りを別にすれば、それこそ十年ぶりのことであった。

　寝たきりでヨイヨイのこの老人が、かつて銀河にその名を馳はせた名将であろうとは、タイラーにはどうしても信じられなかった。しかしもともと人のいいタイラーは、いつも職場でそうしているように、老人の愚ぐ痴ちと想おもい出話を、適当に相づちを打ちながら聞いてやったのである。

「お父とっつぁん、高こう蛋たん白ぱく流動食ができたわよ」

　双子の娘が差し出す流動食を、自由の利きかぬ上半身を起こしてすする様は憐あわれをきわめた。かつて大艦隊を指揮して戦った男の末路だとしたらあまりにも悲ひ惨さんすぎる。

「いつもすまないねえ……」

「それは言わない約束でしょう」

　ユーミ・ハナーと、エィミィ・ハナーという二人の娘は美人であった。殺風景な部屋の中でそれだけが救いであったと言ってもいい。タイラーは見とれているうちに、手にしていたプラスチックの容器を落としてしまった。高こう蛋たん白ぱく流動食がこぼれて、提督の顔をだらだらと流れ落ちた。

　それから、タイラーは二人の娘目当てに、暇を見つけては足あし繁しげくハナー提督のアパートに通うようになった。もともと暇だらけの職場だったので、しまいには入りびたりである。職場や宇宙軍の寮りようにいる時間よりも、ハナーのアパートにいる時間のほうが長いくらいであった。

　惑星連合宇宙軍最高司令長官であるアドリアン・アンダーソン元げん帥すいの自宅に、一通の手紙が届いたのはそれから間もなくのことであった。

　ほとんど判読も出来ないような拙つたない宛あて名な書がきを見た元帥は最初、すんでのところでその手紙をダイレクトメールと一緒に原子分解シュレッダーに放り込こむところであったが、その筆跡になぜか見覚えがあり、差出人を見るとロベルト・Ｊ・ハナーとあった。かつての同どう僚りようである。懐なつかしさに元帥は封を切った。

　口述筆記ワープロも買えないハナーが震える手で書いたのであろう。狂犬病にかかったミミズが焼けた鉄板の上でのたうった跡のような手紙の文字は、辛かろうじて彼の胸中をアンダーソンに伝えた。

　このところ、自分のもとにジャスティ・ウエキ・タイラーなる二等兵が来て、なにかと話相手になってくれる。自分のような老人の話を、飽あきもせず聞いてくれるのだ。人情紙の如ごとき昨今にあって、まことに感心な若者ではないか。聞けば残務処理課の年金係だと言う。今のような人材不足のおり、彼のような優秀な人材をみすみすそのような閑職に就けているのは宇宙軍にとって、いや、人類全体にとっても大きな損失ではないか。自分は切に、タイラー二等兵の栄達と活躍とを、願う者である……と。

　老提督が必死の想おもいで書いたこの手紙が、人情に厚いアンダーソンを感動させないはずがなかった。宇宙軍残務処理課の連中が次の朝、出勤してきたタイラーを見たとき、彼はすでに残務処理課年金係の一兵卒ではなく、少しよう尉いの階級章をつけていた。辞令を見せられてもなお、かつての上官や同僚たちは頑かたくなにそれを信じようとはしなかった。ジャスティ・ウエキ・タイラー少尉はその日付をもってアドリアン・アンダーソンの側近勤務を命じられたのである。







　宇宙軍がタイラーに与えた最初の〝公式〟ニックネームは『茶坊主少尉』というものであり、ほどなくして『提督のおべんちゃら係』というのもそれに加わったが、このふたつはタイラーの人となりを的確に言い当てたという点においてともに甲乙つけ難がたいものであった。決して誹ひ謗ぼう中傷などではない。まさに正せい鵠こくを射たものである。にもかかわらず、多くの（というより彼を知るすべての）人々はタイラーの、もっと重要な本質を見落としていたのだった。

「こともあろうにアンダーソン長官に、それも落ちぶれたりとはいえかつての名将を通して嘆願書を書かせるとは、根回しの天才だな」

　タイラーのことを快く思わない参さん謀ぼう総長のススム・フジ中将など、頭からそう決めつけていた。もちろん、これは買いかぶりである。タイラーにはそこまで画かく策さくする頭も、野心もありはしないのだ。だが、ひとりフジ中将にとどまらず、これはタイラーを敵視する多くの人々に共通する誤解であった。

「さよう。情にもろい司令長官の性格につけこんで、人事を壟ろう断だんするなど言語道断」

　フジ中将が言えば連合宇宙軍の〝参謀三さん羽ば烏がらす〟の一人と言われるアキヒコ・ヒラカワ少将も相づちを打つ。

「あの若僧に少しよう尉いたる資格も適性もありはしませんぞ」

　彼の言葉は、後半に限って言えばまったく正しい。

「とにかくあいつが、これ以上長官の威い光こうをかさに着てのさばってきたらえらいことだぞ」

「そうでしょうか？」

　フジ中将の大時代な台詞せりふに素そ朴ぼくな疑問を口にしたのは、三人の参謀の中でいちばん若い、ケンイチ・サハラ准じゆん将しようであった。

「あの男は確かにゴマスリの天才かも知れませんが、それ以外の能力は皆かい無むです。ほっておいても、どうということはないのでは……？」

　この場合、彼の見解はいちばん正しいと言うべきであったろう。だが、この楽観的すぎる意見はあっさりと無視された。

「サハラ君、その考えは危険だぞ」

　フジ中将の厳格を絵に描いたような眉み間けんに、ますます深い縦たて皺じわが一本刻まれた。

「あの男、一見すると単なる愚物だが、あのヘラヘラした仮面の下に、どのような素顔を隠し持っているとも限らん」

「さよう。単なる愚物であればそれにこしたことはなし。さもなくば我々としても、むざむざ手をこまねいて、獅し子し身中の虫を放し飼いにする愚だけは、犯したくないものですからな」

「まったく」

　ヒラカワ参謀の言葉に、フジ参謀長は大きくうなずいた。







　思おも惑わくがどうであれ、参謀連中のタイラーに対する買いかぶりと事大主義は、結果として藪やぶを突ついて蛇へびを出すことになる。

　その年、宇宙暦６９９８の暮れ、惑星連合艦隊はプロキオン星域において圧倒的多数のラアルゴン艦隊と対たい峙じする。彼ひ我がの戦力差は、戦闘艦艇だけをとってみても、惑星連合が戦艦６、空母４、巡洋艦16、駆く逐ちく艦かん64、護衛艦その他94、合計１８４隻せきに対してラアルゴンは高速戦艦16、空母８、巡洋艦32、駆逐艦１２８、護衛艦その他３２２の合計５０６隻。まともに正面からぶつかれば全滅は必至であった。そうでなくても個々の艦の性能に大きな差があるうえに、連合宇宙軍兵士の士気は最悪もいいところであった。誰だれもがお許しさえ出れば全速で地球に向かって逃げ帰りたい心境であったろう。

　艦隊旗艦『尾お張わり』に座乗したアンダーソン司令長官は、さすがに逃げ出したいような顔は見せなかったものの、動揺の色は隠せなかった。前ぜん哨しよう戦せんのつもりが、予よ想そうをはるかに上回る敵に遭そう遇ぐうしたのである。辛かろうじて惑星連合宇宙軍最高司令長官としての矜きよう持じが、彼をして踏みとどまらせているにすぎない。

「フジ参さん謀ぼう長ちよう。君の意見はどうか？」

　アンダーソンは司令官席の右肩ごしに、わずかに視線を傾けて、経験豊かな参謀総長の意見を仰いだ。気休めという意味合いもなくはない。

「はっ」

　フジ中将は儀礼的に一礼すると、きわめて理にかなった、しかしオリジナリティーのかけらもない模範的解答を述べた。

「まともに戦って勝てる相手ではありません。ここはひとまず退ひくと見せて敵を誘い出し、随時効果的な反撃を加えつつ、敵戦力の浪費を強しいる戦法が有効かと」

　ごく常識的な参謀としては、満点の答えだったろう。しかし地球人類同士の戦いならいざ知らず、相手は名うての戦争上手なラアルゴン帝国である。こんな初歩的な戦法にひっかかってくれるという保証はどこにもない。よしんばひっかかってくれたとして、すぐに作戦を見抜かれ、圧倒的な戦力をもっていいように蹂じゆう躙りんされるのがオチであろう。老練なアンダーソンは、そのへんのところもちゃんとわかっていた。だからこそ絶望的なため息をも、禁じ得なかったのだ。

「ヒラカワ参謀。君は？」

「私も、フジ参謀長の意見を支持いたします」

　決して無能な参謀ではないのだが、ヒラカワの思考回路も軍人としての枠わくを一歩も出るものではない。アンダーソンの期待は、残るサハラ参謀に向けられた。若い参謀は先輩二人のプライドを傷つけないよう気を配りながら、それでもいくらか洗練された意見を述べた。

「基本的にはフジ参謀の意見に賛成ですが、それに加えて機雷を敷ふ設せつしながら後退してはどうでしょうか。いくらかでも時間稼かせぎにはなると思いますが……」

「やはり、それしかないか……」

　アンダーソンは唇くちびるを嚙かんだ。彼の考えもサハラの折せつ衷ちゆう案あんにほぼ近かったのである。もともと司令官が参謀の意見を取り入れて作戦を変更するなどということは皆かい無むに近く、単なる確認であることが多い。だから司令官も参謀もそういう状況に慣れてしまい、いつの間にか独創的な意見など思いつかなくなってしまうのだ。参謀にとってなによりも慎むべきは敵に敗れることではなく、下へ手たに独創的な意見を述べて上官の機き嫌げんを損ねることであり、そういう意味では有能といえどもアンダーソンも例外ではなく、だからこの場合、三人の参謀を責めることは筋違いというものであった。

　しかし問題は、こういう明らかに不利な局面に立たされた場合の作戦なのである。

　決断を下そうとしてアンダーソンはふと、傍かたわらにいる青年の存在を思い出した。溺おぼれる者は藁わらをもつかむと言うが、この藁は気休めにしても細すぎる。それでもその場の硬直した雰ふん囲い気きを和らげるため、なによりもいつものおべんちゃらを期待して、アンダーソンはその若者を顧かえりみたのである。

「タイラー少しよう尉い。君にも意見はあるかね？　あれば忌き憚たんなく言ってみたまえ」

　フジ参さん謀ぼう総長はこれ以上はない苦々しい表情で能無しの若僧を一いち瞥べつした。彼のそばにいたヒラカワ、サハラの両参謀の耳には毒を孕はらんだ舌打ちが聞こえたほどである。

「閣かつ下か、お戯たわむれも度が過ぎるのでは？」

　サハラ参謀がたしなめるように言ったのは、タイラーを妬ねたんでのことではなく、むしろタイラーの身を気き遣づかってのことであった。フジ中将は参謀としてはきわめて有能だが根に持つタイプだ。司令長官の気まぐれとはいえ、タイラーが彼の不ふ興きようを買うのはわかっていて見るに忍びない。だが、そんなサハラ参謀の思おも惑わくを斟しん酌しやくするべくもないタイラーは、自分に向けられた冷ややかな視線をまるで無視して、得意満面で言った。

「いや～、閣下も先見の明がおありだ。よくぞ訊きいてくださった。伊だ達てに宇宙艦隊を指揮していらっしゃるのではございませんなァ！　不ふ肖しようタイラー、そのお言葉を待っておりました」

　顔を潰つぶされたサハラ参謀は絶句し、フジ参謀総長の苦虫はますます苦く渋じゆうに満ちた表情となり、ヒラカワ参謀の端整な眉まゆは吊つり上がった。ひとりアンダーソンのみは目を細めてタイラーのおべんちゃら混じりの進言を、さも面白そうに聞いている。

「閣下、ここは断固戦うべきですぞ。なぁに、敵は幾万ありとても、すべて烏う合ごうの衆です。烏合の衆でないとしても、我が軍には不動の正義があります。加えて司令長官は誰だれあろう銀河に名だたるアンダーソン閣下ではございませんか。負けるはずがございません。ええ、負けるはずがございませんとも！」

『おい！　誰かこの茶坊主を黙らせろ！』

　射殺してもかまわんと、フジ参謀総長はすんでのところで叫びたい衝動にかられた。このままでは艦隊は全滅の憂うき目に遭あうことは、火を見るより明らかだ。だが彼の意に反し、アンダーソン長官の目はますます細まり、お世辞とは知りつつ、だんだんとその気になっていく気配は濃厚であった。

「ラアルゴンなんざぁ、さして恐るるに足りません。なぁに、わざわざ閣下がお手を汚よごしになるまでもなく、このタイラーに駆く逐ちく艦かん１隻せきお貸しいただければ、軽く一いつ蹴しゆうして御ご覧らんにいれますよ」

　アンダーソンの白い眉の下に半ば隠れた鋭い目が、自分の孫ほどの年ねん齢れいの若者を、まじまじと見た。一瞬、彼は部下のお世辞に目を細める上司ではなく、全軍を預かる提督の顔に立ち返っていた。

「やれるのか？」

　彼は真顔で問うた。

「やれますとも！」

　タイラーは自信たっぷりに答えた。

「では、やってもらおう」







　タイラーはその場で少しよう尉いから少佐に三階級特進した。駆逐艦とはいえ艦長として艦を動かすには少佐の階級が手続き上必要だったからである。しかし、いかに提督の御お墨すみ付つきとはいえ、わずか三か月足らずの間に二等兵から少佐にまでスピード昇進を遂とげた者は、連合宇宙軍にはいない。いるはずがない。

　タイラーに与えられたのは、建造されてから実に半世紀を経た老朽駆逐艦『そよかぜ』であった。参さん謀ぼう連中が特に反対もしなかったのは、別にタイラーに期待したからではなくて、体ていよく厄やつ介かい払いができると思ったからに他ほかならない。あの目め障ざわりな餓が鬼きを敵が消してくれるのなら、それにこしたことはない。

　タイラー以下１２８名（気の毒と言えば気の毒なのはこの連中であった）の乗組員を乗せた『そよかぜ』は、ただ１艦、群がるラアルゴン艦隊の只ただ中なかへ向けて前進して行く。後方で固かた唾ずを呑のんで見守る味方艦隊が、なにかあったらいつでも全速力で逃げられるよう準備していたことは言うまでもない。

　自分たちだけが本隊が逃げるための囮おとりにされたのではないかと勘ぐって生きた心地もしない『そよかぜ』の乗組員たちにとって、せめてもの心の拠より処どころは、突然自分たちの艦長に任命された若僧が、いかにも万全の策を持ち、自信たっぷりに見えることだった。幸いなことに彼らは、一見自信あり気に見えるときのタイラーが、往々にして何も考えていないという事実を知らない……。

　だが、彼ら以上に面くらったのは、たった１隻せきの駆逐艦に堂々と前進して来られたラアルゴン艦隊であった。その気になれば一撃で乗員ごと、宇宙の塵ちりにすることも可能な、取るに足らないこの敵に対して、艦隊首脳陣の憶おく測そくは深読みにすぎた。これはなにかの罠わなに違いないと思うのが、戦争のプロとしてはむしろ当然であった。それほどまでに『そよかぜ』は、正面から堂々と、敵艦隊に接近していった。戦艦主砲の射程内に入られても、だから５００余隻のラアルゴン艦隊は、たった１隻の駆逐艦を遠巻きにして、ただ手をこまねいて見つめるだけであった。

「信じられません！」

　本当に想そう像ぞうを絶する展開に、フジ参謀総長は思わずうなった。

「どうして敵艦隊はこんな見えみえの手に、みすみすひっかかってしまうんだ。なぜだ！　なぜ撃うたない？」

「フジ君、君が敵艦隊の司令官だとして、たった１隻の駆逐艦が正面から堂々と、大艦隊に向かって接近して来たとしたら、君は味方に砲火を開かせるかね？」

「い、いえ……」

　はっとした顔で、フジ参謀総長は答えた。

「撃たせません。艦隊に、撃つなと命じます。ですが、こんな……」

「そうだろう。それが軍人というものだよ。なまじ有能であればあるほど、裏になにかあるのではないかと勘ぐってしまう。固定観念の奴ど隷れいだ」

　司令官席で両手を組んで、アンダーソンは満足そうにうなずいた。

「浅せん薄ぱくでした。提督閣下がそこまであの若者の素質を見抜いてのこととは……」

　頭こうべを垂れる参謀長に対して、しかしアンダーソンは、

「いや」

　と、かぶりを振った。

「儂わしだってそこまでは期待していなかったよ。あの男の並みはずれた運に賭かけてみたのだ。しかしどうやらあの男、運だけではないらしい」







『停船セヨ』

　ようやくにしてラアルゴン艦隊の旗艦から停船信号が発せられたとき、すでに『そよかぜ』は、敵陣の懐ふところ深く侵入を果たしていた。

『停船セヨ。シカラズンバ発砲スル』

　かすかな動揺が『そよかぜ』のブリッジを満たした。

「艦長！」

　タイラーよりも10歳も年上の副長ヤスダ大たい尉いが不安気な表情で、つい30分前まで彼より二階級下だった即席の艦長を見た。

　だが若いに似合わずこの艦長は微み塵じんも動揺を見せない。そのほうが部下には心強いことも確かだが、そのためにヤスダ大尉以下ブリッジにいたクルーは全員、タイラーという人物を見誤った。もちろんいい方に──。

「かまうな！　このまま前進を続けろ！」

　あまりにも堂々としたタイラーの態度に、部下たちは反はん駁ばくするどころか、すべてを預ける心境になっていた。この艦長はよほどのやり手に違いないと、誰だれしもが思った。

　てっきり停船するものだとばかり思ったラアルゴン艦隊は、あいも変わらず悠ゆう然ぜんと前進を続ける『そよかぜ』に、愕がく然ぜんとなった。予よ想そうだにしていなかった展開に、反応が遅れた。だからといって警告通りに発砲する訳わけにもいかなかった。撃うてるものならとっくの昔に撃っている。

「撃ってきません！」

　魔法を見せられているような表情で、ヤスダ大尉が叫んだ。

「奇跡だ！」

『そよかぜ』はなんの攻撃も受けることなく、敵艦隊の心臓部に、短剣を突きつけた形となった。

「光子魚雷発射！」

　タイラーが叫んだ。

「目標、正面巨大戦艦！」

　外すほうが難むずかしい距離だった。一瞬にして敵旗艦は機関部に光子魚雷の直撃を受け、爆発四散する。爆発は連れん鎖さ反応的に新たな爆発を生んだ。旗艦を取り巻くように近くにいた戦艦や巡洋艦が次々と誘ゆう爆ばくしたのだ。それは『そよかぜ』のブリッジからは、さながら宇宙空間を彩いろどる花火のようにも見えた。

　一瞬にして命令系統の中ちゆう枢すうを失ったラアルゴン艦隊は大混乱に陥おちいった。この機を逃さず、アンダーソンは命令した。

「全軍突撃開始！」

　すでに敵から逃げるためにいつでも機関を全開にできるよう待機していた連合宇宙軍艦隊は、最大戦速で動いた。ただし敵に背中を向けてではなく、算を乱した敵に向かって……。

　連合宇宙軍にとっては実に十年ぶりの勝ち戦いくさとなったこの戦いは、三倍近い兵力の敵を完かん膚ぷなきまでに打ち破った未み曾ぞ有うの大勝利として、永く宇宙軍の歴史に記されることとなる。もちろん最大の功労者は駆く逐ちく艦かん１隻せきで戦艦７隻、空母２隻、巡洋艦25隻を沈めたジャスティ・ウエキ・タイラー少佐であることは言うまでもない。

　この戦いで勲一等星十字勲くん章しようと中佐の地位を与えられた彼は、凱がい旋せん帰国後、こうのたまわったと記録には残されている。

「どうしてこんなに勝てるんだろう。カ～ッもうヤンナッチャッタ、俺おれ……」














第四章　遺い憾かんに存じます









　惑星連合宇宙軍・銀河外周方面艦隊司令長官、セッシュウ・ミフネ中将は、今年55歳になる生はえ抜きの軍人である。ミフネ家はヤマモト家と並ぶ軍ぐん閥ばつの名家であり、輩はい出しゆつした提督の質、量ともに、この両家は拮きつ抗こうしている。ミフネ自身にも三人の息子がいて、いずれも宇宙軍士官学校を卒業していたが、三人ともにラアルゴン帝国との戦いで名誉の戦死を遂とげ、ひとり彼だけが散り遅れた老ろう醜しゆうの身をデスク・ワークに費ついやしていた。

　そのことを知る彼かれの同どう僚りようたちは、同情をもってミフネを〝銀河外周方面艦隊の乃の木ぎ希まれ典すけ〟と呼び、もっと気楽な部下たちはやっかみ半分に〝連合宇宙軍のフリッツ・フォン・エリック〟などと称していた。いずれにせよ彼にとっては不本意なニックネームであることには変わりなく、老提督の口くち癖ぐせは、なにかあるとすぐに「かくなる上は腹を斬きる！」というものであった。

　しかしジャスティ・ウエキ・タイラーほど数多く、この台詞せりふをミフネに吐かせた部下はいない。

　タイラーとミフネとは、タイラーとアンダーソン長官ほどには反そりが合わなかった。それどころか、およそ考えうる限りにおいてミフネくらい、性格的にタイラーの直属の上司として不適格な人物はいないであろう。彼は軍人と言うよりも根っからのサムライであったし、タイラーのＣ調処世術とは、誰だれが見たって嚙かみ合うはずはないのだ。もっとも、反りが合わないのを苦痛と感じているのはミフネのほうだけで、タイラーのほうはたとえ相手がどんなに自分を毛け嫌ぎらいしても、微み塵じんも臆おくすることはないのであるが……。

　ミフネはタイラーの顔を見ていることそのものが、そもそも耐たえ難がたいほどに不愉快なのであった。その嫌けん悪お感は程度の差こそあれ、アンダーソンを除く連合宇宙軍の将官に共通する感情であるとの意見もあるが、それを考慮してもなお、ミフネの場合は並みはずれていた。嫌悪というより憎ぞう悪おに近く、一種病的でさえあった。一説によれば彼がいちばん目をかけていて、アルデバラン星域で戦死した次男というのがタイラーと同年であったというのがその理由だと、まことしやかに言う者もあったが、とてもそれだけで説明のつくものではなかった。プロキオンの戦いで中佐に昇進したタイラーが彼の下もとへ配属されて来たとき、ミフネがやった最初のことは、タイラーに新型駆く逐ちく艦かん『あさなぎ』を与えて、こう命令することだった。

「銀河辺境のパトロールを命ずる。どこでもいい。できるだけ遠く、可能な限り一日でも長く。とにかく顔を見なくてもすむところへ、だ」

　そんな風であったから、当然ミフネの前でタイラーという名前は禁句であった。どんなに機き嫌げんのよさそうなときでも、うっかりその名を出せば必ず不機嫌になった。その変化の劇的なこと、ある参さん謀ぼう少佐はこう喩たとえている。

「飽ほう和わアンモニアの水溶液にフェノールフタレインを垂らしたように、たちまち真っ赤になるのさ」

　にもかかわらず、ミフネの秘書官は三日とあけずに、タイラーのことを彼に報告しないわけにはいかなかった。彼の華々しい手柄について、それも必ず、想そう像ぞうを絶するような奇行と抱き合わせで……。

　そんなわけで、ミフネの秘書官となった者はいずれも長続きしなかった。能力云うん々ぬんよりも精神的に勤まらないのである。だがミフネが現在のポストに就いてから都合16人目の秘書になるユリコ・スター少しよう尉いは、例外的に長続きしていた。ミフネの秘書を二か月も続けるとは──！

　ユリコ・スターは当年23歳になる。提督秘書官として過不足のない事務能力と、華美に過ぎないふくよかな美び貌ぼうとを備えていた。宇宙軍提督たちの間では冗談まじりに、〝息子の嫁にしたい女ウ性エ士ー官ブナンバーワン〟と〝不倫したい部下ナンバーワン〟の栄誉を独占しており、そういう人気では他者の追つい随ずいを許さない存在である。単に美人という点においては、艦隊通信士官のキョンファ・キム中尉など、あるいは彼かの女じよを上回っているかも知れない。しかし、ときとして男の心を見み透すかしたかのような辛しん辣らつな視線を投げかけてくるキム中尉の鋭角的すぎる容貌とは対照的に、スター少尉の包容力さえ感じさせる母性的な笑顔は、圧倒的に多くの男どもの支持を得ていた。

　その美貌と才能とを、ひとりミフネだけに独占させておくのは、猫に小判だという声もまた圧倒的だった。ミフネには彼女を嫁にすべき息子はすでにいなかったし、不倫をするにはあまりにも彼の性格は武士もののふとしての型にはまりすぎていた。もっともな意見ではあるがしかし、ミフネは彼女の秘書としての才能を必要としており、一方で彼女の美貌を必要とはしていないまでも邪魔にはしていなかった。

　その日も、ユリコ・スターは分厚いファイルの束を抱え、タイトなミニの宇宙軍女性士官用制服におさまりきらないふくよかなボディーラインをすれ違う兵士や士官たちに惜し気もなく誇示しながら、惑星ブルネイの宇宙軍艦隊司令部にあるミフネのオフィスに出仕して来た。彼女にはジャスティ・ウエキ・タイラーに関して上司である提督に報告しなければならない重要事項があり、それを考えるといささか心が重かったのではあるが、しかしその事実はいささかも彼女の優美な動作に翳かげを落としてはいない。彼女の柔やわらかい物腰にはそこはかとない気品が漂い、口く調ちようは無味乾燥な戦死者の人数に関する報告書を読み上げるときでさえ音楽的なまでにリズミカルであり、見る者聞く者に好感を与えずにはおかないのだ。

「おはようございます」

　出勤を告げる彼女の潑はつ剌らつとした言葉に、ミフネは無言のうなずきで応こたえた。この武ぶ骨こつな老提督にしてみれば精一杯のあいそ笑いのつもりか、唇くちびるの端がわずかにめくれ上がりたげな気配を匂におわせている。それさえ、彼女以外の相手には希け有うなことだった。

「閣かつ下か、悪い報しらせです。閣下にとって……」

「タイラーか」

　ミフネは露骨に顔をしかめこそしたものの、目の前にいる有能な秘書を失いたくない一心で、辛かろうじて不ふ機き嫌げんの淵ふちで踏みとどまった。

「今度はなんだ？　星の一個も吹き飛ばしたか」

　ミフネにしては、上出来の部類に入るジョークのつもりだったのだろう。普段冗談を言いつけない人間が無理して笑えないジョークをひねり出すときは、すなわち心のバランスを欲しているときなのである。

　そういう意味ではミフネも、ヤマモトと同じくタイラーの被害者のひとりなのだった。

「Ｒ２２２トリプルツー宙域において、ラアルゴンの高速戦艦１個艦隊、16隻せきを沈めました」

　スター少しよう尉いはタイラーのことに関してミフネに報告するときは、厳然たる客観的事実だけを述べることにしていた。きわめて賢明な処世術であると言えよう。

「やってくれる……」

　ミフネ中将は咄とつ嗟さにそれ以上の言葉が出なかった。

「悪運だけの男が……」

　露骨な嫌けん悪おが、その表情に漂っていた。

「この六か月でタイラー大佐が撃沈、あるいは大破させたラアルゴンの宇宙船は、戦闘艦艇だけで70隻になります。内訳は高速戦艦21、巡洋艦33、宇宙空母６、駆く逐ちく艦かん10……」

「わかっている」

　ミフネはきわめてぶっきらぼうな口く調ちようで、スター少しよう尉いの言葉を遮さえぎった。そして認めたくないながら、こうもつけ加えた。

「沈めた敵の数からいけば、とっくに将官に昇進していてしかるべき戦果だということもな……」

　ミフネは決して狭きよう量りような人間ではない。タイラーの戦果を認めることにも吝やぶさかではなかった。気にいらないのはその内容だ。

『実力ではない。偶発的要素が強すぎる』

　それがミフネがタイラーの昇進を軍の上層部に推薦しない表向きの理由だった。

「だが、一度に戦艦16隻か、今度ばかりは認めないわけにもいくまいな……」

　提督の頭痛の種がまたひとつ増える。

「無ぶ事じに帰還できたら、昇進審査委員会の手続きを取るとしよう。ジャスティ・ウエキ・タイラー准じゆん将しよう……、いや、おそらくは少将の誕生というわけだ」

　苦々しく、ミフネは吐き捨てるように言った。さすがに彼は常識人であったので、こうつけ加えることはためらわれた。

『連合宇宙軍創設以来、史上最悪の提督の誕生だな』と──。

　それにしても、あののうたりんが、自分と一階級しか違わない存在になるのかと思うと、ミフネは戦せん慄りつを禁じ得なかった。それ以上は考えたくない。

『どこか途中で、事故でも起こしてくれんものかな……』

　不ふ謹きん慎しんだとは思いつつも、ミフネは生まれて初めて、純軍事的に敵でない者の死を心から願っていた。

　こんな情けない自分を戦死した息子たちが見たら泣くだろうな。しかし、あの男が一艦隊の指揮を執とるようになれば、それこそ自分のような父親が無限増殖することになりかねない。若いヤマモト中佐ほどにタイラーの絶対的なツキを信じきれないミフネは、心底それを憂うれうのであった。

「閣かつ下か、お顔の色がすぐれませんが……」

　スター少尉が心配そうにのぞき込こむ。

「わかっている……」

　こんなときに笑っていられるほど、ミフネはタフな人間ではない。三人目の息子の訃ふ報ほうを聞いてからというもの、精神的にめっきり弱くなっているのを自分でも感じる。

「すまんがスターくん、儂わしをしばらく一人にしてはくれんかね……」

　出て行くときに彼女がちょっと怪け訝げんそうな顔をしたので、彼はこうつけ加えねばならなかった。

「心配するな。腹は斬きらん」







　秘書室に下がったユリコ・スター少しよう尉いは、ミフネの前では決して見せることのない、一人の若い女性の素顔に立ち返る。彼女の能力と適性をもってしても、ミフネは秘書にとって楽な上司ではなかった。無能などという形容には程遠く、誰だれが見ても公明正大だが、それだけに相手にするのはしんどいのだ。公人としてはむしろ与くみしやすいぶん、職務を離れて個人と個人として付き合うには、あまりにも堅かた物ぶつにすぎる。三人の息子に先立たれてなお、ミフネ夫人は健在だというが、ユリコは同じ女性として、心から彼女に同情を禁じ得ない。

　自分にも厳きびしいだけ、他人にも自分と同じものを要求する。そんなミフネにとって、タイラーのようなチャランポランな部下は度し難がたい馬鹿と映るに違いないのだ。それがわかるだけにユリコは辛つらい。

　もっとも、タイラーが少しもそれを苦にしていないことは救いだった。それどころか、ミフネが強烈に自分を嫌きらっていることすら気づいていないフシがある。むしろユリコの見るところ、苦にしているのはタイラーの副官ヤマモトだった。タイラーと違って容姿にも才能にも恵まれているあの青年には惜しいかな運だけがない。傍わき目めにも気の毒なほどだが、しかし無責任にもユリコは、そんなタイラーとヤマモトの漫才コンビを見るたびに笑ってしまう。ミフネの手前申しわけないとも思うのだが、つまるところそれは彼女が上司よりも、人間としてのバランス感覚に優れている証しよう拠こであった。

　実際、普通の人間ならあの二人を見ていたら笑うしかない。それができないところにミフネの悲劇がある。

　ユリコは彼女の気の毒な上司に飲ませるべく、地球はシズオカ産の熱ねつ湯とう玉ぎよく露ろを淹いれた。彼女の淹れるお茶の美味おいしさには定評があって、それもまた、ミフネが彼女を手放さない理由のひとつなのだった。彼女の手にかかると出がらし番茶が、さながら魔法のように最上級の玉露に早変わりする。まして玉露なら、王おう侯こう貴き族ぞくの気分というやつだ。ミフネの苦悩もこの一杯で、何パーセントかは軽減されることだろう。

「タイラーさんが提督か……」

　ユリコは玉露を俺れながら、そっとつぶやいてみる。

　あの誰の目から見ても欠けつ陥かんだらけの青年には、どこか憎めないところがある。彼に対する非難の声は、それこそ全銀河の星の数にも匹敵するだろうが、少なくともその中に、裏表のある性格という悪口は皆かい無むであった。ユリコは他のどんな欠点も重々承知した上で、ただその一点の美徳のみにおいて、タイラーに好感を抱いている。自分でも、奇妙なことだと思うのだが、その逆のタイプばかりが目立つ軍隊という名の管理組織の中に身を置いて来たせいだろうか、タイラーの竹を割ったような性格と罪のない童顔は、無条件で彼女の母性本能をくすぐるのであった。

　他人の自分に対する誹ひ謗ぼう中傷にはまるっきり無む頓とん着ちやくなタイラーも、好意に対しては敏感に反応する。自分を好いてくれる者に対してはまるきり人間をさらけ出してしまうのだ。タイラーのほうでもユリコ・スターを心憎からず思っていることは疑いない。

　そんな二人のお互いに寄せる密ひそかな好意は、宇宙軍の内部に波紋を呼ばないわけにはいかなかった。よりにもよって人気ナンバーワンの美人秘書官と、宇宙一の無責任男との取り合わせである。この噂うわさを聞いたある者は怒り狂い、ある者は神の采さい配はいを嘆なげいた。しかし、その反応こそ千差万別であれ、一人の例外もなく我が耳を疑ったことは覆おおいようもない事実であった。

「いったいなんでまた、ユリコ姫はタイラー大佐なんかがいいんだろう？」

「アレが上手だとか……」

「まさか、それどころかあっちのほうは短小、包ほう茎けい、早そう漏ろうの三重苦だと聞いたぞ」

「25でまだ童貞という噂うわさもあるしな」

「なに、結局女にとって男は出世するタイプであるにこしたことはないのさ。ユリコ姫といえども例外ではなかったということだ」

「違いない。なにしろアンダーソン司令長官のおぼえめでたいタイラー閣かつ下かだ。将来は艦隊司令はかたいところだしな」

「あーぁ、俺おれも出世と美人で両手に花といきたいよ……」

「ぼやくなぼやくな。所しよ詮せんこの世はタイミングってことさ。コツコツやる奴やつぁ、ゴクローサンってね……」

　ありとあらゆる憶おく測そくが宇宙軍内部を飛び交ったが、正しく真実を言い当てたものは皆かい無むであった。タイラーはあらゆる意味で下げ世せ話わな羨せん望ぼうの対象であり続けたが、正しく彼の持って生まれた類たぐい稀まれなる資質を看かん破ぱした者は、いまだ少数派であったのである。







　その少数派に、不本意ながら与くみすることとなったマコト・ヤマモト中佐にとって、本当の苦難の日々が始まったのは、彼の乗り組む巡洋艦『阿あ蘇そ』が奇跡的にラアルゴン艦隊の虎こ口こうを逃れたまさにその瞬間からであった。

　有能だが典型的な軍人で、思考が軍人としての枠わくを一歩も出ないヤマモトにとって、この凄すさまじいまでの強運の持ち主である上官の足りない部分を補うことこそが、自分に与えられた天命であると信じ込むまでに、さほどの時間は必要としなかった。そして、いざそうなってしまえば、彼は人並みはずれて高いプライドをいささかも傷つけることなしに、自身の軍人としての優れた才能を、彼のために惜しむことなく注そそぎ込むことができるのであった。ドクター・キタグチやキョンファ・キム中ちゆう尉いをはじめとする多くの『阿蘇』クルーは、そんな副長の豹ひよう変へんぶりに少なからず驚いたものの、そのことがもたらすものの意味について正しく把握する程度の能力は等しく持ち合わせていたので、複雑な心境ではあっても文句を言う者はいなかった。

　それにしても、ヤマモトほどの軍人がすべてを捧ささげ尽くすにしては、この上司は張り合いのないこと夥おびただしかった。

「艦長、ここはこうしたほうがより効果的ではないでしょうか？」

　という、ヤマモトが明めい晰せきな頭脳で考え抜いた上での進言はほとんどの場合、

「あっ、そう」

　のひとことでしか報むくわれないのだ。しかし生まれ変わった（と彼自身が言うところの）ヤマモトは、以前の彼からは信じられないほどの忍耐力をもって、タイラーに進言を続けるのであった。

　それは涙ぐましいまでの努力と言えた。







「銀河外周方面艦隊司令部より入電」

　キム中ちゆう尉いの指がコンソールを滑すべると、たちどころにして超空間通信の暗号文が苦もなく解読されてゆく。

『艦長ナラビニ乗組員ノ労ヲネギラウ。惑星めねきすニオイテ２名ノ宇宙軍軍属ト合流、コレヲ接収シタノチぶるねいニ帰還セヨ。貴艦ノ無ぶ事じヲ心ヨリ祈ル』

「やれやれ、これでやっと帰れるな。二か月ぶりに立体映画の新作が見られるぜ」

　思わずそう漏もらしたのは大の映画ファンのカトリ少佐だ。もっとも彼の嗜し好こうはＢ級ニンジャ・ムービーに偏へん重ちようしており、それを知るヤマモトなどは冷笑を禁じ得ない。しかし程度の差こそあれ、誰だれの胸にも安あん堵どの気持ちが充満していることは疑いようもなかった。

　それにしても、よく生きていられたものだと誰もが思った。『阿あ蘇そ』が惑星ブルネイを出港するとき、タイラー以外の乗組員の心には、誇張でなく葬そう送そう行進曲が鳴り響いていたのである。

「軍属２名か？」

　タイラーが、艦長のコンソールに両足を投げ出しながらのんびりとつぶやいた。

「どうせなら、美人がいいなあ……」

「コード解析によれば、一人は少なくとも女性ですよ」

　珍しくも笑顔さえ浮かべて、ヤマモトが答えた。超空間通信で送られた人名コードは、『阿蘇』のメインコンピューターにバンクされている連合宇宙軍の全人員リストと解析照合されて、２名のデータをはじき出す。この方式ならたとえ敵に通信を傍ぼう受じゆされても、それがどんな人物なのか知られる恐れはない。

「ハルミ・ナカガワ伍ご長ちよう。従軍看護婦です。年齢は19歳、惑星ボゾン出身」

「若いな……」

　そうつぶやいたのは、当直でもないのにブリッジにたむろしていたドクター・キタグチである。

「年齢は申し分なしだ。あとは美人かどうかだが……」

　キタグチの義眼が、焦点を求めてブリッジのスクリーンに映し出されたその立体像に向けられた。せわしなく動くレンズのフォーカシング音が、まるでためすすがめつ、彼の新しい助手を物色しているかのようにも見える。

　幸いにして、ハルミ看護婦は、ドクターの審美眼に適かなったようであった。

「85点」

　タイラーの彼女に対する短い、しかし端的な評価は、珍しくもブリッジにいた全員に反論もなく受け容れられた。なるほど、スクリーンの中で少し緊張している立体写真の彼女は、キョンファ・キム中尉やユリコ・スター少尉ほどではないが、余裕をもって美女のカテゴリーに入るものであった。しかも彼女たちより若いぶん、将来において二人を凌しのぐ可能性はじゅうぶんにある。

「これは、帰りが楽しみだ」

　そう言って髪型を手て櫛ぐしで整えたのはカトリ少佐だ。

「もう一人は、どうだ？」

「従軍僧そう侶りよですね。ゲッショウという、メネキス生まれの男です。48歳、中ちゆう尉い待遇……」

「ちえっ、そんなとこか。一人が美人看護婦ならもう一人は従ぼ軍う僧さ侶んときた」

　キム中尉の言葉に、色事師カトリは露骨に舌打ちした。

「なんにしても、いいことと悪いことは抱き合わせだな」

　彼の言葉には、確かに真実が含まれている。

「しかしまあ、一人は確実に美人なんだ。よしとしようではないか」

　キタグチの言葉に、居合わせた男性クルーは一様にうなずいた。ひとりキム中尉だけが、蚊か帳やの外である。

　任務を無ぶ事じ終えての帰還ということで、全員の気持ちの箍たがが緩んでいたことも事実だが、この二人の便乗者が、新たなトラブルをもたらすことになろうとは、誰だれ一人として予よ想そうだにしていなかった。







　惑星メネキスはＲ２７５宙域のはずれに位置する、惑星連合宇宙軍の重要拠点である。ラアルゴン帝国との前線にいちばん近い補給基地として、また帝国の侵しん略りやくに対するこの宙域最後の砦とりでとして、二重の意味で惑星連合の生命線であった。駐留する宇宙軍の将兵ならびに軍属60万人、民間人３５０万人、常時駐留している宇宙軍艦艇３００余隻せきという要衝だ。にもかかわらず、メネキスという名を語るとき、人々の顔に一種の嘲ちよう笑しようにも似た表情が浮かぶのには、相応の理由があった。

　メネキスは直径ならびに質量、惑星としてのタイプ別分類ともに、地球に極めて近い、と言うよりも酷こく似じした、典型的な人類可住惑星である。恒星であるアヴァロンからも遠からず近からず、水も大気もふんだんにあり、惑星改造なしに可住域エクメーネは表面積の35パーセントにも及ぶ。まことにもって、人類の移住にはうってつけな星であった。

　ただひとつ、地球と異なるのは、その大気組成であった。

　ヘリウム79パーセント、酸素20パーセント、水蒸気、二酸化炭素、アルゴン、ネオン、キセノン他ほか微び量りようの希ガスｅｔｃ……、窒ちつ素そはほとんどない。

　地球の大気と比べると、窒素がヘリウムに置き代わった他は、ほとんどその組成に変わりはないとも言える。

　もちろん、この大気の中でも人類はなんら問題なく呼吸できるし、害もない。ただ、支障がないとはお世辞にも言えなかった。

　ヘリウムの音波伝達速度は窒素の倍だ。つまり惑星メネキスの大気圏で発せられた音は、地球大気圏で発せられた同じ音源の音よりもオクターブ高く聞こえる。もっとわかりやすく言えば、メネキスの大気はまるまる、マジックボイスで出来ているのである。

　そのため、メネキスに派は遣けんされた宇宙軍軍人の多くは、長い現地勤務のあげくに音感を破壊されることしばしばであった。地球で大ヒットした最新ナンバーもメネキスへ持って行くと単なるお笑いにしかならない。テープやディスクの回転速度を落として聞くしかないわけだが、逆にメネキスで生まれ育った者には地球の音楽は33回転で聞くシングル盤のように滑こつ稽けいに感じてしまう。

　このサウンドギャップは、第三者の目にはお笑いだが、当事者にはなかなか深刻な問題である。ノイローゼになる将兵、子供の音感教育を理由に赴ふ任にんを拒否する関係者の家族もあとをたたず、そのためにメネキスではわざわざ、高額の輸送費を使って地球から大量の窒ちつ素そを輸入していた。

　そんな惑星であったから、メネキスは惑星連合とラアルゴン帝国の勢力が頻ひん繁ぱんに接触する宙域にありながら、緊迫感とはどことなく無縁な雰ふん囲い気きでいられたのだとも言える。

　もちろん、それが錯さつ覚かくに過ぎないことは明白な事実であった。







「座標確認、転送準備よし！」

『阿あ蘇そ』の航宙士であり、転送機担当技術士官であるグエン・ホー・ミン少しよう尉いは、同艦の士官の中では最年少の21歳だった。士官学校の速成コースを卒業してすぐに『阿蘇』に配属されて来た彼は、ある意味ではヤマモトやミフネ中将以上の堅かた物ぶつであり、柔じゆう軟なんな思考に欠けるきらいがあった。もっともそれだけのことで彼を責めるのは気の毒というものである。グエン少尉は転送機の操作という限定された職務の中ではいっぱしのエキスパートであり、転送機を扱わせれば『阿蘇』クルーの中では他ほかの誰だれにも追従を許さなかったからだ。ヤマモトでさえその一点においては彼の能力と必要性を認め、一いち目もく置いていた。また、グエン本人にもそれなりのプライドがあったことだろう。

「転送します！」

　転送管の内部に電光が走り、今のいままでなにもなかった空間に、ふたつの物体がおぼろげな姿を現す。物体は次し第だいにそのディテールを明確にし、見る間に二人の人間へと実体化してゆく。今ではもう、その性別、年齢までもはっきりと肉眼で識別可能だ。

　一人は宇宙軍看護婦の制服を着た若い女性。そしてもう一人は宇宙軍制服の上から袈け裟さをまとい、頭を丸め、眼鏡めがねをかけた背の高い中年の男性……。

　立体写真で見たハルミ・ナカガワ看護婦と、従軍僧そう侶りよゲッショウに間違いない。

　やがて転送作業は終了し、転送管が開く。わずかな温度差からか、転送管内部の空気が、小さな乱流を作った。

「『阿蘇』へようこそ」

　グエンは新たに『阿蘇』の客人となった二人に向けて、ちょっと気取ったポーズをつけて挨あい拶さつしてみせた。もちろん、ゲッショウよりもハルミのほうをより意識して作ったポーズであることは誰の目にも明白である。相手がゲッショウ一人であれば、堅物の機械屋であるグエンが、そんなポーズを取ったかということさえ、疑わしい。

「いやあ、普通ならエア・ロックから内ない火か艇ていででもお邪魔するところを、わざわざ転送とは、すまんね」

　一緒に転送されたヘリウム大気の影響であろう。最初のうちゲッショウの声は宿酔ふつかよいのドナルド・ダックのようであったが、順次艦内の地球型大気の影響で、その精せい悍かんな顔にふさわしいバリトンとなった。

「いえ、どうぞおかまいなく。最近では転送したほうが早いし安全なのですよ」

　誇らしげに語るグエンの言葉にゲッショウは、やや興きようざめしたかのような口く調ちようで、こう答えた。

「そうですか。しかしいくら安全とはわかっていても、自分の体が一瞬原子単位にまで分解され、何万ビットかの転送コードに置き換えられているかと思うと、やはり妙な気分ですよ」

　いつの時代にも飛行機やエレベーターに対してある種の拒否反応を示す人間というものはいる。ゲッショウの転送機嫌ぎらいも、そんな軽い機械アレルギーの一種であろう。そして、グエンが見た範囲におけるそうした連中の中では、さして重症とも見えなかった。転送機が安全に実用化されたとき、すでに物もの心ごころついていた世代に共通する、絶たち難がたい機械不信にすぎないようである。おそらく転送機の安全性を数字として、誰だれよりもよく認識しているのは、実際に実用化にたずさわった彼らの世代なのだから……。

「それにしても、窒ちつ素そ大気の中で聞く自分の声は、何度聞いても嫌いやなものですね」

「そうですか、私にはとても渋い、魅力的な声に聞こえますが……」

　ヤマモトの言葉はお世辞ではなかった。しかしゲッショウは少なからず不愉快な気分になったようである。むしろ露骨に顔をしかめなかっただけ、僧職にある者の人徳と言うべきか。

「いや、拙せつ僧そうのように物心ついてからずっとメネキスのヘリウム大気の中で育った者には、むしろあの声が自然な声に思えるのですよ。あなた方にしてみれば、笑うしかないのでしょうが……」

「ははぁ。なるほど……」

　ヤマモトは頭を搔かき、誰もその話題についてはそれ以上何も言おうとはしなかった。ゲッショウよりは数段乗組員の興味を惹ひくもうひとりの客人に、その場の全員の関心が移ってしまったせいもある。

　実際に目の前で見るハルミは、立体写真の中で微笑ほほえむよりも、ずっと快活で存在感のある輝きを放っていた。特に興味を示したのはカトリ少佐とグエン少しよう尉いの二人で、われがちに質問の速射砲を、この美しい従軍看護婦に向かって浴びせかけた。その矢や継つぎ早ばやの質問に対するハルミの受け答えもまた、一聴に価あたいするものと言ってよいだろう。少なくともこのボゾン生まれの19歳の少女は、単なる人形ではない。

「おとり込こみ中のところまことにすみませんが……」

　ゲッショウが遠えん慮りよがちに声をかける。

「少し、休んでよろしいかな。なにしろひさかたぶりの恒星間旅行だ。少々疲れてしまった」

「やっ、これは失礼」

　ハルミを中心とした会話の輪を抜け出し、ゲッショウに注意を向けたのは、なんと艦長のタイラーであった。

「ヤマモトくん、僕ぼかぁちょっと、ゲッショウさんを個室に案内して来るよ」

　いつもの軽い調子で言うタイラーに、ヤマモトは意外そうに、

「よろしいんですか？　キム中尉にでも案内させましょうか？」

「いや、いいんだ。僕ぁ昔から、坊さんは大事にすることにしているんだ。誰でも一度はお世話になることだしねぇ……」

「本当によろしいんですね？」

　念を押すヤマモトに、

「くどい！　君はあの美人のほうを頼むよ」

　と言って、そそくさと背中を向けてしまう。

「珍しいこともあるもんだ。あの艦長が、美女より坊主を選ぶとは……」

　カトリ少佐は意外というよりも凶事の前触れといった表情で、タイラーの背中を見送った。希け有うなどという表現では足りず、なにやら不ふ吉きつな予感さえ覚えたからだ。人間、その人らしくふるまうに越したことはない。

「まあ、いいさ。あの陰気臭くさいおっさんを、底抜けに明るい御ご仁じんが引き受けてくれるというんだから、願ってもないことじゃないか。我々は我々で、楽しくやりましょうや」

　グエン少しよう尉いが言うと、カトリもうなずいて、ハルミとの楽しい会話に戻もどっていった。

　若い看護婦のウイットとユーモアに富んだ話術は、それほど巧みで、クルーたちに時間の経たつのを忘れさせるほどだったのだ。







「いやいや。宇宙戦艦の内な部かというのを、初めて見ましたよ。実に立派なものですなぁ……」

　さほど感嘆した様子もなく、お世辞みえミエでゲッショウが言うのを、これまた気のない調子の（もっとも彼の場合は、今日に限ってのことではないが）タイラーが、ふふんと聞き流す。二人の足は、通路に面した一室の前で止まった。ブルネイに帰港するまでの間、ゲッショウにあてがわれた士官用の個室であった。

「それではド～ゾごゆっくり。気が向いたらいつでも呼んでください。三次元将しよう棋ぎのお相手くらいはしますよ。もっとも、ゲッショウさんは見たところ、小官などよりずっと強そうだ」

　従軍僧そう侶りよ相手にまで、さりげなくゴマをするタイラーにゲッショウは苦笑して、

「いえいえ、聞き及んだところによればタイラー大佐の将棋の腕前は、達人の域。とても愚僧などのかなうところではありますまい」

　もちろんこれは社交辞令なのだが、例によって額面通りに受け取るタイラー。

「ほう、小官の名は、それほど有名ですか」

　思わず顔をほころばせる。なんとも邪気のない表情に、ゲッショウは思わず拍ひよう子し抜けがした。

『本当にこの男が……』

　無理もない話だが、タイラーの噂うわさをさんざんに聞かされてきたゲッショウにとって、目の前にいる小男が、その噂の主とはどうしても思えなかったのだ。僧職にあるだけあって、ゲッショウには多少なりとも人を見る目に自信があった。しかし彼の目をもってしても、タイラーの常人に比べて優れた点は、いささかも見いだし得なかったのだ。

『単なるバカじゃないのか？　こいつ……』

　だから仏に仕える身にもあるまじく、ゲッショウがそう思ったとして、誰だれが彼を責められよう。

　タイラーの特異な才能は、本人の人格、外見とはまったく無関係なところに起因する。そのことに気がつかないばかりに、彼を過小評価し、ついに身を滅ぼした者は敵味方を問わず、数知れない。さしあたってゲッショウも、その仲間入りをする資格はあった。

　だがこの時点で、ゲッショウは『阿あ蘇そ』の客分となるにあたって、密ひそかに自分に与えられた任務の成じよう就じゆを、確信するに至ったのである。

『我が事、成れり！』

　相手が宇宙軍の出しゆつ世せ頭がしらだけに、杞き憂ゆうしていた任務遂行の困難さが、タイラー本人の人となりを見た瞬間に氷解してしまったゲッショウであった。それでも、彼の油断を責めるのは酷こくというものであろう。

　なまじ自分が有能な工作員エージエントであるだけに、ゲッショウにはタイラーの本当の恐ろしさを理解することができなかったのである。

『楽勝だな……』

　そんなこととはつゆ知らず、個室のドアをロックした破壊工作員ゲッショウの瞳ひとみが、妖あやしい光を放った。














第五章　あんた誰だれ？









　最前線にほど近い、惑星メネキスを望む宙域に、一隻せきのラアルゴン戦艦が息を殺したように雌し伏ふくしていた。

　その艦ふね、高速戦艦ドローメの艦長はまだ若い帝国軍人で、ラアルゴン人特有の、野趣に溢あふれた毛深い顔立ちを除けば、地球でもなかなかの美男子として通用するであろう。しかし眉び目もく秀しゆう麗れいなその外見とは裏腹に、彼かれ、ル・バラバ・ドム艦長は、両手に余る数の惑星連合宇宙軍戦艦を沈め、万単位ではきかないほどの地球人を殺してきた。ある意味で、彼はラアルゴン帝国における撃エ沈ー王スとして連合宇宙軍のタイラーと並び称せられる存在であって、下げ世せ話わな言い方をすればライバルとさえ言ってよいかも知れない。もちろん、軍人としてどちらが優秀かは、比較にならないレベルでル・バラバ・ドムに軍配が上がる。

　ドローメのブリッジでドムはいま、かなりの不ふ機き嫌げんであった。もともと暴君タイプではないにせよ、部下に優しいとはお世辞にも言えない男なのだが、今日は特別であった。彼の射撃と剣の腕は若くして達人の域に達しており、仲間内の決闘でも、それこそ数限りない相手を墓場に送ってきた。神がかり的な強さと、ときとして理り不ふ尽じんなまでに短気な彼の性格は部下たちの間にも浸しん透とうしており、特に３トロバロスラアルゴン月の間に７人の副官が彼の怒りのとばっちりを受けて野戦病院と軍人墓地に送られた話はもはや伝説となっていた。

　そのため、ドムの逆げき鱗りんに触れることを恐れた部下たちは、誰ひとりとして彼の傍そばに近寄ろうとはしないのだ。ラアルゴン軍人に臆おく病びようという表現はまったく当てはまらないのだが、それは戦場で斃たおれるを潔いさぎよしとした上でのこと、怒りに狂った上官の不ふ興きようを買って不名誉な死を遂げるなど、できれば避けたいことであったろう。

　自分以外に誰もいないブリッジで、ル・バラバ・ドムは艦長席に斜めに腰掛け、バシュトール産の砂ライオンに生肉を与えながら、燃えるようなクリムゾンの瞳ひとみで通信スクリーンを見やった。きっかり２ストラムラアルゴン分後に本国から通信が入るはずであり、その相手はおよそ宇宙で彼がいちばん毛け嫌ぎらいしている人間である。そのことを彼の部下は知っており、さりげなく公用や私用を口こう実じつにして、ブリッジを総員退去したのは賢明であった。その手て際ぎわの見事さも褒ほめられてよい。

　やがてスクリーンに超空間通信を告げるコールサインに続いて、立体画像が写し出される。18光年の距離のせいでノイズだらけだが、それでもおぼろげな輪りん郭かくから、他ほかに見間違えようのないその人物の特徴ははっきりとわかる。ラアルゴン人には珍しい、毛の薄い、肉づきの悪い、頰ほおのこけた顔立ち。徹底した無表情。緑ろく青しようのような顔色と薄い唇くちびる。それでいて鋭い眼光。ラアルゴン帝国宰さい相しようにして帝国統一教会大僧正、ナク・ラ・ワング以外の何者でもない。

「宰相閣かつ下かにして大僧正猊げい下かには御ご機き嫌げん麗うるわしゅう。大ラアルゴン帝国宇宙艦隊第27銀河辺境方面軍、第66特派分ぶん遣けん艦隊所属、高速戦艦ドローメ艦長、ル・バラバ・ドムにてございます」

　ドムは若じやく輩はいながら、帝国軍人の艦長の地位にある者らしく、いちおうの型通りの挨あい拶さつをしてみせた。ただし、それはあくまでも帝国軍人としての彼自身の矜きよう持じがそうさせるのであって、宰相に対する敬意からでも、大僧正に対する畏い怖ふからでもない。たとえ相手が皇こう帝ていの側近であり、いまや飛ぶ鳥を落とす勢いのナク・ラ・ワングといえども、気に入らない相手に頭を下げるなど、性格的にできないドムであった。したがってその外見だけはうやうやしい挨あい拶さつは、帝国に代々伝わる有ゆう職そく故こ実じつに定められた形式の域を、一歩も出るものではない。

　それに対し彼が自分を嫌きらうのと同じくらいにドムを嫌っている帝国宰相は、ただスクリーンの中で大おお仰ぎようにうなずいてみせただけであった。

「破壊工作員バラゴム、ならびにロッサ型アンドロイドは、当初の計画通り、無ぶ事じに敵艦内に侵入を果たしてございます」

「フム……」

　ワングの白い眉まゆが微かに動いた。

「ドム艦長。それほどまでにそのタイラーとかいう地球人の乗るアソとかいう船は、刮かつ目もくに価するのか？　わざわざ虎とらの子の工作員を送り込こんでまで斃たおす価値のある漢おとこなのか？」

「御ぎよ意い」

　めっそうもないという顔で、ドムはスクリーンを一いち瞥べつした。それは武人を軽んじる帝国宰相に対する無言の抗議であった。

「そうかのう。密ひそかに地球軍上層部に送り込んだ密みつ偵ていの情報によれば、ツキだけの無能な軍人という評価が支配的だが……」

「かも知れません」

　ドムは必要以上にワングを刺激しないよう注意深く、それでも頑がん強きように抵抗した。

「しかしながら猊げい下か、あの勇猛をもって聞こえたユッター・ド・ロナワー提督までが、まるで赤子の手をひねるように苦もなくやられた相手です。猫のふりをした虎ということもじゅうぶんに考えられるのではないでしょうか」

「貴官はそう考えるわけだな。ドム艦長」

　意地悪く、ワングは目を細めた。

「敵味方と立場こそ違え、真の勇者は勇者を知るというわけだ」

　痛烈な揶や揄ゆであった。

「宰相閣下もお人が悪い……」

　臆おくすることなく、毅き然ぜんとして相手を睨にらみつけ、ドムは言った。

「あやつめが虎か猫かは、この私めが証明して御ご覧らんにいれましょうぞ」

「貴官が虎か猫かもな」

　それがワングの最後の通信だった。直後、ドムの荒れようは部下が懸け念ねんした最悪の事態さえはるかに凌りよう駕がした。

「奸かん物ぶつめが！」

　激げつ昂こうした艦長は、ペットの、いや、さっきまでペットだったバシュトール産砂ライオンの首を、力まかせに絞めつけていた。想そう像ぞうを絶する膂りよ力りよくを込めた指の間で、ポキポキという不ぶ気き味みな音がしたかと思うと、この獰どう猛もうな肉食獣プレデターが抵抗もできず、あっけなく白眼をむいて絶命した。

「俺おれ様さまが猫だと！　貴様こそ皇帝陛下の威いを借る狐きつねではないか。おのれ！　その舌の礼は、いつか必ずこの腕で返してくれようぞ！」

　叫ぶなり、ぐたっとなった砂ライオンを、スクリーンに向かって投げつける。瞬間、猛烈な火花が散った。

　ドローメの通信装置は、優秀な修理班が半日がかりでも使用不能な事態に陥おちいった。しかしまあ、一人の部下も殺さずにすんだだけ、よしとせねばなるまい。

　狂気にも似た怒りの発ほつ作さのあとに必ず襲ってくるけだるい脱力感のなかで、ル・バラバ・ドムはしみじみとそう思った。







「また病人か」

　医務室に運び込まれて来る患かん者じやの顔を見るなり、うんざりした表情でキタグチはぼやいた。

「おやおや、これはカトリ少佐。おめでとう。君はきっかり、30人目の患者だ」

「あまり、おめでたくもなさそうですな」

　青い顔で精一杯の虚勢を張りつつ、カトリは言った。

「下げ痢りが止まらん」

「君も同じ症状か。ところでブリッジの操そう舵だは、誰だれが担当している？」

「サダ二等兵だ」

「おやおや、彼はまだ研修期間中のはずだが……」

「ほかにいないのだ。艦長に舵かじを預けるよりはましだろう」

「確かに……」

　キタグチは大きくうなずいた。しかしそのサダ二等兵も30分後には、同じ症状で冬眠ドック入りを余儀なくされる羽目になる。

　あたかも操舵班ばかり、狙ねらい撃ちにしたかのような発病であった。

『ドクター、病状はどうだ？』

「よくないね」

　ブリッジからのヤマモトの通信に、キタグチはあえて深刻な表情を隠そうともしなかった。

「最悪といっても、いいんじゃないか。激しい下痢、腹痛、脱水症状……。彼らの症状はまったく判で押したようだ。死にこそしないがおよそ戦闘のできる状態じゃない。しかも悪いことに患者はまだまだ増える可能性がある」

『病名は？　わかるか？』

「ああ、わかった。しかし笑うなよ、副長」

『笑いたくても笑えない』

　ヤマモトは彼らしく、思いつめた表情で言った。

『ザラモン熱か、キール吸血虫症候群か？　なにがきても驚かんぞ』

「赤せき痢りだ」

『赤痢？』

　ヤマモトはぽかんと口を開けた。

『あの、六世紀も前に撲ぼく滅めつされた……』

「はずのな。ああ、また患者が来た」

　キタグチは慣れたしぐさで新たな患者に止し瀉しや薬やくを投与しながら言った。

「もっとも、私の個人ファイルの中にある古い古いデータだから確信はない。赤痢とよく似た症状の、まったく新しい伝染病かもしれん。しかしもし赤痢だとしたら、対処のしようがない」

『なぜ？』

「六世紀も前に撲ぼく滅めつしたはずの病気だ。治療法も失われている」

　喜劇のような深刻さで、キタグチは言った。

「ゆえに対症療法しかできん。本艦にはありとあらゆる星域の、ありとあらゆる伝染病に対するワクチンが完備されているが、とうの昔に地上から駆く逐ちくされたはずの病気に対する防ぼう疫えき手段は皆かい無むだ」

『病気のことはこの際、しばらく考えないことにしましょう』

　ヤマモトは頭を押さえながら言った。こんな台詞せりふを彼が吐くのも、だいぶタイラー流の考えに染まってきた証しよう拠こだろう。

「私もそう思う」

『問題は、現在作戦行動可能な乗組員の数です』

「そうかな？　なにか忘れとりゃせんか」

　首をかしげ、キタグチは言う。

「この赤せき痢り騒さわぎ、なにか作さく為い的なものを感じるぞ」

『ですからそれはもちろん……』

　だがヤマモトは、言いかけた言葉を途中で呑のみ込こむしかなかった。ブリッジと医務室とを結ぶ二人のホットラインに、いきなり横からタイラーが割り込んできたからである。

『楽しそうな話だね。キミたち』

　水を差す結果になったことは事実だが、緊迫感がだいぶ救われたこともまた事実であった。

「艦長は御ご無ぶ事じで？」

　いっそのこと赤痢にでもかかって欲しい口ぶりを、キタグチがにおわせた。

『僕は体の出来が、キミたちとは違うらしい』

　妙に説得力のあるタイラーの言葉に、ヤマモトはうなずきながら、

『艦長は気づかれましたか？』

　彼に自分の考えを打ち明けるのは勇気のいることだった。

『下痢騒動の原因かね？　おおかた食いすぎだろう。昨夜ゆうべはみんな、ハルミちゃんの歓迎パーティでドンチャン騒ぎだったじゃないか。特に操そう舵だ班の連中はね』

『さすがは艦長。お見事な推理です』

『そうかね。ハハ……』

　タイラーの大ボケは、むしろヤマモトには好都合だった。さすがに彼はゲッショウが怪しいと早くも目星をつけてはいたのであるが、今少し、その疑惑を伏せておきたかったのである。その気持ちを、キタグチも察して、

「困ったことだ。この艦ふねの治療設備では、あと５人も患かん者じやが出れば、冬眠ドックも集中治療ベッドもパンクしてしまう。忙しくなりそうだからこのへんにするよ」

　と、あたりさわりのないことを言って、通信を閉じた。

「転送室でも、グエン少しよう尉いが倒れたよ」

　およそ緊迫感のない口ぶりで、タイラーが言った。

「なあ副長。そろそろ自分に操舵をやらせてくれてもいいだろう？」

　父親にオモチャをせがむ、子供の口く調ちようだった。

「いいえ。自分ができますから……。艦長は指揮官としての、御自身の責務をお果たしください」

　さすがにヤマモトはきっぱりとした口調で彼を舵だ輪りんの傍そばから遠ざけ、これ以上の事態の悪化を避けた。

「ソーラーディンギーの操縦なら、やったことがあるんだ。大学時代の友人だったカヤマというのが、大だい富ふ豪ごうのドラ息子でね……」

「宇宙ヨットと巡洋艦とを、一緒にしないでください！」

　ヤマモトは一いつ喝かつし、あとはもうタイラーの言葉にも耳を貸そうとはしなかった。

「ちぇっ！」

　つまらなそうに遠ざかる背中に、彼はまだ未練を残している。







「ハルミくん」

「はい、先生」

　スカート丈たけの無意味に短い、連合宇宙軍の看護婦制服に身を包むと、ハルミはまるで別世界の住人のようだった。軽やかに身を翻ひるがえすその様は、うんうんと唸うなる50人の赤せき痢り患かん者じやが悶もだえる病室の中では、完かん璧ぺきに浮いている。それでも、この助手は文字通り猫の手も借りたいキタグチにとって、まったく非の打ちどころのない優秀な右腕と言ってよかった。

「君が乗り込こんでくれていて助かったよ。まったく不幸中の幸いだ」

「いやですわ先生。私はただ、従軍看護婦として当然のことをしているだけですもの」

　それに対する答え方も、いちいち模範解答である。

「高ビタミン剤を各人に５ミリグラムずつ、投与してくれないか。とても口から食べられる状態ではないから、無針注射器で静じよう脈みやく注射だ。そうでもせんと全員、まいってしまうぞ」

「わかりました」

　ハルミはてきぱきとした動作で、無針注射器を取り上げた。

　ふと、そのスカートの裾すそを、誰だれかがつかんだ。脱水症状の目立つ憔しよう悴すいしきった顔。グエン少しよう尉いだった。

「まあ、おいたね。じっとしていなきゃダメよ」

　ハルミは笑って、グエンを見た。口もとが微かに動く。グエンにとっては必死の努力で、なにかを言いたいらしい。もし彼が喋しやべれたら、大声でこう叫んだことだろう。

『貴様が、貴様が食事に赤痢菌を……！』

「寝てなさい」

　ハルミはにっこり微笑ほほえむと、グエンの首筋に手をやり、軽い電撃ショックを見舞った。グエンはぐたっとなり、それきり意識を失った。

「どうかしたかね？」

　振り向いてキタグチが訊きいた。

「なんでもありません。熱にうなされていたらしくて、ビタミンを投与したら落ち着いたんでしょう、眠りましたわ」

「そうか。もし暴れるような患者がいたら、鎮静剤を使ってもかまわんよ」

「はい、先生」

　それには及びませんわという言葉を、ハルミは口の中でつぶやいた。

　彼女には50人の患者に、注射をするという大仕事が残っている。高ビタミン剤ではなく、致死性の猛毒を……。







「精が出ますな」

　背後に人の気配を感じ、ヤマモトが振り向くよりも一瞬早く、ゲッショウは声をかけていた。

「慣れぬ仕事で、大変でしょう」

「そうでもありませんよ。士官学校の基礎課程で、ひととおり全部やらされましたからね」

　ヤマモトは淡々として言った。その間にも座標羅ら針しん盤ばんからは目を離してはいない。

「連合宇宙軍があなたのような優秀な人ばかりなら、ラアルゴンも銀河征服などと、ふざけたたわごとは言っていられなかったでしょうに」

「そうですかな」

　眉まゆひとつ動かさずに、ヤマモトはゲッショウの歯の浮くようなお世辞を、たわごととして聞き流した。

「まがりなりにも士官学校を卒業した人間なら、誰だれでもこのくらいはやるでしょうよ」

「ほほう……」

　ゲッショウは面白そうにうなずくと、ブリッジの外に見えるまばらな星空を見やった。

「どうやら副長殿は艦長に、だいぶ御不満がおありのようだ」

　言葉尻じりをとらえたにしても、解釈が行きすぎである。

「どういう意味ですかな？」

「あなたが艦長なら私の仕事も、もう少しやりにくかっただろうということですよ」

「なるほど」

　ヤマモトはうなずいた。

「こうも早く、自分からしっぽを出してくれるとは」

　振り向いたその手には、宇宙軍制式拳けん銃じゆう、94式光線銃レイガンが握られている。

「いちおう言っておいたほうがフェアでしょうね。私は士官学校の科目では、射撃がいちばん得意でした」

「撃うちなさい」

　顔色ひとつ変えず、ゲッショウは言った。

「どのみちこの艦ふねはもう、おしまいだ」

「赤せき痢り菌きんとは、やり方にセンスがない」

　ゲッショウの心臓にピタリと狙ねらいをつけつつ、ヤマモトは皮肉っぽく笑ってみせた。余裕である。

「同じ伝染病でも自分なら、もう少しスマートな病気にしておいたでしょうな」

「いやいや、これでどうして赤痢とはうまい選択なのですよ。戦闘員を無力化するのに、これ以上適した病気はありますまい。しかも地球にはもう、この病気の特効薬はないと聞いた。しかしね、副長。地球生まれのエリートであるあなたにはわからんだろうが、辺境の惑星には、まだまだ貧困と一緒に、数多くの風土病もまた、克服されずに残っているものでね」

「メネキスがそうだと」

「さよう。何もしてくれない地球の連中は、メネキスの抱える問題はヘリウム大気だけだと思っている。それに比べたらラアルゴンは親切だ。いまでは軍人も含めて、メネキスに住む地球人の半分は、ラアルゴンの信奉者ですよ」

「なるほど、それでわかった。最前線基地にしては、メネキスで大きな戦闘がなかったわけが……」

「ラアルゴンの専売特許は戦闘だけかと思っておいでのようだが、どっこい彼らは懐かい柔じゆう策さくもうまい」

　ゲッショウは皮肉っぽく笑ってから両手を大きく広げた。僧衣に包まれた異い形ぎようの男は、さながら翼つばさを開いた怪鳥のようにも見えた。

「なるほどついでにもうひとつ。連合宇宙軍の上層部にも、我々の同志はいるぞ！」

　ヤマモトの構えた銃つつ先さきから、白熱した閃せん光こうがほとばしった。しかしその光の矢はゲッショウの心臓を貫つらぬく前に、むなしく四散する。

「この袈け裟さは特別あつらえでね。ビーム攪かく乱らんのための強力な磁場を形成してくれるのですよ。おまけに磁気のおかげで血行もよくなって、一石二鳥だ」

　ゲッショウの唇くちびるが一瞬すぼまったかと見えたとたんに、彼の口から青白いきらめきが飛んだ。反射的に目をかばったヤマモトのレイガンの銃じゆう把はには、銀色に輝く針が三本、突き刺さっている。

「含み針とはまた大時代な」

　咄とつ嗟さの機転でコンソールボックスの反対側へ飛び込こんだヤマモトは、それでもまだ余裕を見せて言った。

「ラアルゴンも武器までは、提供してくれないのか？」

「あなたは優秀な軍人だが、古いものはなんでも役立たずと決めつけてかかる悪あく癖へきがある。命拾いをしたと知るべきだ。なぜなら今の針には、メネキス産沼サソリの猛毒が塗ってあったのだからな」

「そんな物ぶつ騒そうなものを、よく口に含んでいられるものだ」

「２歳のときに砂サソリに嚙かまれて、九死に一生を得て以来、拙僧はこの毒には免めん疫えきでしてな……」

　次なる必殺の一撃を含みながら、ゲッショウは仮にも僧職にあるまじき笑いを浮かべた。

「おまけに武器チェックにもひっかからない。その気になれば、大統領でも暗殺してみせる」

　ゲッショウの豪ごう語ごはハッタリではない。レイガンが通じず、かすっても命取りの猛毒が相手では、ヤマモトもようやく我が身の不利を悟って内心ぞっとしないわけにはいかなかった。

「副長、今回の私の仕事は、実に拍ひよう子し抜けだった」

　コンソールのほうへゆっくりと回り込みながら、ゲッショウは憐あわれむような口く調ちようで言った。レイガンが通じなければ人間、いくらでも大胆になれる。

「だからせめて、こういうことでもして楽しませてもらわなければね」

「生なま臭ぐさ坊主が……」

「なんとでも言え。へらず口もあと三秒かそこらだ」

　ゲッショウはうずくまるヤマモトと対たい峙じした。焦あせる必要は微み塵じんもなかった。ゆっくりとヤマモトの目に狙ねらいを定めると、必殺の針を含んだ唇くちびるをすぼめた。







　同じ頃ころ、医務室でももうひとつの惨さん劇げきが起ころうとしていた。

　その端緒きつかけとなったのは、コジロー・サカイ中ちゆう尉いである。『阿あ蘇そ』きっての真ま面じ目め人間としてヤマモトも一いち目もく置く堅かた物ぶつのサカイ中尉は、パイロットには珍しく、寡か黙もくな求道主義者として通っており、その方面での撃げき墜つい王おうの多い戦闘機乗りの中にあっては、ひたすら異彩を放っていた。なにしろ暇な時間にも滅めつ多たに愛機のコックピットを離れることがなく、肌はだ身み離さずひもとく本が吉川英治の『宮みや本もと武む蔵さし』とくれば、その人となりも想そう像ぞうされよう。

　その日も彼は、いつもと変わりない様子で、フラリと医務室に現れた。彼の右足は空戦で失われて以来精巧な義足であり、航行中は週に一度、キタグチに調子を見てもらうことを常としていた。彼が愛機『蜃しん竜りゆう』のコックピットを10メートル以上離れるのは、その定期検診のときぐらいであろう。

「御ご免めん」

　いつもの調子で野武士よろしく医務室に現れたサカイ中尉は、先客の多さに一瞬目をむいた。医務室は赤せき痢り騒ぎで満杯である。

「なにかあったのですか？」

　そういう男であった。

「ああ、サカイくんか」

　てんてこ舞いしながら、キタグチは言った。

「御覧の通りでな。今、手が離せんのだ。悪いがまたにしてくれんかな。君の義足も、私の義眼と同じで、そう簡単に調子が悪くなることはないだろうからな」

「はあ……」

　まるきり事態がのみこめないといった顔で、サカイは医務室の中を見回した。いつもは不必要にだだっ広い部屋だと思っていたが、こういうことになってみるといかにも手て狭ぜまに感じる。なるほど、設計者の考えることには無む駄だがないと、サカイは妙なところで納なつ得とくしたが、おや、と思って目を止めた。

「先生、新しい助手を雇われたのですか？」

「なんだ、知らんのか。看護婦のハルミくんじゃないか。あれだけ話題になっただろうに……」

「はあ。なにぶんにも緊急発進スクランブルに備えて、ずっと格納庫で寝起きしていたものですから」

　そういう男であった。

　いつものことなのでキタグチはあきれつつも、笑っている。

「よろしく」

　ハルミが笑いながら、白い手を差し伸べた。

　サカイは一瞬、露骨に顔をしかめた。たった一機で敵の大編隊に遭そう遇ぐうしようとも微み塵じんも恐怖を見せることのない、この命知らずの天才パイロットは、実は大の対人恐怖症なのだった。特に女性は大の苦手ときている。キム中尉などとは、廊ろう下かですれ違っただけで赤面し、心臓が動どう悸きを覚えるという体ていたらくであった。彼がキタグチをはじめとする限られた人としか口をきかず、常に愛機のコックピットで寝起きしているのも、そういう訳なのであった。

「ははは、ハルミくん。中尉は大の照れ屋なんだ。なぁに、いつものことだから、気にせんでやってくれたまえ」

　笑いながら、自分の仕事に戻もどろうとしたキタグチだったが、不意にレイガンの発射音と、魂たま消げるような女の悲鳴とに、ぎょっとなって振り向いた。

　信じられない光景を、彼はそこに見た。銃じゆうを構えたサカイ中ちゆう尉いと床に倒れたハルミの体。四散した頭部の名な残ごりに混じって、黒い髪と白いナースキャップが見える。

「なんてことを！　気でも狂ったか」

　キタグチは我を忘れて絶叫したが、その先がいかにも彼らしかった。

「そうでなくても人手が足りんときに……」

「この女が……」

　動揺どころかきわめて落ち着いた口く調ちようで、サカイは説明した。銃を抜けばさすがに軍人である。いや、そういう問題ではないのだ。

「この女が患かん者じやに、毒を注射しようとしたのです」

「高ビタミン剤だ！」

　キタグチはサカイの胸ぐらをつかんだ。

「いえ、確かに毒です。自分はパイロット用のサバイバルキットを何度も使いましたから、高ビタミン剤と自決用青酸カリのアンプルを見間違う道理がありません」

　戦闘機は射出座席の後ろに、サバイバルキットを積んでいる。撃げき墜ついされたときのためだが、その中には非常食や医薬品に混じって、無針注射器と各種のアンプルが入っている。サカイ中尉に限ってはそんな心配もないのだが、どうもパイロットの中には緊張からか、平時から注射器を弄もてあそぶ者が多く、痛み止め用のモルヒネで中毒になるパイロットも少なくない。

　他ほかならぬ超真ま面じ目め人間サカイ中尉の言葉なので、キタグチも気を取り直してハルミの手に握られていた無針注射器を調べてみた。

「なるほど、青酸カリだ……」

　まだ誰だれにも注射していなかったのは、幸いと言うべきか。

「それにしたって、射殺することはないだろう。こんな……、もったいない……」

「つい、訓練された通りに体が動いてしまいました。申し訳ありません」

　さっきまでの赤面していたシャイな青年とは、まるきりの別人である。

「これは、報告書が面倒だぞ。少なくともこの艦ふねの中に君の味方は……」

　皆かい無むだと言いかけたキタグチの背後で、きしるような物音がした。まるで錆びたエキスパンダーを、無理に引き伸ばそうとするような、耳みみ障ざわりな音だ。

「ドクター！　うしろ！」

　首無し死体が立ち上がったのだ。かつて美人看護婦だった物体は、なまじそのぶんだけおぞましいゾンビと化していた。振り向いたキタグチは、兵士たちには評判のいいミニスカートの制服も、首のない女には似合わないことを発見した。

　サカイは心臓を狙ねらって発砲したが、すでに死んでいる者を殺すことはこの撃墜王にも不可能だった。死体はちょっとよろけただけで、緩慢な前進をやめない。気の弱い者なら卒倒しかねない凄せい惨さんな光景だった。

　自分の首を吹き飛ばした者を呪のろうかのようなその指先が、腰を抜かしたままのキタグチの首筋に届くかに見えたその刹せつ那な、彼の顔面が雷を発したようにサカイには見えた。胴体に直径20センチの風穴を開けられた死体は、ベッドに叩たたきつけられ、そのままずるずると崩れ落ちて動かなくなった。そのベッドに寝ていたのはグエンだったが、意識を失っていたのは彼にとって幸福だった。目をさましていれば、おせじにも強心臓とは言えない彼の性格からして、首なし女にのしかかられて発狂くらいではすまなかっただろう。

「ドクター。大だい丈じよう夫ぶですか？」

　どうしてハルミが吹き飛んだのか、その理由がわからぬままに、サカイはキタグチを助け起こした。

「まさかアンドロイドだったとは思いませんでしたね」

「やれやれ……。自分で仕し込こんでおいて、いざというときには忘れていれば世話はない」

　キタグチのサングラスが溶けて、丸く開いた穴から煙が立ち昇っていた。

「ドクター！」

「心配するな。超小型熱線砲ブラスターだ。こんなときのために義眼に仕込んでおいた」

　はあ、と感心しつつ、サカイは煙に巻かれていた。キタグチは自分では立てない。

「しかし思わぬ欠けつ陥かんがあったぞ。自分も猛烈に眩まぶしい」

「使ったのは初めてで？」

「何度も役に立ってたまるか。しかし見ろ、命拾いしたぞ」

「改造は御自分で？」

　くすくす笑いながら、サカイは言った。

「そうだ。悪いか」

「自分の義足にも、ミサイルランチャーを内蔵して欲しいところですね」

「そのうちな」

　これは後かたづけが大変だわいと思いながら、キタグチは医務室の惨さん状じようを見やった。

「破壊工作用のアンドロイドですね。おおむね地球製のようですが、ところどころ訳のわからない部品が見えますよ」

　残ざん骸がいを調べていたサカイ中尉が言った。彼は愛機の整備も自分でやるほどのメカマニアである。

「おそろしく精巧です。これなら誰もアンドロイドと気づかなくて当然ですよ」

「ラアルゴンだ。おそらく赤せき痢り菌きんをバラまいたのもこいつだろう」

　言いかけて、キタグチはしまったという顔で立ち上がった。

「この艦ふねにはもう一人、スパイがいるぞ！　中尉、一緒に来てくれ」

「患かん者じやはどうします？」

「医療ロボットにまかしときゃいい。それどころか下手をすると、この『阿あ蘇そ』自体が吹っ飛ぶぞ！」

　まだよろける足で、キタグチは懸命に駆け出した。

　レイガンを構えたサカイが深刻な顔で、後を追う。














第六章　ハイそれまでョ









　ヤマモトの命を救ったのは他ほかならぬタイラーだった。舵かじ取とりへの未練断ち難がたい彼は、ほんのいっとき、それも監視つきでいいからと舵だ輪りんを握らせてくれることを再度副長にねだりにブリッジへと出かけ、そこでゲッショウとヤマモトの対決シーンに出くわしたのだ。

　結局はその子供じみた願望がヤマモトの定まりかけた運命を拓ひらいたのである。今まさに必殺の針を吹かんとしていたゲッショウは、

「ヤマモトくぅ～ん！」

　というタイラーの素すっ頓とん狂きような声に調子を狂わされて、思わず含んでいた針を自分の舌に刺してしまった。

「いちちち……」

　針にはメネキス産沼サソリの猛毒が塗ってある。ゲッショウはこの毒には免めん疫えきができているからいいが、それにしても間抜けな話であった。

「あれ、ゲッショウさん。どうしたんですか？」

　まるきり事態を把は握あくしていないタイラーの、間延びした声に、その場の緊迫感はどこかへ消えてしまった。

「艦長！」

　ヤマモトが慌あわてて叫んだ。

「伏せて！」

　レイガンが再び閃せん光こうを吐いた。今度は頭を狙ねらったのである。特殊袈け裟さによるビーム攪かく乱らん磁場も、胴体だけで頭部までは効果が及ばないことを期待しての一撃であったが、やはり虚むなしくビームは拡散してしまった。

「無む駄だだと言うに！」

　照れかくしと間の悪さからか、怒ったようにゲッショウが叫んだ瞬間、血相変えたキタグチとサカイ中尉が、ブリッジに飛び込んで来た。

「どうやら私の正体を、みなさん知ってしまったようだ」

　すでに任務を達成してしまった者の気楽さで、ゲッショウは悠ゆう々ゆうとマントにも似た袈裟を翻ひるがえし、エレベーターに駆け込んだ。ビームがさらに二ふた条すじ、ヤマモトとサカイがその背中を狙ったが効果はなかった。

　艦底へと通じるエレベーターのドアが閉まりかける。

「いかん、奴やつを止めろ！」

　ヤマモトが叫んだ。

「酸素供給装置を破壊するつもりだぞ！」

　その場にいた全員が驚きよう愕がくした。例によってただ一人の例外を除いて。しかしこの場合は、誰だれも彼を責められなかった。事態の重さに足がすくんで動けない他の三人を尻しり目めに、彼は閉まりかけたドアから、細身の体を滑すべり込ませたからである。優美とは言えないが、食卓から魚をかっさらう泥どろ棒ぼう猫ねこのような敏びん捷しようさだったと、のちにヤマモトはそのときの艦長の様子を述懐している。

　狭せま苦くるしいエレベーターの中で、タイラーは破壊工作員ゲッショウと向かい合った。恐怖などかけらほどもない彼の表情が、ゲッショウをして驚愕せしめた。

「さすがは艦長、と申し上げてよろしいのでしょうな。この場合……」

　人を喰くった調子でゲッショウが言うのを、タイラーは切り返した。

「酸素供給装置を破壊するのかね。やはり」

　その間の抜けた調子が、ゲッショウの目には肝きもの座った男と映った。いや、もはやどうあれこの男は常人ではない。尊敬して然しかるべきである。

「やらねばならんでしょうなぁ……。こうなったら意地でも」

　ゲッショウは覚悟を決めた。

「あの死に方は悲ひ惨さんだよ。およそ宇宙船で考えられる限り最悪の死に方だ」

　タイラーの言葉は、彼らしくなく真剣だった。それでも、まさかそんなことはないだろうと考えているところが彼らしい。

　酸素供給装置を破壊された宇宙船がどうなるか。三十年ほど前、辺境宇宙域を単独パトロール中だった『友とも鶴づる』という宙雷艇が、隕いん石せきにぶつかって酸素供給装置に故障を発生した。超空間通信でＳＯＳが飛び、付近を航行中の全艦艇が僚りよう艦かんの救助に向かったがしかし、もっとも近い艦でさえ当時のエンジンと航法技術で二週間はかかるという距離であった。

　このとき戦艦『エール・オブ・ドリンコート』はサー・ジェームズ・コリンズ艦長の指揮下、ワープにワープを重ね六日という驚異的なスピードで駆けつけたもののすでに遅く、『友鶴』艦内では艦長サトー少佐以下全員が窒ちつ息そく死ししていたのである。その苦く悶もんに喘あえぐ断だん末まつ魔まの表情もさることながら、さらに救助班の心しん胆たんを寒からしめたのは、艦内の袋という袋、抽斗ひきだしという抽斗がすべて開けられていたことである。乗組員たちはその袋や抽斗に頭を突っ込こむようにして死んでいた。おそらくそこにはまだ、いくらかでも新鮮な空気があるように思われたのであろう。また別の場所では、ちっぽけな酸素ボンベひとつをめぐって、凄せい惨さんな殺し合いが行われた形跡がありありと残っていた。『エール・オブ・ドリンコート』の乗組員はその光景に恐れと嫌けん悪おを催して、ただちに光子魚雷で『友鶴』を乗員の死体ごと処分してしまった。

　というのが、一般に〝友鶴事件〟として知られる事件のあらましである。語り伝えられたその恐怖は、宇宙船に乗り込み辺境を航行する乗組員たちの頭の片かた隅すみに常にあった。

『早まるなよ！　ゲッショウ』

　エレベーター内のスピーカーからヤマモトの声が言った。

『わかっているんだろうな。そんなことをすれば貴様も死ぬんだぞ』

　言わずもがなである。これは藪やぶを突ついてヘビを出す結果になった。

「もとより覚悟の上よ。こちらには艦長という人質もいるしな。なんなら副長、この場で彼を始末して、ほんの一瞬でもあんたが艦長という栄達を味あわせてやろうか？」

　スピーカーから何とも言えないヤマモトの咳せきばらいが聞こえてきた。

『目的はじゅうぶんに達成したはずだ』

　今度はドクターの声が言う。

『もはやこの艦は戦闘に耐えん』

「そうかもしれん」

　ゲッショウはうそぶいた。最初この艦ふねに乗り込んで来たときに見せた表情とは似ても似つかぬ、すさまじい形ぎよう相そうである。

「しかしな、ドクター。俺おれは地球人という奴やつが許せんのだ。その偽ぎ善ぜん者しやぶりがな」

「あんたも地球人じゃないの？」

　タイラーが不ふ思し議ぎそうに言った。

『そうか！　そうだったのか』

　これで合が点てんがいったとばかりにキタグチの声が叫んだ。

『あんた、ラアルゴンとのハーフだな』

「今頃気づいたのか」

　蔑さげすむ口く調ちようでゲッショウは吐き捨てた。

「そのせいで、俺おれが餓が鬼きの頃からどれだけ地球の悪あく童どうどもに苛いじめられたと思う。いや、成人してからのほうが辛つらかったな。地球人の嫌いやなところは全部見させてもらったよ」

『地球人類を代表して謝る！』

　あわてふためいたドクターの声が滑こつ稽けいだ。

『だから早まったマネだけはせんでくれ！』

「ラアルゴンは死を恐れぬ。地球人ほど利己的でもなければ、目先の利害で人にへりくだったりもせぬ。そんな我々を貴様らは野蛮で殺さつ戮りくしか知らぬ民族と言う」

『すべてがそうでもあるまい』

　自己弁護するようなヤマモトの言葉だった。

『例えば君の母上だ』

「俺おれが16のとき、お袋がこう言ったよ。『バラゴム──俺の本名だ──頭を丸めてお坊さんにおなり。そうすればラアルゴン人特有の、その毛深さも隠せるからね』とな。結局地球人どもの間では、俺にはそういう生き方しか許されなかったのだ。そのお袋は地球とラアルゴンとの戦争が起こったとき、怒り狂った地球の暴徒どもに虐ぎやく殺さつされたよ。ラアルゴン人と結婚して子供を生んだことが罪だと言うんだ。地球人は身内に対してもいくらでも残忍になりうるということを俺はそのとき知った。彼らは異端者を見つけ出す天才だからな。少しでも毛色の違った者は容よう赦しやなく爪つま弾はじきにする。俺は地球人のそんなところが嫌で嫌でたまらない。自分も半分そうかと思うとな。だからラアルゴンに加担して、一人でも多くの地球人を殺すことにしたのさ。だがそれももう馬鹿らしくなった。すべてを御破算にしたい」

　ゲッショウはそこで一生ぶんのため息をつき、重たい沈黙が流れた。

「ハルミはどうなった」

『死んだよ』

　あえて壊れたとは、キタグチは言わなかった。

『かわいそうにハルミちゃんは、惨ざん殺さつ死体にされてな』

「そうか……」

　ゲッショウはしばし目を閉じ、彼かの女じよのために念仏を唱えた。

「あれは芸術品だった。おそらく二度とは作れないだろうな。そして私にとっても理り想そうの地球人女性だったよ。なにしろモデルは、母だからな」

『そうか、悪いことをしたな』

　サカイ中ちゆう尉いの声だった。

「優秀な相棒だった。あれとコンビで、７００人ほどの地球人を殺した。決して主人を裏切らない。地球人がみんなハルミのようだったらよかったのに……」

　エレベーターはすでに艦底部の、酸素供給装置のあるフロアに着いている。ゲッショウはタイラーをせかして、歩かせた。

「タイラー艦長。あんたは個人的に、好きなタイプだったよ。あんたも異端者なんだろう？　奴やつらの中では……」

「主流だよ。さもなくば、主流になりつつある」

　タイラーは思うところを正直に口にした。

「そうか。あんたみたいなのが主流になれば、地球人ももう少しましになるんだろうが……。残念だよ」

「僕は最後に舵かじを握れなかったのが残念だ」

　まるで他人事ひとごとのようにタイラーが言う。二人は酸素供給機の前まで歩いて来た。『阿あ蘇そ』の命綱である。いま『阿蘇』は、いちばん近い味方までワープを重ねて数日の距離にいる。ここを破壊すれば、数十時間後には赤せき痢り患かん者じやも含めて全員が悶もだえ死ぬ。

『ゲッショウ、考え直せ。お母さんは天国で泣いているぞ！』

　もはやヤケクソで、キタグチの声は最後の説得にかかっている。

『待遇は約束する。だから馬鹿なマネはやめて降伏しろ』

　ゲッショウは耳を貸さず、爆弾セットの準備にかかった。袈け裟さの下に超薄型のプラスチック爆弾を忍ばせていたのである。

『艦長。黙って見てないであなたからも説得してください！』

　ヤマモトの声だ。

「無む駄だだと思うよ。ゲッショウさんは本気だ」

　タイラーは平然としている。

「それに、なんだか彼の言うことのほうが正論のような気がする」

『そういう問題ではないでしょう！　あなたも含めて、３８２名の乗組員が悶え死ぬんですよ！』

「そうだね。でもゲッショウさんはやめないと思う」

『そこを説得するんです！』

　ヤマモトの声は、もはや泣き声に近い。

「あとで舵かじを取らせてくれるなら、考えてもいい」

『そんな悠ゆう長ちようなことを言ってる場合ですか！』

『ちょっと待った！』

　キタグチの声が割り込んで来た。

『艦長、あんたはソーラーディンギーだけじゃなく、地球でもヨットに乗ったことはあるかね？』

「あるよ。カヤマは何でも持っていたからね。遊びはひととおりやった」

『じゃあスキューバダイビングは？』

「やった。道具もひと揃そろい、カヤマのお古をもらって練習したよ。あんまり巧くはなかったけどね」

『ゲッショウ！』

「なんだ」

『君はメネキスでずっと育ったのか？』

「ああ、生まれも育ちも破壊活動をしたのも、ずっとメネキスさ」

『そうか……』

　キタグチの言葉には、なぜかほっとした表情が感じられた。

『ゲッショウ。考えなおせ。君に勝ち目はなくなった』

「ははは、なにをたわけたことを！」

　意に介さず、爆弾設置作業を続行するゲッショウ。

「そんなに命が惜しいか！　地球の豚どもが」

『ああ、惜しい』

　スピーカーから聞こえるキタグチの声は、この男にしては意外なほど澄んでいた。

『その命を慈いつくしむことからすべては始まるのだ。無益な殺せつ生しようはよせ。君は仮にも僧そう侶りよだろう』

「笑しよう止しな。貴様こそ、軍医とはいえ軍人の端くれ。命を慈いつくしむなど軍人にとっては恥ずべき言葉のはず。そらぞらしさもここに極まれり！」

『どうしてもやるか？』

「やる！　止められるものなら止めてみろ」

『ではしかたがない。ゲッショウ、成じよう仏ぶつせい！』

　瞬間、酸素供給室のコンプレッサーが、猛烈な勢いで室内の空気を吐き出し始めた。ブリッジからリモコンで操作しているに違いない。

「なんだ……」

　一瞬、何をやろうとしているのか理解に苦しむ表情を見せたゲッショウだったが、その疑問はすぐに激しい苦痛に取って代わられた。

「全身が……、燃える……」

　もはや立つこともかなわず、彼は床の上を七転八倒した。が、やがてそれもすぐにおさまる。

「なにをしたんだ？　ドクター」

　けろっとした顔で、タイラーはスピーカーに向かって訊たずねた。

『潜水病パドツクですよ、艦長』

　一息ついたのか、キタグチの声には安あん堵どの色がうかがえる。

「潜水病？」

『ええ。気圧が急激に下がると、空気中の窒ちつ素そが血管の中で膨張して血行を妨げる病気です。それを防ぐためにヘリウム空気を使うのは艦長も御存知でしょう？』

「ああ。しかし僕はなんともないぞ」

　ゲッショウの死体を見下ろしながら、タイラーは口の中でうろ覚えの念仏を唱えた。

「南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ……」

『地球育ちでスキューバダイビングまでかじったことのある艦長には窒素に対する、ある程度の抵抗力があったんです。しかしメネキス生まれで、ずっとヘリウム大気の中で育ったゲッショウには……』

「まるきり潜水病に対する抵抗力がないと」

『これは賭かけでしたけどね……』

「僕も一緒に死ねばいいと思ったのではないか？」

『ええ、まあ……、一瞬』

　どこまで本気かわからないキタグチの言葉である。

『でもまあ、そんな細かいことはもうどうだっていいじゃないですか。ひとまず危機は去ったんです』

　そう言った瞬間、艦全体に強い衝撃が走った。

『こちら、サブブリッジ！』

　キム中ちゆう尉いのひきつった声が走った。

『敵艦です！　零ゼロ距離！　ラアルゴンの高速戦艦に接せつ舷げんされました。敵兵が乗り込こんで来ます！』







　かたやラアルゴン一の勇猛をもって鳴るル・バラバ・ドムの高速戦艦ドローメ。かたや病人だらけで戦える者は数えるほどしかいない『阿あ蘇そ』。勝負は最初から見えていた。だからタイラーが取った処置は、きわめて賢明であったと言える。

　無条件降伏──。

　かくて『阿蘇』は、ル・バラバ・ドムに対して無血開城した。一人の犠牲者もなく、惑星連合艦隊一の武ぶ勲くん艦かんとそのクルーは、ラアルゴンの軍門に下ったのだ。

「そうか、バラゴムは死んだのか……」

　ドローメのブリッジで破壊工作員ゲッショウことバラゴム死すとの報しらせを聞いたル・バラバ・ドムは、しばし艦長席に鎮ちん座ざしたまま、微動だにしなかった。副官の目には、彼がまるで死者のために黙もく禱とうを捧ささげているかのように見えた。

「バルサローム！」

「はっ！」

　やがて唐とう突とつにその沈黙を破ったドムは、傍かたわらの副官に視線をやった。すでに勇猛果敢な艦長の顔に戻もどっている。

「アソの艦長、ジャスティ・ウエキ・タイラー大佐に会おう。連れて来い」

「それが……」

　艦長に負けない巨きよ軀くの持ち主である副官バルサロームは、困惑した表情を見せた。

「どうした。まさか逃げ出したわけではあるまいな」

「いえ。もう来ています」

　そう言ったバルサロームの背中から、その陰に隠れていたタイラーがひょこっと顔を出したのである。ドムから見れば、横幅にして半分もない小男だった。とてもラアルゴンの精鋭艦隊をことごとく討ち敗った猛将には見えない。いいとこ中小企業の二代目ぼんぼんか、町工場の倉庫番といったたたずまいなのである。

「ヤッ、ド～モ。お初に御お目めにかかります。『阿蘇』の艦長、タイラーと申します。以後、御見知り置きを……」

　これ以上の卑屈はないといった態度で揉もみ手をしながらそう言うのである。ドムはその、想そう像ぞうしていたのとはあまりの落差に拍ひよう子し抜けし、また興味も覚えて、こう訊きいた。

「貴官があのユッター・ド・ロナワー提督の艦隊を敗ったタイラーか？」

「へ、なんのことで？」

「それ。Ｒ２２２トリプルツーで、このドローメと同型の、高速戦艦16隻を一瞬にして葬ほうむったことがあるだろう」

「ああ、あれね。あれは運です。忘れてください」

「貴様！」

「やめんか！」

　ラアルゴン一の名将と言われた男をたかだか地球人ごときに斃たおされた怨うらみを忘れろと言われて、激げつ昂こうしかけたバルサロームを、ドムは一いつ喝かつした。怒りの凄すさまじさだけではなく、この艦長はラアルゴン艦隊の兵士たちの間では絶大なる畏い敬けいと尊敬の念をもって見られている。バルサロームは狼おおかみの前の羊のように、その場にちぢこまるしかなかった。

「運か。なるほどな。その一言で片づけるのか……」

　ドムは切れ長の燃えるような目で、上から下までじろじろと、タイラーを眺めまわした。

「面白い漢おとこよ」

　端たん倪げいすべからざる人物と、その目に映ったかどうかは別として、さも楽しそうにドムは笑うのである。

「そうです。運です。偶然にすぎません。いや～、我ながらよく勝てたものだと今でも思います。あれはいわゆるひとつの奇跡ですな」

　タイラーは謙けん遜そんしているわけではなかった。ただ思ったままを正直に口にしているだけなのだが、もともと謙けん譲じようの美徳とか、能ある鷹たかは爪つめを隠すとかいったメンタリティーを持たないラアルゴン人にとっては、理解に苦しむ人物と映ったことだろう。だがそれを、ドムは面白いと言う。

「その奇跡が、今回も起こらぬとは限るまい。なぜ徹底抗戦せぬ」

　そうだと言わんばかりに、居合わせたバルサローム以下のラアルゴン兵士が一いつ斉せいにうなずいた。

「我々なら、最後の一人が死ぬまで戦うぞ」

「勝つ自信は、ありました」

「なに？」

　ドムは目をむいた。

「あの戦局でか？　貴公、正気か？」

「正気ですよ」

　タイラーは涼しい顔で言う。

「どうやって？」

「それは、企業秘密ですよ。ドム艦長」

「ううむ……」

　ドムほどの軍人でも、タイラーという人物の全ぜん貌ぼうははかりかねた。つかみどころがない。だが、さすがに彼は太っ腹であった。

「なるほど、企業秘密か。卑いやしくも軍人の手の内を訊きいたりして悪かったな。しかしそれならばなぜ、降伏した？」

「たとえ勝っても、我々には赤せき痢りのワクチンがありません。３５０人の患かん者じやは、死を待つだけです。しかしあなた方なら、ワクチンをお持ちではないですかな？　あ、もっともこれは小官の考えではなく、『阿あ蘇そ』のドクター、キタグチの意見ですが……」

「なるほど。確かに我々は赤痢……そう貴様ら地球人が呼んでいる病原菌のワクチンを持っておる。しかしな艦長。それを我々がやすやすと、地球人にくれてやると思ったのか？　ええ……」

「捕ほ虜りよを虐ぎやく待たいする結果になっても？」

「捕虜だと？」

　ル・バラバ・ドムは鼻で笑った。

「タイラー艦長。我々ラアルゴン人にはな、捕虜などという言葉はないのだ。最後の一兵まで戦い、捕まればその場で自決する。それがラアルゴンの誇りだ。無論敵の捕虜など認めん。降伏した敵はその場で皆殺しだ。降伏するような卑ひ怯きよう者ものを食わせる金など我が軍の金庫にはないからな」

「ははぁ、なるほど……」

　タイラーの表情にも、臆おくした様子はない。

「立派な心がけですな。それでは我々は、皆殺しですか」

「そうしたい」

　ドムのルビー色の瞳どう孔こうが、微かに光を放った。

「だが、なぜか俺おれは貴様を殺したくはない。不ふ思し議ぎな男よ、貴様という奴やつは……」

「いや～、卓見ですなぁ」

　タイラーはまるで他ひ人と事ごとのように手を叩たたいた。

「実に賢明な選択です。さっすがはラアルゴン帝国一の猛将と謳うたわれただけのことはある。まさに卓見、慧けい眼がん、イヨッ！　渋いよ大将！」

「おだてるのはよせ」

　ドムは予よ想そう外の、いや、予想をはるかに超えたタイラーの反応に辟へき易えきしながら、それでも悪い気分ではなかった。

「タイラー、貴官は俺と一緒に、ラアルゴン帝国本星まで来てもらおう。皇こう帝てい陛へい下かにお前を会わせたい」

「艦長！」

　バルサロームが短く、しかし鋭く叫んだ。

「地球人ごときが、陛下に謁えつ見けんなどと、そのようなたわけた前例は……」

　しかし居い丈たけ高だかだったバルサロームの進言は、しだいに尻しり切きれとんぼとなり、消えてしまった。ドムが怒りに燃えた目で副官を睨にらみつけ、腰のホルスターに手をかけたからだ。

「なければ作るまでだ。あるいはこの男、あの奸かん物ぶつ宰さい相しようをへこませてくれるかも知れんて……」

　そう言ってドムは副官に目くばせして、さっきまでの表情とはうって変わり、ニヤリと笑ってみせた。バルサロームは少なからず驚きつつも、その意味を諒りよう解かいしたらしい。

　軍人としての資質とか人格とかを別にすれば、それぞれの社会における常識人の意表を突く発想ということでは、あるいはル・バラバ・ドムとジャスティ・ウエキ・タイラーという二人の艦長は、相通じるものがあるのかも知れない。

　だが、そのことに気づいている人間、ましてやこの両者が銀河系の片かた隅すみで出で遭あったという事実の意味を正しく理解しうる人間は、このときはまだ両軍にも皆かい無むであった。

「バルサローム！」

「はっ！」

「地球の奴やつらにワクチンを渡してやれ」

「逃がしてやるので？」

「そうだ。もっとも、それで生きて帰れるかは奴らの運だ」

「本国への報告書にはなんと書きます」

「地球の巡洋艦は酸素供給装置の故障で全員死亡、ひとり生存していた艦長のみを救助、生体サンプルとして本国に持ち帰る……とでも記録しておけ。バラゴムは任務を果たしたのだ」

「は！」

「それから、タイラー艦長には本国へ帰還するまでの間、最高の待遇と食事を与えてやれ。大事なお客様だ」

「御ぎよ意い！」

　かくして宇宙一の無責任艦長と呼ばれた男は、地球人としては初めて、ラアルゴン本星の土を踏むことになるのである。

　もちろん、本人にその自覚はない。







「行ってしまいましたね……」

　ブリッジの窓からドローメの消えた暗黒の宇宙空間を見やりながら、サカイ中ちゆう尉いがつぶやいた。

「ああ、行ってしまった」

　キタグチが、抑よく揚ようのない声でうなずく。

「なんだかんだ言って、けっこういい艦長だったんじゃありませんか？　ヒヤヒヤさせられたけど、どうにかこうにか、我々は今日まで生き延びてこれたんだし……」

「誰だれが、艦長を無能と決めつけたのだ！」

　ついこの間まで、そう決めつけていた張本人であるヤマモトが、サカイの言葉に怒ったように叫んだ。

「俺おれは、外見にとらわれてあの人の真価を見抜けなかった自分が口く惜やしい！　なにが無責任艦長だ。最後はキッチリ、責任を取ったではないか。我々を救うために、自みずから生体サンプルとして志願するとは……。俺は、俺は……」

　握りしめた拳こぶしが震えていた。

「そりゃ、チト解釈が行き過ぎではないかね？」

　キタグチが控え目に言ったが、悲愴感の傀かい儡らいとなったいまのヤマモトには聞こえない。ヤマモトには誇張でもタイラーを神格化せねばならない、彼なりの理由があったのだ。

「宇宙一の勇者、タイラー艦長は、もう帰っては来ない」

　悲壮な決意をその表情にみなぎらせて、ヤマモトはブリッジに集まったどうにか動ける全乗組員──と言っても15人ほど──を見回した。

「我々はかけがえのない人材を失った」

　キム中尉などはその言葉に、あやうく吹き出すところであった。慌あわてて口を押さえ、下を向く。

「だが、我々はなんとしてもこの戦いに勝たねばならん！　そして艦長の犠牲を無む駄だにしないためにも、是ぜが非ひでも生きて、地球に生還せねばならんのだ。総員、配置につけ！」

　マコト・ヤマモト副長、いまや艦長代理は、自己陶酔の極致にあった。ひょっとして彼はずっと前から、このような事態になることを、満を持して望んでいたのではないかと、サカイ中尉などには思えてならない。

「連合宇宙軍に栄光あれ！　解散！」







「いまごろ艦長、ラアルゴンに解剖されちゃってるんですかね」

　ブリッジから船尾へと向かう通路で、サカイ中尉はキタグチに訊きいてみた。

「ああ。そうだろう。連中は捕ほ虜りよにはそれこそ残忍だからな。よく我々を見逃してくれたものだ」

「生きている間はムチャクチャ言われてましたけど、自分はあの人、好きでしたね。軍人らしくないところが……、軍人としてではなく、任務を離れたひとりの人間としてはですけれど……」

「同感だ。普通の会社にでも入っていれば、社長くらいには出世していたかも知れんな」

　キタグチの義眼が、微かすかに潤うるんでいることに、サカイは気がつかなかった。

「だがあの艦長が、ラアルゴンに生まれていれば、男はみんな軍隊に入れられるお国柄だ。さぞや連中、持て余したことだろう。それを想そう像ぞうすると、痛快じゃないか」

「ええ、痛快ですとも」

　サカイは笑いかけたが、元気がなかった。

「ああいう人こそ、こういう時代には必要だったのかも知れませんね」

「そうかも知れん。だが、そうだとしても、自分のまわりには、二度と御ご免めんだ。端はたで見ているぶんには楽しいが……。考えようによっては、我々は厄やつ介かい払ばらいをしたのかも知れんぞ。あの艦長を押しつけられたラアルゴンこそ、いい面つらの皮だ」

「ええ、いまごろは、連中を辟へき易えきさせていることでしょうね」

「違いない」

　虚うつろな笑いが、通路に反響した。

　だが、その気休めっぽい冗談が、宇宙の反対側でまさに現実として起こっていたことを、二人は知らなかった。














第七章　馬鹿は死んでも治らない









「ル・バラバ・ドム艦長。貴官はいったい、何を考えているのだ」

　報告書を受け取った、ナク・ラ・ワングは、頰ほおを震わせてラアルゴン帝国の若き英雄を非難した。

「軍律を無視して捕ほ虜りよを生きたまま本星に連れて来たばかりか、最高の待遇を施ほどこしただと？　汚けがらわしい地球人を、このラアルゴン帝国本星に……」

　禿はげ頭あたまの宰さい相しようの、薄くなったこめかみに浮き出た青白い血管が、いまにも切れそうにぷるぷると痙けい攣れんしている。一方のドムはその精せい悍かんな表情に余裕の薄笑いさえ浮かべて、

「お言葉ですが宰相閣かつ下か、捕虜ではございません。生体実験用のサンプルでございます」

　と、溜りゆう飲いんを下げた。

「ええい、黙れ！」

　ワングは椅い子すから立ち上がり、大僧正の権威を表す錫しやく杖じようをふりかざした。

「いかに詭き弁べんを用いようとも、うぬが帝国の軍律を乱した事実は変わらぬわ！　そちは余に、ひいては皇こう帝てい陛へい下かに叛はん意いを持つと見られても弁解の余地がないことをしたのじゃ！」

「めっそうもない、宰相閣下はともかく、皇帝陛下には絶対の忠誠を誓っておりまする。しかるに閣下はそうおっしゃるが、そもそも大僧正はもとより、帝国宰相にも軍事に口出しする権限はないはず。聞けば陛下の御信頼をよいことに、国事を弄もてあそび、最近では将軍、提督クラスの人事をも壟ろう断だんするは、いかがなもの……」

「黙れ！　言わせておけば口くち賢さかしい！」

　どうやらドムの真意は、本気でワングを怒らせることにあるらしい。末座に控えたタイラーは、両者の息詰まるやりとり──あるいは真剣な茶番──を見ながら、なるほどとうなずいた。

『宮廷のゴタゴタは根が深い。ラアルゴンに生まれなくてよかった』

　彼は自みずからの立場も忘れて心底、安あん堵どしたのである。そして彼はこうも思った。

『ドム艦長もああいう性格では出世できそうもないな。気の毒に……』

「皇帝陛下、御出座」

　両者の緊張が極に達したところで、タイミングよく侍従長が皇帝のお出ましを告げた。三次元立体ムービーなら文句なく、予算を注つぎ込こんでの豪華絢けん爛らんたるスペクタクルシーンのはずだが、しかしそこは質実剛ごう健けんたるラアルゴンのこと、宮殿といってもいたって質素で、謁えつ見けんと言われて期待していたタイラーをがっかりさせた。ちょっと大きめの建物の広間に毛が生えた程度で、調度も一いつ切さいない。これなら地球のジュネーブにある惑星連合議会ビルのほうがよほど豪華だ。もっともタイラーはまだそこには一度も行ったことはなくて、立体テレビで見ただけなのではあるが……。

「神聖ラアルゴン帝国第二十七代皇帝、ゴザ十六世陛下である。一同、頭ずが高い」

　その言葉に、末座にいたタイラーは無条件で頭を下げた。彼はこういう仰ぎよう々ぎようしい雰ふん囲い気きに接すると、まず頭で考えるよりも早く、体が卑ひ屈くつに反応してしまうのである。体の中に脈々と流れる、先祖以来の庶しよ民みんの血のなせる業わざなのかも知れない。

「一同の者、苦しゅうない。面おもてを上げい」

　侍女の声にそう促されて、盗み見るように頭を上げたタイラーは、玉座の上の竜りゆう顔がんを拝むなり、ぽかんと口を開けたまま思考が停止してしまった。

「は？」

　最初は、少年かと思った。そんな映画が大昔に作られたという話を聞いたことがあったなと思う間もなく、華きや奢しやな少年と見えた皇こう帝てい陛へい下かが、実は地球人の年齢にして10歳になるかならぬかの女帝、いや、少女帝であることを知ってタイラーは愕がく然ぜんとなった。

　ラアルゴン帝国の実態に関して、惑星連合はほとんどなにもつかんでいないといってよい。なにしろ捕ほ虜りよにもならなければ捕虜も認めないという種族である。帝国の内情が外部に漏もれることはない。いわばタイラーは前代未み聞もんの例外である。実は彼の謁えつ見けんをめぐって、帝国内部ではひともんちゃくあったのだが、そんなことを意に介するタイラーではない。

　だからまさかラアルゴン皇帝が年とし端はも行かぬ少女であろうとは想そう像ぞうだにしていなかったタイラーは、頭に描いていた、キンキラキンの衣い裳しようを着た毛深いおっさんと、目の前の少女とのあまりの落差に、ちょっとしたカルチャーショックを感じて愕がく然ぜんとなったのである。

「どうした地球人。朕ちんの貌かおになにかついておるのか？」

　幼い外見の割には、その声はしっかりしていた。見るからに早熟である。そういえばさっき侍女の声と思ったのは、この女帝の声であったかと、タイラーは思った。謁見の間に、他ほかに女性は見当たらない。

　まず美少女と言ってよいだろう。ちょっとキツめの容よう貌ぼうを別にすれば、その雰ふん囲い気きはタイラーが連合宇宙軍への入隊を志願する動機ともなった、あのポスターのモデルである人気アイドル女優、ノリコ・バッハに似ていないこともない。

　タイラーは、美少女に弱い。

　同じ美女でもある程度年齢のいった女性や、さほど容姿に恵まれていない女性にたいしてはいくらでも口から出まかせのお世辞が言えるタイラーも、美少女を前にするとそれが出てこない。実は彼はロリコンなのだが、その他ほかの部分の個性があまりにも強烈なので、気づいている人間がいないだけの話なのだ。

　そういう意味で、皇帝ゴザ十六世はタイラーの好みにまさに合がつ致ちしていた。ために彼らしくもなく、咄とつ嗟さのお世辞が出てこなかった。もしこれが年とし増まの女帝だったら、彼はここを先せん途どと、得意の歯の浮くお世辞で褒ほめちぎっていたことだろう。

「タイラーとか申したな。ワングから話は聞いておるぞ。ロナワー提督は朕が父の代からの宮廷武官だった男だ。そのロナワーをそちが倒したのか？」

「え、ええ……まあ……そんなこともありました」

　しどろもどろになりながら、タイラーは阿呆のように皇帝の顔を見つめた。やや切れ長の二ふた重え瞼まぶた、ラアルゴン人に特有の赤みがかった琥こ珀はく色の瞳ひとみ、将来が楽しみな鼻び梁りようのカーブと、非の打ちどころがない。男性と違って、ラアルゴンの女性には地球の女性との間に外見的な差異はほとんどないらしい。

「ワング。この者はなにを馬鹿のように朕の貌かおに見とれておるのだ？　ここへ運んで来る途中に頭でもぶつけたのではないのか」

　まるで軍人らしくないタイラーに業ごうを煮やしたのか、ゴザ十六世陛下は退屈しきった顔でナク・ラ・ワングを見た。やはりそういうしぐさには、まだまだ少女らしいところがうかがえる。

「陛へい下か、地球人はみな、この程度の生き物なのでございます」

　ワングの言葉も、タイラーの耳には入らない。もしその場に他の地球人がいたら、おおいに反論があったことだろう。

「陛下のお目の毒だ。さっさとどこかへ連れて行かんか」

「待て！」

　ゴザ十六世は、好奇の目を輝かせた。

「もう少し、よいであろう。朕ちんはこの者をいましばらく、観察してみたいのじゃ」

　珍しい動物を喜ぶ、子供の反応と少しも変わるところはなかった。ゴザ十六世陛下にとって、タイラーはパンダか、ラッコにも等しい存在でしかないのだ。

「タイラーとやら、地球人はみなそちのように喜んで捕ほ虜りよになるのか？」

「え、まあ。そうですが、中には死ぬまで戦うという勇ゆう敢かんな人もいらっしゃいます」

「ほう、地球人がのう」

　ワングが信じられぬといった顔で笑った。

「自分が艦長をしていた艦ふねの副長が、そういう男でした。ガチガチの軍人ですよ。ああいうのは、この星にでも生まれたほうがよかったというものでしょうなぁ……」

「そちはどうなのじゃ？」

　面白そうにゴザ十六世が訊きいた。

「自分は、そういうのは御ご免めんこうむりたいですな。なにしろいたって平和的で、血を見るのは大嫌いな性格ですから」

　タイラーはそれこそ大まじめにそう言ったのだが、その場に居合わせた廷臣や武官の多くは、これをジョークと受け取った。

『地球人もなかなか言うわい』

　ワングはニヤリとほくそえんだ。過大評価もいいところだが、敵に囲まれてこれだけのことを言ってのける地球人に対して、ある種の尊敬の念が芽め生ばえたのである。

「ではなぜ軍人になったのか？」

「それはですね。陛下……」

　タイラーはちょっと考えて、

「陛下のような素敵な女性と、宇宙の果てでめぐり逢あいたかったからです」

　彼にしてみれば清きよ水みずの舞台から飛び降りたつもりでそう言った。

「いや、あっぱれ！」

　思わずそう叫んだのは、他ならぬ宰さい相しようナク・ラ・ワングであった。

「これほど気の利きいたジョークは、宮廷の茶坊主どもでもなかなか口に出せまいて。地球人にしては珍しく、なかなか頭のよい男よ」

　ジョークと言われてタイラーは、内心思わずムッとした。なぜなら彼の言葉は本気も本気、生まれて初めて社交辞令でなく、本気で口にした女性へのプロポーズだったからである。しかしそれでも、彼は外見いつもと変わるところはなく、へらへらと笑っているかのように見えた。

「気に入ったぞ、ドム」

　皇帝陛下もまた、キラキラと少女の多感な瞳ひとみを輝かせた。タイラーの言葉に感激したのではなく、素晴らしい玩具おもちやをあてがわれた子供の目であった。

「よくぞこの地球人をはるばる銀河の果てから連れて来てくれた。この男は朕ちんがもらうぞ。ペットにしたい」

　瞬間、ル・バラバ・ドムの口もとが微かすかにほころんだ。

「よいな、ドム」

「御ぎよ意いに、陛へい下か」

　さても、面白いことになってきたぞと、ドムは内心ほくそえんだ。こうも期待通りにことが運ぶとは……。







「連合宇宙軍大佐、ジャスティ・ウエキ・タイラー艦長の遺影に敬礼！」

　舞台は変わって惑星ブルネイの惑星連合宇宙軍艦隊司令基地である。いましも中央メイン・ドックでは、故・ジャスティ・ウエキ・タイラーの特別慰霊祭が、宇宙軍ぐん葬そうの名のもとに行われている最中であった。

　なにしろ、軍内部での評判はともかく、表面的には連戦連勝、向かうところ敵なしの英雄である。それに、ある種いい意味での厄やつ介かい払ばらいもできたという安あん堵どもあるのだろう。葬そう儀ぎは華美にして盛大を極めた。列席者はアドリアン・アンダーソン最高司令長官を筆頭に、主だった提督がズラリと顔を揃そろえ、さながら連合艦隊合同演習といった様相を呈していた。もちろん、直属の上司であるセッシュウ・ミフネ中将もその一人である。ミフネはいたく恥じていた。自分がたとえ一時の気の迷いにせよ、真剣かつ切実にタイラーの死を願い、結果としてそうなって（と、彼らは思っている）しまったことに、軍人として耐えきれない自己嫌けん悪おを感じたのだ。「タイラー宇宙に消ゆ」との報しらせを受けたときは、彼はなかば半狂乱となり、狂言でなく本当に家宝の村むら正まさを持ち出して「腹を斬きる！」とすったもんだのあげく、自分の腹の代わりに部下三人を斬り、ようやくおさまったのである。

『タイラー大佐！　すまん！　儂わしが悪かった。許してくれ』

　軍楽隊が奏かなでる葬送行進曲を聴きながら、ミフネはタイラーへの追つい悼とうの念、その実は自分自身の感傷にひたっていた。おおかたのお偉方は、彼と同じ、悲愴感70パーセントに嬉しさ30パーセントという気持ちであったことだろう。とにかく暗い面おも持もちの中にも、こみあげてくる安堵の気持ちは、たとえようもない。

「我々は、かけがえのない英雄を失った。おそらく彼ほどの逸いつ材ざいは、今後二度とは、出て来ないであろう。そう私は断言できる！」

　壇だん上じように立ったススム・フジ参さん謀ぼう総長の演説は、まさに正せい鵠こくを射たものであった。まさしくタイラーのような異才は、今後二度とは出て来ない。いや、出て来てもらっては困るのだ。

「ここに、我々は彼の生前の数多くの功績を称たたえ、ジャスティ・ウエキ・タイラーを連合宇宙軍少将に叙じよする。加えて勲くん一等銀河金きん鵄し勲章、柏はく葉よう剣けん付き銀河鉄十字勲章を、ここに授けるものである」

「ふん、生きている間はあれほど毛嫌いしておいて、死ねばとことん利用するか、現金なものだな」

　末席近くで隣りの者に向かって、そう小声で囁ささやいた者がいる。かつての副長、今は大佐に昇進して、正式に『阿あ蘇そ』の艦長に任命されたマコト・ヤマモトであった。

　しかし、念願の地位を得たにもかかわらず、彼の表情はまったく冴さえない。目の上のたん瘤こぶが消えたとたんに目標も消えた、そんな精彩のない顔をしている。

　囁ささやかれたほうの男──やはり中佐に昇進したハロルド・カトリは、憤ふん懣まんやるかたなしといった表情でこう答えた。

「あの連中になにがわかるものですか。人の値打ちと煙草たばこの味は煙になるまでわからないとは、まったくよく言ったものですよ。僕自身、艦長の本当の素晴らしさは、今になってようやくわかります。悔しいです……」

　それぞれに昇進を遂げた『阿あ蘇そ』の他のクルー、グエン中ちゆう尉いにしても、キム大尉にしても、気持ちは同じだったろう。あのおよそ軍人らしくない艦長が、どれほど乗組員たちの心の支えとなり、面倒を見ているつもりになりながらその実は面倒を見られていたということに、彼らはようやく気づいたのである。

「最高の艦長でしたね」

　サカイ大尉が、しみじみと言った。

「頼りない人だから、自分たちがなんとかしなければいけない。その気持ちが、乗組員の心をひとつに結んでいたんですね。今にして思えば、それはあの人の深い計算だったような気がします。きっといまごろ、天国であっかんべをしているんでしょうねえ……」

　サカイの場合は際だった例だが、そういう気持ちは少なからず、乗組員の心にあった。

　死してなお、過大に評価される男であった。

　しかし、そんな複雑な気持ちも、高級士官たちの間でのこと、一般兵士たち、特に直接にタイラーを知らない兵士たちの間では、彼は掛け値なしの伝説化された英雄であり、彼を失ったショックに、全軍は打ちひしがれていた。軍上層部は、ために、タイラーの死を、最大限有効に利用せねばならなかったのである。

「ここに我々は、ひとつの大きな局面を迎えた！」

　壇上、フジ中将の演説は、ますます自己陶酔の極みに達しようとしていた。

「タイラー艦長、いや、タイラー提督の弔とむらい合戦だ！　全艦隊を投入して、ラアルゴン帝国を討うつべし！　これは全宇宙軍将兵の悲願であ～るゥ！」

「オーッ！」

　会場が揺れた。葬儀に列席した３万人将兵の叫びであった。

「おいでなすったぞ」

　ヤマモトは耳を塞ふさぎながら、隣のカトリに目くばせした。

「英雄と鯨くじらは死んでから利用価値がある。軍隊の常じよう套とう手段だ」

「やりましょう、我々も。なんだかムシャクシャして、とことん暴れたい気分ですよ」

　カトリの言薬に、

「やるか……」

　ヤマモトも、顔を上げた。

「ラアルゴン討つべし！」

　フジ中将のアジテーションは、いまや最高潮に達している。それに反応して、会場もおおいに沸わいた。怒ど号ごうにも似た歓声が耳を聾ろうする。

「ラアルゴン討つべし！」

「タイラー提督万歳！」

　さながらコンサート会場のようにシュプレヒコールがひとつになった。連合宇宙軍創設以来、これほどまでに全軍の士気が高まったことはかつてない。

　まさに主役不在の、一大ページェントであった。







「陛へい下か、一大事でございますぞ！」

　血相を変えた侍従長が、玉座の間に駆け込こんで来た。

「地球の艦隊が、本星めがけ、怒ど濤とうの勢いで押し寄せてまいります。その数およそ２０００隻せき、前代未み聞もんの大艦隊にてございます」

「小こ癪しやくな！　地球人ごときに！」

　少女皇帝ゴザ十六世、ときに11歳（地球標準年齢に換算）。帝位に即ついて３公ボ転ロ周ー期ム目であった。

「ただちに迎撃艦隊を組織せよ。朕ちんも直接、陣頭指揮をとる。地球人どもに、目に物見せてくれん！」

　その凜りんとした気高さは、宰さい相しようナク・ラ・ワングの傀かい儡らいとはいえさすがに皇こう帝ていであった。

「戦艦メルバの発進準備をせよ！　パコパコも連れて行く」

　パコパコというのは、皇帝がペットのタイラーにつけたニックネームである。稚ち気きの抜けきらない皇帝はタイラーが大のお気に入りで、どこに行くにもヌイグルミのように手放さない。

　皇帝座乗の旗艦である巨大戦艦メルバが、衛星軌道上のドックを発進し、そこに待機していた各艦隊と合流、総計３０００余隻の大艦隊となるまでに、わずか３自バ転ス周カ期ムしかかからなかった。この迅じん速そくさは、さすがにラアルゴンである。

　メルバは、全長１１１０メートルもある超ちよう弩ど級きゆう戦艦である。その巨体のほとんどが、エンジンと、艦体下部に取り付けられた大口径主砲にエネルギーを供給するためのプラントで占められる。戦艦と言うよりは、巨大砲艦と呼んだほうが近いかも知れない。鈍どん重じゆうだが、その主砲、別名惑星破壊砲の威い力りよくは凄すさまじい。

　タイラーは初めて見るこの艦の内部が珍しいらしく、キョロキョロしているところを、皇帝陛下に叱しかられた。

「ダメよ、パコパコ。おとなしくしていなさい」

「はい、アザリンさま」

　アザリンというのは、ゴザ十六世の即位前の幼名であるが、この名を公に呼ぶことは、奇妙な話だがいまや皇帝のペットであるタイラーだけに許された特権であった。いっぽう、皇帝陛下のほうもまた、タイラーに対してだけは、皇帝の地位を離れ、一人の少女の態度と言葉遣いで接している。

　それは、お互いにとって、至福の時間と言ってよいのかも知れない。

「パコパコ。あたしたちこれから、地球の艦隊をやっつけに行くのよ」

　仮にもかつては、その地球艦隊にあって比類なき戦果をあげ、いまや地球に戻もどれば少将の肩書きを持つタイラーの頭をなでながら、無む邪じや気きにそう言うのである。しかしアザリンの魅力に骨抜きにされ（もともと骨のあるほうではなかったが）彼女の傍そばにいるだけで無上の幸福を味わっている今のタイラーにとって、地球、あるいは惑星連合艦隊という言葉は、ティッシュペーパー１枚ほどの意味も持たない。宝石をあしらったダブダブの服を着せられ、首輪までつけられて、もともとなかったプライドを、完かん璧ぺきに失くしてしまった姿が、今のタイラーなのであった。

　もし、ラアルゴンがタイラーの弔とむらい合戦の意気に燃えて、本星めざして押し寄せて来る地球艦隊の勢いを削そぎたいのであれば、なにも迎撃艦隊を繰り出すまでもない。今のタイラーの姿を見せてやればじゅうぶんであった。それだけで地球の将兵たちは、おおいに士気を低下させたことであろう。しかし、たとえそうとわかっていても、戦いの中にこそ人生の価値を見いだしているラアルゴンにとって、戦わずしての勝利などありえない。その戦いを好む民族としての血は、まだ幼い少女ながら皇こう帝ていゴザ十六世の中にも流れている。

　ラアルゴンには降伏勧告も敵前逃亡もありえない。つまるところ、ふたつの大艦隊は正面からぶつかるしかないのであった。

『陛へい下か、地球の艦隊は、アルタイル星域を中心に、三重の構えをもって布陣しております。来るなら来い、受けて立つという構えですな』

　メルバのスクリーンに、左さ翼よく艦隊を率いるドローメ艦長ル・バラバ・ドムの姿が映し出された。彼は珍獣パコパコを皇帝陛下に献けん上じようした手柄により、一いつ介かいの艦長から、いまや１個艦隊を率いる提督にまで出世していたのだ。

「おう、ドムか。むこうがその気なら、こちらは仕掛けるまで」

　少女はいまや完璧に皇帝の顔で言う。

「ですが、罠わなかも知れませぬぞ」

　皇帝の脇わきに控えていた宰さい相しようワングが、いまいましげな顔でスクリーンを睨にらみながら進言する。

「偵てい察さつ隊たいからの報告によれば、布陣している敵艦隊の数が２００隻せきほどですが足りません。どこぞに伏兵として潜ひそんでいる可能性があります」

「ラアルゴンに後退はない！」

　皇帝は一いつ喝かつした。

「そして姑こ息そくな作戦もな。皇帝の艦隊に許される戦法はただひとつ、制圧前進あるのみだ！」

　ワングはひきさがるしかなかった。国事を壟ろう断だんするこの老ろう獪かいな大僧正も、軍事にかけては幼少時より徹底的な帝王教育を受けて来たこの女帝に及ばない。そして彼女に艦隊戦術を教えた教師こそ、今はなきあのユッター・ド・ロナワー提督なのである。

「ル・バラバ・ドム！」

『はっ！』

「そちに先せん鋒ぽうを命じる。地球艦隊を蹂じゆう躙りんしてみせよ」

『有り難がたき幸しあわせ。武門に生まれたる幸福、これにまさるはありませぬ』

「行け！」

　皇帝の勅ちよく命めい一下、ル・バラバ・ドム率いる３５０隻の艦隊は一いつ斉せいに前進を開始した。めざすは前方に展開した地球艦隊の中央突破である。

「ドム提督はきっとやりますよ。アザリンさま」

　自らの立場も忘れて、タイラーは言う。

「惑星連合艦隊も、私がいなければ単なる烏う合ごうの衆に過ぎません。ドム提督の腕をもってすれば一いち網もう打だ尽じんでしょう」

「パコパコ、愛うい奴やつ……」

　いとおしむように少女帝は、アザリンの素顔に戻もどってタイラーの頰ほおに、その緋ひ色いろの巻毛をすりよせた。もしこの場にドクター・キタグチがいれば、彼女の心の病が、幼くして死に別れた父帝ゴザ十五世に対する、淡い思し慕ぼの情、つまりファーザー・コンプレックスと看かん破ぱしたかも知れない。

「お前の言う通りだ。見ておいで、パコパコ、ドムが地球艦隊を打ち破るのを……」







「敵、前衛艦隊、前方を通過中」

　オペレーターの声が、戦艦『肥ひ前ぜん』の静せい寂じやくすぎるブリッジに響いた。

「かかったな……」

　ミフネは歴戦の軍人らしく、押し殺した声でほくそえむ。隕いん石せき群に潜んで敵艦隊の一部をやりすごし、手薄になった本陣に奇襲をかける戦法である。古典的だが、効果は大きい。彼の麾き下かにある２００隻せきの別動艦隊は、志願してこの危険な任務を買って出た。成功すれば英雄だが、万が一にも敵に見破られればわずか２００隻の小艦隊、全滅は免まぬかれまい。

　実際には敵艦隊が通過するわずかな時間にすぎないが、あらゆる動力を切ってレーダー反応を消し、そのかわり発見されれば反撃もままならない艦隊である。息を殺した乗組員たちの間を、永遠にも思える長くて重たい沈黙が流れた。

「敵、完全に通過しました」

「よし！」

　ミフネ提督は立ち上がった。その脳裏を、戦死した三人の息子の顔が順によぎった。

「全艦突撃！　目標、敵主力艦隊、特に中央巨大戦艦！」

　沈黙を余儀なくさせられていた２００隻のエンジンが一いつ斉せいに猛たけりをあげた。内訳は戦艦８、巡洋艦32、駆く逐ちく艦かん１２８、空母４、補給艦16、護衛艦ほか数隻。平時ならこれだけでも大艦隊の部類に入るであろう。その中にはヤマモトの指揮する『阿あ蘇そ』の姿もあった。

「行け！　全速で突入だ」

　タイラーのことでは精神的負い目のあるヤマモトは、その気持ちを当面の敵であるラアルゴンに対する闘争心に転てん嫁かさせたのである。是非はともかく、軍人としてはうまいやりかたであった。

「皇帝の首を取って、タイラー提督の墓前に捧ささげてやれ！」

　そんなことをすればタイラーが悲しむとはつゆ知らず、ヤマモトの執しゆう念ねんが乗り移ったかのような『阿蘇』は、先陣をきって手薄になったラアルゴンの本陣に肉薄した。

「目標捕ほ捉そく！　フェーザー砲の射程内に入りました」

　キム大たい尉いが叫ぶ。

「撃うて！」

　巨大な旗艦を守るようにつき従っていたラアルゴンの駆逐艦が２隻、フェーザーの直撃を受けて巨大な火の玉となった。







「メルバが奇襲を受けています！」

　副官バルサロームの報告に、

「かまうな！　我々の目標は前方の敵主力艦隊だ！」

　ドムは檄げきを飛ばして麾き下かの全艦を鼓こ舞ぶした。

「あの装甲の厚いメルバが、あれしきのことで沈むものかよ！」

　本隊への突入を阻止せんと、小こ癪しやくにも向かって来た巡洋艦を正確無比な砲火で片づけておいて、高速戦艦ドローメは敵の目の前へと躍り出た。ラアルゴン艦隊の中核をなす主力艦である。全長７４０メートルはメルバの１１１０メートルに比べれば小さいが、それでも惑星連合艦隊の標準型戦艦の５５０メートル、『阿あ蘇そ』も含めた巡洋艦の３８８メートルに比べれば格段に大型だ。火力もそれに比例して強力であった。

「来たな！」

　旗艦『尾お張わり』のブリッジで手ぐすねひいて待ち受けていたアンダーソン司令長官の重い唇くちびるが、それに見合うだけの犠牲を求めて動いたのはそのときである。

「全艦砲門開け！　馬鹿のひとつ覚えの突撃しか知らぬラアルゴン艦隊に、目に物見せてやれ！」

　たちまちシャワーのようなフェーザー砲の弾幕が、漆しつ黒こくの空間に満ち、ラアルゴン艦隊を歓迎した。最初の斉せい射しやで少なくとも50隻せきを超える戦艦と巡洋艦が蒸発したが、突撃して来るドム艦隊の勢いは止まらなかった。沸ふつ騰とうする重金属のガスが、一時的にあたりの空間を満たし、フェーザーに対し絶好のビーム攪かく乱らん幕まくを形成してくれる。その機に乗じてラアルゴンの先せん鋒ぽうは、圧倒的に多数の惑星連合艦隊主力と混じり合い、同士撃ちを恐れた敵がうかつに発砲できなくなったのをよいことに、１隻また１隻と、的確な攻撃で敵を葬ほうむっていった。

　絵に描いたような乱戦である。

「撃ちまくれ！　まわりはほとんど敵だ！」

　ル・バラバ・ドム提督の戦艦ドローメはまさしく獅し子し奮ふん迅じんのはたらきを見せ、かつてプロキオン星域でタイラーが作った撃沈レコードさえ凌りよう駕がするハイペースで、連合艦隊の戦艦を沈めていった。

「雑ざ魚こにかまうな！　戦艦だけを狙ねらえ！」

　このときの戦闘で、のちに有名になったドムの台詞せりふである。とにかく沈めるための敵にはことかかなかった。

　が、さすがは最高司令長官アンダーソンが直接指揮を取る連合艦隊の精鋭である。最初のうちこそ混乱に陥おちいったものの、それも一瞬で、すぐに数に物言わせてラアルゴン艦隊を分断。数隻ずつまとめて各個に包囲し、集中砲火を浴びせて確実に殲せん滅めつしていった。たちまち３５０隻の艦隊は１００隻足らずにまで討うち果たされてしまった。しかし、それまでに奮ふん戦せんするドム艦隊は、それに倍する被害を敵に与えていたのである。

「閣かつ下か、もう限界です！」

　バルサロームが叫んだ。

「そうだな。何隻沈めた？」

「さあ……、17隻目までは数えていましたが」

　首をひねる副官にドムはニヤリと笑って親指を立て、

「よし、戦線離脱だ！　突っ切るぞ！」

　ラアルゴンに逃亡という言葉はない。故に戦線を離脱する場合にも味方のいる方角へ向けて〝逃げ帰る〟ことは許されない。ドム艦隊は敵のド真ん中で残存兵力をいったん集結させ、比較的損傷の軽い戦艦を前面に押し立てて（もはや無傷の艦などドム艦隊には一隻も残ってはいなかった）死線を切り拓ひらき、敵の後衛を突っ切って、敵軍の背後に抜けたのである。

「生き残ったのは何隻せきだ」

「確認できたのは72隻です。遅れた何隻かはあとから追いついて来るでしょうが……。当方の戦果は少なくとも５００隻です」

「そうか。ひさしぶりにいい仕事をしたなぁ」

　２８０隻の損害に対して５００隻の戦果である。圧倒的多数の敵を相手に、考えようによっては驚異的な勝利であった。ドムはその報告に目を細めると、豪ごう快かいに笑った。







「ドム艦隊、離脱しました」

　メルバのオペレーターが報告する。

「よし、主砲発射用意！」

　ゴザ十六世が叫ぶと、エネルギー充じゆう塡てんのため、艦内の動力プラントが一いつ斉せいに唸うなりをあげた。巨大な主砲に、想そう像ぞうを絶するパワーを送り込むため、ブリッジの照明さえ一瞬暗くなったほどである。艦内のあちこちを走っている伝導パイプが、過負荷に耐えかねて悲鳴を上げる。

「エネルギー充塡完了！」

「主砲発射！　目標、敵主力艦隊中央！」

　そう命じて皇こう帝ていは、少女アザリンの顔に戻もどって、タイラーを振り返った。まるで花火見物を楽しむかのようなその表情であった。

「見ておいで、パコパコ。このメルバの惑星破壊砲で地球艦隊が一瞬にして崩ほう壊かいする様を……」

「はい、アザリンさま」

　虚うつろな目でうなずいたタイラーの顔に、一瞬主砲発射の照り返しが走った。一瞬遅れて発射の反動。そして、さらに数秒後、めくるめく光こう芒ぼうがスクリーンいっぱいに広がった。

「たっまや～！」

　反射的にタイラーは叫んでいた。

「地球艦隊、ほぼ消滅しました！」

　ドッという歓声が、メルバのブリッジを満たした。戦いこそ人生を標ひよう榜ぼうするラアルゴン人にとって、大量殺さつ戮りくのときに感じるこの歓喜こそ、その人生でもっとも充実した瞬間かも知れない。１０００隻を超える惑星連合宇宙軍艦隊の乗組員たちは、おそらく何が起こったのかもわからず、一瞬にして大宇宙の構成元素に還かえっていったはずである。

「勝ったな……」

　ル・バラバ・ドムの艦隊が敵を攻撃しつつ牽けん制せいし、その間に接近した旗艦メルバが主砲の一撃で敵を殲せん滅めつする。まさにラアルゴンの必勝パターンであった。

「パコパコ、勝ったよ」

　皇帝がタイラーの髪に白い指をからめようとしたその瞬間、メルバの艦体に衝撃が走った。

「敵、接せつ舷げん！」

「なに？」

　血相を変えたのは宰さい相しようワングである。

「気づかなかったのか？」

「主砲にパワーを回していて、レーダーが使えなかったのです」

　オペレーターが弁解した。メルバの構造上の欠けつ陥かんが、まさに暴露されたのである。

「皇こう帝てい陛へい下か、宰さい相しよう閣かつ下か、避難してください。完全武装の敵兵が乗り込こんで来ます！」

「どこへ避難するのだ？」

　ゴザ十六世は笑っていた。少なくとも敵兵と聞いて青ざめているワングよりは、肚はらは座っている。

「デッキでは白兵戦が始まっています！」

「護衛艦隊はなにをしておる！」

　ワングはてきめんにうろたえた。

　アザリンさまをお守りせねば……。

　タイラーがぼやけた頭でそう考えたとき、目の前の隔かく壁へきが赤熱し、一瞬遅れて爆発した。

　破片が降りそそぎ、ブリッジは一瞬地獄絵となる。タイラーは咄とつ嗟さにアザリンをかばって、胸にその少女をしっかりと抱きかかえたまま気を失った。














第八章　めんどうみたョ









「艦載機発進！」

　ヤマモト艦長の号令に、

「待ってました」

　とばかりに、サカイ、シラギクの両パイロットは『阿あ蘇そ』のフライトデッキからカタパルトで発進した。瞬間的に12Ｇの圧力がコックピットにかかるのを、笑顔で受け流す。

「気合い入れて行こうぜ、相棒！」

　普段はおとなしいサカイ大たい尉いも、戦闘機に乗ると人が変わる。言われた相棒のシラギク中尉も、コックピットの中で笑顔を見せている。

　新型機である。チバニューム弾頭ミサイルしか武装のない『蜃しん竜りゆう』に変わって、機動性に優れ、装備も充実したマクダネルダグラスの最新鋭戦闘攻撃機、Ｆ―１００１『キョンシー』が、艦隊に配備されたのである。熟練パイロットの手にかかれば鬼に金棒であった。

『前方警戒レーダーに反応！　敵戦闘機多数接近！』

「来やがったな」

　電子装備も格段に充実している新型機だけのことはあって、『キョンシー』のレーダーははるか前方で敵編隊を捕ほ捉そくした。ヘッドギアに内蔵されたイヤホンから刻々と送られて来る音声情報に、サカイは舌なめずりした。

「目標自動ロックオン！『ヴァジュラ』発射！」

『キョンシー』の攻撃レーダーは、同時に32の目標を捕捉でき、そのうち任意の８目標に対して、長距離機動ミサイル『ヴァジュラ』を発射できる。射程は８０００キロ。わずか２秒後に深しん紅くの花が、宇宙空間に広がった。

『全弾命中！』

「当ッたりめぇよォ！」

　サカイは気勢を上げた。敵がよほどのジャミングシステムを使わない限り『ヴァジュラ』が狙ねらった的をはずすことはめったにない。ラアルゴンの電子装備は地球のものより劣る。極端な話、誰だれが撃うっても命中する。問題はここから、敵との距離がつまり、短射程ミサイル『ピラニア』と、レーザー機関砲によるドッグファイトレンジに入ってから、パイロットの腕の差が物を言う。

　たちまち敵編隊が肉眼で識別可能な距離にまで接近して来た。ラアルゴンの主力戦闘機、連合宇宙軍コードネーム『バハムート』である。扇おおぎ形がたの機体と並列複座のコックピット。武装は対空ミサイルとレーザー機銃。電子装備を別にすれば性能は連合宇宙軍のものと拮きつ抗こうしている。その数およそ30！

　最初の接触で、サカイとシラギクは、二人で５機を血祭りにあげた。さらに反転して後方から襲いかかる。

『サカイ大尉！　敵は』

　イヤホンから一瞬目標を見失ったシラギク中尉の声がした。上下感覚のない宇宙空間での乱戦では、よくあることだ。

『敵は、どの方向にいますか？』

「さあな……」

　サカイはうそぶいた。

「１機はさっき、撃墜した。もう１機はいま、真正面だ！」







「まだ撃沈できんのか」

　戦艦『肥ひ前ぜん』のブリッジでは、ミフネ提督が苛いら立だっている。

「これだけの火力を集中して、かすり傷ひとつ負わせられんとはどういうことだ？」

「シールドです、閣かつ下か」

　オペレーターが説明した。その冷静な顔がまた、ミフネには気に入らない。

「シールドを張って防御している上に、装甲がまた、とてつもなく厚くて……」

「喋しやべっている暇があったら攻撃しろ！」

　百戦錬れん磨まの提督も、自分がもはや時代後れになりつつあるという感は免まぬかれない。だが、まだまだ若い者には任せられないとも思うのだ。その苛立ちが、ミフネをよけいに叫ばせる。

「閣下」

　振り向くと、ユリコ・スター少しよう尉いがファイルを抱えて立っていた。

「君か……」

　このあまりにも戦場には場違いの秘書を、ミフネは『肥前』に乗せることに反対したのだが、本人が強く、作戦参加を希望したのである。

「危険だぞ」

「危険は覚悟の上です」

　そのあまりに真剣な表情に、結局はミフネも折れるしかなかったのだが、それにしても危険すぎる。ミフネは正直、今回の決戦にあたって、自分自身の死は覚悟していた。これで三人の息子の後を追い、死に遅れた身にもようやく最後の一花を咲かせることができると、内心安あん堵どさえしていたのである。しかし、スター少尉だけはどんなことがあっても死なせたくはなかった。

「なにかね少尉」

　声を和らげ、ミフネは言った。

「データファイルを照合してみたのですが」

　オフィスにいるときと少しも変わらぬ口く調ちようで、ユリコは提督に説明した。

「あの巨大戦艦はメルバクラスの砲撃艦と思われます。最大の兵器は艦体下部に装備した惑星破壊砲ですが、これを発射する瞬間には、シールドを解除しなくてはなりません。その隙すきに乗じて攻撃されては」

「ウム、わかった」

　ミフネは大きくうなずいた。

「『阿あ蘇そ』のヤマモト艦長を呼び出せ」

　立体スクリーンに、ヤマモトの端整な顔が大写しになる。

『なにか、閣下』

「君の艦ふねにやってもらいたいことがある。あの巨大戦艦が主砲を撃つ機に乗じて、接せつ舷げんし、移乗白兵戦をやってもらいたいのだ。できるか？」

『やるしかないでしょうね』

　絵になるしぐさで帽子を直しながら、ヤマモト艦長は言った。

『自分も今、それしか勝ち目はないと、考えていたところです』

「儂わしの持ち駒の中でいちばん頼りになる軍人は君だ。君にやってもらうしかない」

『了解！　しかし宇宙軍というより、海賊の戦法ですな、これは』

　そうぼやいて、ヤマモトは通信を切った。







「白兵戦だ。準備はいいか」

『野郎ども』と、ヤマモトはつけ加えたい心境であった。

「艦長、強襲揚陸艦『サイパン』より通信が入っています」

　キム大たい尉いが間かん髪はつを入れずに報告した。

「揚陸艦だと？」

「はい。どうしますか？」

「チャンネル開け。出よう」

　スクリーンに、髭ひげをたくわえた、見るからに筋骨隆々の中年男が現れた。

『そちらは『阿あ蘇そ』か？　自分は『サイパン』の艦長、ボブ・キーナン中佐だ』

　艦長というより、港湾労働者かプロレスラー、さもなくば海兵隊の軍ぐん曹そうといったいでたちの男である。

『その作戦、自分も混ぜて欲しいですな。なにしろこっちは白兵戦のプロだ。年季が違う』

　ちょっとしたピクニックにでも行くような調子でそう言うのである。

『失礼だがそちらの艦に、白兵戦の経験者は少ないでしょう』

　その通りなので反論できない。しかしプライドの高いヤマモトは、

「こちらでもじゅうぶん足りていますが、ま、それほどおっしゃるのなら１個中隊ほどお借りしますかな」

　と、余裕を見せた。

『結構、こちらはいつでも準備ＯＫです』

「グエン中尉！　転送準備。『サイパン』のお客様を、デッキにお迎えしろ」

「了解、転送します！」

　たちまち完全装備の１個中隊が、『阿蘇』のデッキに出現した。指揮官は２メートルを越す白人の大男である。

「お招きによって参上いたしました。海兵隊特務曹長、ミッキー・クライバーンです」

「あの様子じゃ艦長自みずから、お出ましかと思ったがね」

　ヤマモトが皮肉っぽく笑う。

「自分たちが全滅したら、次はいよいよ俺おれの出番だと、艦長は申しておりました」

　クライバーン曹長は、ニコリともせずに言った。眉み間けんの出っぱった顔立ちは、ネアンデルタール人を連想させる。

「上出来だ。やってもらおう」

『サイパン』から移乗した１個中隊30人に、『阿蘇』から15人、それにヤマモト自身とカトリ中佐が加わって、上陸隊が組織された。まがりなりにも精鋭と言ってよいだろう。全員、アサルトビームガンと手て榴りゆう弾だんで身を固め、いつでも戦える態勢である。

『艦長、敵戦艦が主砲を発射します。シールドを解除しました』

　ブリッジから、キム大たい尉いの声が報告してきた。

「よし、総員突入準備！　接せつ舷げん時じの衝撃に備えろ」

　ヤマモトがそう言いかけたとき、キム大尉の声が悲鳴、いや、絶叫に変わった。

「どうした？」

　めったなことで取り乱したりはしない大尉である。ヤマモトは一瞬、不安に襲われた。

『主力艦隊が……』

　それきり、ブリッジからの報告は絶句してしまう。

「どうした、キム大尉！　主力艦隊がどうかしたのか」

　このときにはもう、連合宇宙軍の主力艦隊は、主力ではなくなっていた。

　メルバの惑星破壊砲の直撃を受けて、瞬時に１０００隻せき以上の艦が消滅してしまったのである。生き残った３００隻足らずの艦も、半数は戦闘不能に陥おちいっていた。アンダーソン提督座乗の旗艦『尾お張わり』は後方にいてからくも難を逃れたが、命令系統に大混乱を生じた惑星連合艦隊はもはや組織だって戦える状態ではなく、あとはラアルゴン艦隊が蹂じゆう躙りんするにまかせるほかなかった。

　いまやミフネ提督の指揮下にある２００隻足らずの別動隊が、唯ゆい一いつ作戦行動可能な艦隊であった。

「うろたえるな！　いまさら後あと戻もどりはできん！」

　ヤマモトはマイクに向かって檄げきを飛ばした。

「もはや目の前にある敵の旗艦を占領して、皇こう帝ていを人質にするしか、我々が生き残る道はない！」

　冷静な判断力と豪ごう気きさを併あわせ持つ、ヤマモトにして初めて言える言葉である。まさしく軍人としては不世出の逸いつ材ざいであった。

「突入！」

　ギリギリまで接近した『阿あ蘇そ』の舷げん側そくから、数本の移乗用チューブが、メルバに向けて打ち込まれた。てぐすねひいて待ち構えていたクライバーン曹長指揮下の海兵隊員が、ビームライフルを腰だめで連射しつつ、突入した。不意をつかれたラアルゴン兵士は、その火線に貫つらぬかれてバタバタと倒れる。

「目標はブリッジだ！　皇帝を捕とらえろ」

　ヤマモトは自ら陣頭に立ち、レイガンを撃ちまくりながらブリッジへと肉迫した。士官学校主席は、伊だ達てではない。やがて目の前に、ブリッジへと通じるエアロックが見えて来た。乗り込んでから三分も経っていない。白兵戦の見本のような指揮ぶりである。

　クライバーン曹長が、エアロックめがけて分子手榴弾を投げつけた。戦車さえ一撃で破壊する強力無比な陸戦用兵器である。たちまち白熱したドアが飴あめのように溶け、突破口が開かれた。

「前進！」

　分子手榴弾の破片が跳ね狂ったのであろう。ブリッジの中で生きて、無傷でいた人間は三人だけだった。オペレーター席にいて難を逃れた二人の兵士が、腰のホルスターに手をかけて立ち上がりかけたが、すぐに海兵隊員の正確な射撃を受けて朱あけに染そまった。残りの一人は、間かん一いつ髪ぱつで脱出用チューブへと通じるハッチに身を躍らせた。一瞬遅れて、ビームライフルが閉まったハッチに弾はじけた。

「チッ！」

　クライバーンが舌打ちした。

「見るからに、偉そうなのを逃がしたぞ。ありゃ皇こう帝ていか、さもなきゃ大臣てとこだな」

　やがてメルバの後部ハッチから、１隻せきの脱出艇が青白い炎を曳ひいて飛び出すのが見えた。

「サカイ大たい尉い！」

　ヤマモトは無線器に向かって叫んだ。

「脱出艇が行ったぞ。追え！」

『無理です！』

　必死で戦っているのであろう。サカイの声は彼にしては珍しく、うわずっていた。

『こっちはこっちで、手一杯です。それに、撃げき墜つい記録がかかっているんですよ！』

「そんなもの、誰だれかにくれてやれ！　こっちは全艦隊の運命がかかってるんだ」

『こっちもそうしたいんですがね……』

　サカイの声は、不ふ機き嫌げんである。

『あちらさんが、離してくれそうもないんですよ。あっ！』

「どうした？」

『喜んでください、艦長。撃墜新記録、達成です！』

「馬鹿者が！」

　腹立ちまぎれにヤマモトは、足元に転ころがっていた襤ぼ褸ろ雑ぞう巾きんのような死体を蹴け飛とばした。そして、その死体が微かすかに動いたのと、その胸に一人の少女をしっかりと抱きかかえているのを見て、少なからず驚いた。

「救護班！」

　ヤマモトは叫んで、その奇妙な格かつ好こうをした男の顔を覗のぞき込んだ。

　彼の驚きが驚きよう愕がくに変わるまでに、さほどの時間はかからなかった。







「敵機接近！」

「なに？」

　振り仰いだ頭上で、爆弾だかミサイルだかが炸さく裂れつした。『肥ひ前ぜん』はブリッジに直撃弾を受けて、一瞬全艦の機能が停止した。

「提督！」

　思わず駆け寄ろうとするユリコ・スター少しよう尉いを、

「危ない！」

　と、ミフネは突き飛ばした。その頭上に、隔かく壁へきが音を立てて崩れかかった。

「提督！」

　床に倒れて、顔を上げたユリコは、鉄材の下敷きになった提督を見た。

「やあ……」

　青白い顔で、提督はさかさまになったままユリコを見上げた。

「ケガはないか？　少尉」

「大だい丈じよう夫ぶです……」

　顔面蒼そう白はくになりながら、ユリコはうなずいた。

「そうか……よかった」

「それより提督のほうこそ……」

「儂わしか……、ウフフ。儂なら見ての通りだよ」

　笑いかけてミフネは苦痛に顔を歪ゆがめた。

「腹を斬きるまでもないな……、これは」







「地球人、パコパコは助かるのか？」

　皇帝の威い厳げんも、矜きよう持じもない。ただ一人の少女の真剣な顔が、問うた。

「さあ、五分五分ですか……皇こう帝てい陛へい下か」

　手術着のキタグチは、手を洗いながらしきりに首をひねった。

「ただ言えることは、全身打撲に出血多量、おまけに火傷やけど。背中には破片がいっぱい。これで助かったらタイラー提督、もといパコパコの運は本物ということですな」

「助けてやって欲しい。身を挺ていして朕ちんをかばってくれたのだから……」

「そうでしょうな。私は長いこと否定していた性善説とやらを、ようやく信じる気持ちになりましたよ」

「まあそう言うな、ドクター」

　ヤマモトがたしなめた。

「敵の皇帝陛下を捕ほ虜りよ、もとい保護して、おまけに死んだと思っていた英雄タイラー提督が、奇跡の生還を遂とげたんだ」

「まだ生還と決まったわけではありません。それに、またぞろやっかいをしょい込んでしまったかも知れないんですよ」

「ふむ……まあ」

　ヤマモトは首筋をトントンと叩いた。こういう気苦労ならし甲が斐いもある。

「タイラー提督だけでもいい加減もて余していたのが、加えて皇帝陛下だ。『阿あ蘇そ』が幼稚園になってしまったような気分だ」

「見くびるな地球人！」

　ゴザ十六世が一いつ喝かつした。

「パコパコにもしものことがあったらただではすまぬぞ！」

「はいはい。かしこまってござい……」

　キタグチは軽く流して、

「脳に埋め込こまれていた洗脳チップは摘てき出しゆつした。目覚めればいつものタイラー様だ。しかし敵に捕つかまっていた間に少将に昇進しているのを知ったら、タイラー閣かつ下か、何と言うかな」

　キタグチとヤマモトは互いに顔を見合わせて、同じ台詞せりふを口走った。

「文句あるかよ。あるはずァない！」

　二人が自己嫌けん悪おに陥っている間も、皇帝は、心配そうに昏こん睡すい状態にあるタイラーを見つめていた。

「ところで艦長。タイラー少将が生きていたことを、全軍には公表するのか？」

「それは容態次し第だいだ。このまま死ぬようならタイラー提督は、やはりあのときに死んだことになるだろう。そう思って、海兵隊の連中にも篏かん口こう令れいを敷いてある」

　ヤマモトは、大きくため息をついた。

「ドクター、正直なところ、助かるのか？　パコパコ、いや、タイラー少将は……」

「助けるさ」

　キタグチは強い調子で言った。この男のこれほど真剣な表情を、ヤマモトは見たことがなかった。

「この少女にパコパコが必要なように、我々には英雄タイラーが必要だ」







「皇こう帝てい陛へい下か崩ほう御ぎよ！」

　その報しらせは電撃のように、ラアルゴン帝国の全艦隊を突き抜けた。

　圧倒的優位にありながら、全滅寸前の惑星連合艦隊を前に、ピタリと攻撃の手が止まったのも、そのショックによるところが大きかった。もちろん、その裏にはいまや５００隻せき足らずの地球艦隊など、いつでも撃破できるという余裕があったことも否めないが、とにかくこの〝誤報〟によって、タイラーを含む連合宇宙軍は、一時的にせよ命拾いしたのである。

「信じられぬ！」

　ル・バラバ・ドムはドローメのブリッジで、反狂乱に近かった。例によって部下たちは、とばっちりを恐れて誰だれ一人近づこうとはしない。もっとも、皇帝陛下の死を聞かされて、自分も半分死んでしまったかのような兵士も、また多かったのではあるが……。

「俺おれが傍そばについていれば、命に代えても陛下をお守りしたものを！」

　ドムの怒りは、皇帝の傍にいながら彼女を守れなかったばかりか、おめおめと逃げ帰って来た、ナク・ラ・ワングに向けられた。

「実戦経験もないあの糞くそ坊主が、全軍の指揮をとるだと……」

　それこそ、ドムには耐え難がたい屈くつ辱じよくであった。皇帝の弔とむらい合戦という大義名分がありながら、それゆえ彼は、どうしても積極的に戦う気分になれないでいた。

「閣下、御命令を」

　恐る恐る近づいて来たバルサロームに、

「全艦、俺の命令があるまで動くな！」

　と、ドムは命じた。

「宰さい相しよう閣下の御命令を無視なさるので？」

　返事の代わりに、彼は凄すごい形ぎよう相そうで憐れな副官を睨にらみつけた。

「俺が従うのは皇帝陛下の命令だけだ！」

　バルサロームは縮みあがるしかなかったが、彼の心中はまったくドムと同じであった。







「ドム艦隊が動きません！」

「おのれ、不忠者めが！」

　自分のことは棚たなに上げて、いまや名実ともにラアルゴン帝国のナンバーワンとなった宰相は叫んだ。逃げ足の速さと悪運の強さだけなら、彼は立派な宰相の器うつわである。

「まあよい。手持ちの艦隊だけでも地球艦隊など殲せん滅めつできる。全艦続け！　地球人どもに引いん導どうを渡してやる」

　ドム艦隊の70余隻を除いても、まだワングの指揮下には２０００を越す主力艦隊が残っている。心理的にはともかく、ドムの離反は、数的にはほとんど些さ細さいなことでしかない。

「本来ならドムは大逆罪だ。死刑は免まぬかれん。しかし彼の始末は地球艦隊を料理してからゆっくりとつけてやる。まずは目の前の敵を片づけるのが先だ。前進！」

　ラアルゴンの主力艦隊はゆっくりと前進を開始した。目標は、ミフネ提督率ひきいる２００隻足らずの惑星連合艦隊。

　十対一の戦力比は圧倒的である。しかし悲しいかな実戦経験のまるでないワングは、自分たちも同じ戦法で報復されるとは、想そう像ぞうもしていなかった。







「敵主力艦隊接近！」

「来たな……」

　ブリッジに運び込まれたベッドに体を固定されて、満身創そう痍いとなりながら、なおもミフネはその超人的な精神力で指揮をとっていた。しかしその顔色は、さすがに憔しよう悴すいを隠しきれない。

「ヤマモト艦長。準備はいいか？」

『準備完了です！』

　通信は『阿あ蘇そ』ではなく、メルバのブリッジからであった。拿だ捕ほした戦艦の主砲を、敵に向かって使おうというのである。

『エネルギーが底をつきかけています。おそらく一発撃うったらおしまいでしょうが、半分は沈められるでしょう。それに、敵に与える心理的ショックは相当なものでしょうからね』

「たのむぞ……」

　それだけ言うのが精一杯だったのか、ミフネは枕に頭を沈め、目を閉じてしまった。額にはじっとりと汗が滲にじんでいる。

　ユリコが心配そうに、その汗を拭ぬぐった。

「目標固定！　前方敵艦隊中央！」

「撃て！」

　ヤマモトの命令とともに、まばゆい閃せん光こうの柱が、天頂方向に向かって伸びた。それは銀河という湯ゆ呑のみに立った、巨大な茶柱と、惑星連合宇宙軍兵士たちの目には映った。







「か、艦隊消滅！」

「なに！」

　惑星破壊砲の直撃こそ免れたものの、ワングの座乗する旗艦・ズワーフはあおりをくって大揺れに揺れた。ようやく振動のおさまった艦のブリッジで、彼は信じられない報告を聞かされたのだ。

「ざ、残存は何隻だ？」

「に、２３０隻です……」

　敵艦隊を一挙に蹂じゆう躙りんせんものと、密集していただけに被害も大きかった。これで、彼ひ我がの戦力差はほとんどなくなった。いや、圧倒的不利を一撃でひっくり返したぶん、勝利の機運をつかんだ惑星連合艦隊のほうがはるかに有利である。ラアルゴン艦隊は指揮系統の乱れと、恐怖によるパニックで、士気の低下夥おびただしい。

「後退だ！　後退しろ！」

　ワングは叫んだ。

「お言葉ですが閣かつ下か……」

　意地悪く、提督の一人が言う。

「我がラアルゴンに、後退の二文字はございません」

「では転進だ。本星に向かって転進！」

　押し殺した笑いがブリッジを支配した。どうやらワングは、実戦派の提督たちには快く思われてはいないらしい。







「敵、退却します……」

　キム大たい尉いの言葉に、

「ラアルゴンの面つら汚よごしが！」

　激しく憤ふん慨がいしたのは『阿あ蘇そ』のブリッジにいた皇こう帝ていゴザ十六世である。

「なぜ最後まで戦わん！」

「あ～、よく寝た」

　そのとき背後で起こった声に、ブリッジにいた全員が振り向いた。

「艦長！」

「タイラー閣下！」

「パコパコ」

　叫びはさまざまだが、喜びはひとつであった。

　特に少女帝は、まだ包ほう帯たいも取れない、その首筋に飛びついた。

「パコパコ、よかった！　元気になったのね」

「皇帝陛下、なんでここに？　それにみんなも？」

　ひとり蚊か帳やの外に置かれたように、タイラーはきょとんとしていた。彼はラアルゴンによって洗脳されていた間のことを、なにひとつ覚えてはいないのだった。







「閣下、ドム提督の艦隊に救援を求められては？」

　参さん謀ぼうの一人が進言するのを、ワングは無視した。

「馬鹿な！　いまさら裏切者に救援を頼めるか」

　吐き捨てるように彼は言い、どうにか宰さい相しようとしての体面を保った。

「まだ数では、我が艦隊のほうがわずかに敵を凌しのいでおる」

「だがそれも、当面の敵に対してだけです。敵の主力が再集結すれば……」

「その前に決着をつける！　考えてみれば敵の艦隊は戦闘続きで弾薬も底をつきかけているはずだ」

　ようやくその事実に思いいたって、ワングは強気になった。

「転進だ！」

　提督たちの、自分に向けた嘲ちよう笑しようを無視して、ワングは叫んだ。

「再び転進！　今度は敵に向かってだ！」

　ラアルゴン艦隊は再び反転した。のちに、帝国始まって以来最悪の醜しゆう態たいと呼ばれることになる艦隊機動であった。







「ジャスティ・ウエキ・タイラー少将」

　苦しい息の下で、それでもまっすぐに彼の顔を見つめながら、ミフネは言った。

「見ての通りだ。いまや残った全軍の指揮を……不本意ながら貴様に委ゆだねる」

　不本意ながらというところに、思いっきり力を込めて、ミフネは激しく咳せき込こんだ。ユリコ・スター少しよう尉いがその背中をさする。

「貴官は一度死んだのだ。そのままでいてくれたらどんなに……あ、いや。とにかく惑星連合の興廃この一戦にあり、だ。貴官も漢おとこなら、この一戦に勝利して、運だけの男でないことを証明してみせい」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、閣かつ下か」

　いつもの軽さで、タイラーは胸を叩たたいた。

「全軍この私が、めんどうみます。言いたかないけど、めんどうみよう！」

「ふ、頼もしいな……」

　ミフネの顔が、微かすかにほころんだ。

「認めたくはないが、貴様の顔が仏に見える」

「そうでしょうとも！」

　タイラーは大きくうなずいた。

「それから閣下、訂正してください。小官の手柄は、すべて実力で獲得したものであります。その点、お忘れなく」

「サバ云いうなこのヤロー……」

　ミフネはたしなめるようにそう言ったが、怒ってはいなかった。

「たのむぞ……タイラー」

　それきり提督は、がくりと頭を下げた。

「提督！」

「ミフネ提督！」

　ヤマモトがその遺体にすがりつき、ユリコは顔を覆って泣き崩れた。

　惑星連合宇宙軍中将・セッシュウ・ミフネ。享年55歳。死後、大将に叙じよせられた。

　あとはタイラーの、やりたい放題であった。

「さぁ～、いっちょう気合い入れてブァ～ッとやるかぁ！」

　ひさびさにタイラーらしい、やる気に溢あふれた顔が戻った。

　そして、歌声も──。





士が官つ学こ校う出てから　二年と三月

ちょっとは知られた　艦長さ

ビーム　ミサイル　バカスカ撃うって

しとめた敵艦　五万と五隻

ア　提督出世も当たり前

チョイトコリャ　出世も当たり前
















第九章　これで宇宙も安心だ









「う～ん、やっぱり戦艦の乗り心地は最高だなあ」

　応急修理を終えた『肥ひ前ぜん』のブリッジで、タイラーは提督席にドッカと腰を落として、すこぶる上じよう機き嫌げんであった。つい前までミフネ提督が座っていて、戦死した席だという観念は、ついぞこのオプティミストの脳裏には浮かばないらしい。

「やっぱり艦ふねは大きいに限るよ。駆く逐ちく艦かんよりは巡洋艦、巡洋艦よりは戦艦。男と生まれたならいつかは戦艦。夢だねえ」

「聞いたかい」

　カトリ中佐がグエン中ちゆう尉いに囁ささやいた。

「いつかはクラウン。タイラー提督にとって、軍艦なんてそんなものなのさ。これでこそ、我々のタイラー閣かつ下かだ」

「ええ、この間まで中古のスターレットにも乗れなかったあの人にとっては、まさに夢でしょうねえ……」

　グエンの言葉は辛しん辣らつだが、ある種の諦てい観かんと、それにもまさる好意に裏打ちされている。

　戦艦『肥前』は全長９００メートル。『尾お張わり』や『薩さつ摩ま』と並んで、惑星連合艦隊では最大級の大型艦である。標準型戦艦との違いは火力の差もさることながら、完備された旗艦設備にある。通信、探知の各システムが充実しており、そのブリッジからの司令で、同時に何百隻という艦隊を指揮することが可能であった。もちろん、生産数は多くない。グエン中尉がこの艦を、最高級のエアカーにたとえるのも、だからもっともな話なのである。

「さてと……」

　タイラーは通信装置に向かって、軽く咳せきばらいした。すでに惑星連合宇宙軍提督の盛装に身を包んでいる。

「連合宇宙軍の勇敢なる将兵諸君！」

　のちに、タイラー一世一代の晴れ舞台と呼ばれる演説は、その一言から始まった。

「連合宇宙軍の勇敢なる将兵諸君！　私はジャスティ・ウエキ・タイラー少将だ。ラアルゴン帝国から奇跡の生還を遂げて、たったいま、戦艦『肥前』のブリッジから諸君らに挨あい拶さつしている」

　その言葉が、どれほど疲れきった兵士たちを勇気づけたかは想そう像ぞうに難かたくない。沈みがちだった各艦のデッキは、瞬間、歓声に包まれた。

「いろいろとあったが、残念なことに説明している時間がない。私の武勇伝が聞きたかったら、この戦いに生き残って地球に帰ることだ。そのためには、目の前に迫ったラアルゴンの艦隊を、みんなで力を合わせて倒しましょう。ドントね！」

　艦隊が湧わきたった。勇気百倍とはこのことだ。タイラーの軽い口く調ちようが、こうなってみると実に頼もしく思えるから不ふ思し議ぎである。

「なあに、必ず勝てる！　お前はお前を信じなさいだ。行こう、諸君！　栄光の勝利を目指して！」

「タイラー提督万歳！」

「惑星連合万歳！」

「タイラー提督万歳！」

　期せずして、シュプレヒコールがひとつになった。







「パコパコ、いや、ジャスティ・ウエキ・タイラー。お前には命を救われた借りがある。だからという訳ではないが、言っておくぞ。無む駄だなあがきはやめて、即座に我が艦隊に降伏せよ」

　演説を終えたタイラーを、皇こう帝ていゴザ十六世の鋭い舌ぜつ鋒ぽうが突いた。もはや少女アザリンの顔ではない。その凜りん然ぜんとした態度は神聖ラアルゴン帝国の堂々たる女帝だ。

「ラアルゴン帝国は無敵だ。降伏しろ。命の礼だ。特例を認めて、命だけは助けてやろう。そうして、お前は朕ちんのペットに戻もどるのだ。部下の命は朕が誇りに賭かけて保証しよう」

「見くびってもらっては困ります。陛へい下か、いや、アザリンさま」

　タイラーは一段高い提督席から、涼しい顔でかつての主人を見下ろした。

「無駄なあがきは、ラアルゴンのほうです」

「朕を人質に取ったからか。甘いわ！」

　皇帝は隠し持っていた短剣を抜いて、自らの喉のどを突くしぐさをしてみせながら、

「おめおめと貴様らの捕ほ虜りよになった時点で、朕は自みずからの命はないものと覚悟しておる。今すぐこの場で死んでみせて、その事実を朕の艦隊が知ればどうなる？　復ふく讐しゆうに猛たけり狂った帝国艦隊の凄すさまじさ、思い知るがよいわ！」

「無駄死にです。やめておきなさい」

「無駄死にかどうか、見せてやるわ！」

「ああ、あぶない」

　ヤマモトが、手慣れた調子で、皇帝の手から短剣をひったくった。

「子供には危険すぎる玩具おもちやだ。こういう危ないものは、ドクター・キタグチにでも持たせておくに限る」

「返せ！」

　皇帝は抵抗したが、所しよ詮せんは子供の力である。ヤマモトはタイラーに向かって親指を立てると、ニヤリと笑ってみせた。

「敵、射程距離に接近まであと７ナナ０マル０マル光秒！」

　キム大尉の明瞭なカウントダウンは、ひさびさに聞くタイラーの耳には心地よい。

「ヤマモトくん。挺てい身しん隊たいを組織してくれないか。大至急だ。それと、グエン少尉……、おっと、中尉になったんだっけな、彼を呼んでくれ」

「了解しました。しかし、なにをなさるつもりで？」

　ヤマモトの言葉にタイラーはニヤリと笑って親指を立て、こう言った。

「企業秘密だ」







　タイラーから作戦を聞かされたグエン・ホー・ミン中尉と、強襲揚陸艦『サイパン』の艦長、ボブ・キーナン中佐は、そのあまりの突飛さに目を白黒させた。

「そんな単純な作戦が、うまくいきますか？」

　グエンはタイラーの作戦に懐疑的である。

「それに、転送機をそんなことに使うなんて……。だいいち敵に知られたら、同じ手段で報復されます」

　なまじ専門知識と技術者としての誇りがあるからだろうが、将官になってもまだ、グエンはこの上司を全面的に信頼することができない。それに比べればキーナン中佐のほうは、はるかに積極的だった。

「面白い作戦ですな。やりましょう」

　実戦派の中佐は、おおいに乗り気である。

「単純だが実に奇想天外だ。それに、今まで誰だれもやらなかっただけあって、コロンブスの卵です。ぜひ自分に、指揮を取らせてください」

　それで話は決まった。グエンはしぶしぶ転送機に向かい、キーナン中佐、クライバーン曹そう長ちようらを中心とする挺身隊は、完全武装で配備に就いた。

　敵との距離がさらにつまった。ヤマモト大佐は艦長として指揮を取るために『阿あ蘇そ』へと戻もどり、決戦の準備は整った。

　タイラー麾き下かの連合宇宙軍艦隊１８０隻せき。

　ワング指揮下のラアルゴン艦隊２３０隻──。

　小規模とはいえ、これぞまさに、最後に残った主力艦隊同士の一いつ騎き討うちである。

「敵艦隊、射程距離に入りました」

　キム大尉の声に、

「全艦突入開始！　最大戦速！」

　タイラーは前々から言ってみたくてたまらなかった台詞せりふを、声を大にして叫んだ。

「ブァ～ッと行け！　ドント行け！」







　惑星連合艦隊の先せん鋒ぽうを務める駆逐艦『そよかぜ』の艦長ジェット・シン・ヤスダ少佐は、かつてプロキオン星域での会戦において、一時的にタイラーの副官だった男である。あの日の感動を、彼と彼の部下たちは今日に至るも忘れてはいない。タイラー艦長の武勇伝は彼らの間では語り草となっており、タイラーその人も神格化されていた。

「へっへ、あの艦長も偉えらくなったもんだ」

　演説を聞きながら、ヤスダ艦長は新顔の部下たちに、得意顔で説明した。

「俺おれなんざ、10歳も年下のあの人に、『ヤスダ～！』と、頭ごなしに命令されたもんよ。でも、あの人は違ってたね。士官学校出た、ペーペーの将校なんかとは違って、下積みの俺たちの苦労を、わかってくれる人だった。俺は、あの人は今に偉くなってくれるって、その頃ころからふんでたんだ。みんな、あの提督を、男にしてやろうぜ！」

　オ～ッという歓声が、『そよかぜ』のブリッジを満たした。いや、『そよかぜ』に限ってのことではない。そうした光景は、タイラー艦隊のすべての艦で見られた。

　タイラーほど、下級兵士たちの人心を掌しよう握あくした提督は、惑星連合宇宙軍史上、他ほかに例を見ないのである。

　もちろん、やっかみの声もあるが、それさえも親しみに溢あふれている。例えば巡洋艦『大だい雪せつ』の艦長、ヒロユキ・タケフ大佐の台詞など、端的にしてその好例であったと言うべきであろう。

　彼はその日の航星日誌に、ただ一言、こう記している。

『宇宙暦６９９９、８３・２６２。馬鹿が戦艦でやって来た──』




「行け、進め！　地球人どもを皆殺しだ」




　戦艦ズワーフのブリッジで、ナク・ラ・ワングは仁に王おう立だちになって叫んだ。さっきまでの醜しゆう態たいがなかったら、勇猛果か敢かんと呼んでよい姿であった。

「まずは中央突破！　そして反転して一挙に殲せん滅めつだ！　手柄を立てた者には、地位も、領土も、欲しいままぞ！」

　もはや、国事を私し物ぶつ化かして、誰だれはばかるところのない彼であった。

　ル・バラバ・ドム提督の嘲ちよう笑しようが、聞こえるようである。８０００光秒ほど離れた地点で、彼は日和見ひよりみをしながら、あんな男が指揮官を務める艦隊に加担しなくてよかったと、心から胸をなでおろしていることであろう。

「数はまだまだこちらが多い。負けるはずはない」

　ワングの勝算はしかし、タイラーという未知数のファクターを、まるきり計算に入れてはいない。あるいは拿だ捕ほした味方の巨大戦艦メルバの主砲を逆にくらうという、手痛いしっぺ返しをくらったあとだけに、地球側にあれを上回る奇抜な反撃などもはやないと、高たかをくくっていたのかも知れない。

　ラアルゴン艦隊がその異変に気づいたのは、両艦隊が交戦状態に突入してから、５分もたたぬうちであった。

「閣かつ下か！　戦艦ブルーメが、交信不能です」

　オペレーターの声を、

「ええい！　今さら戦艦の１隻や２隻などなんだ。放っておけ」

　と、退けたワングであったが、すぐに無視できなくなった。

「巡洋艦パルゴーンも交信不能！」

「戦艦グワローメもです！」

　艦隊のはるか後方にいた艦までが交信不能と聞いて、ようやくワングは事態の異常さに気がついた。敵の砲火によるものなら、こんなことにはならない。

「なんだ？　いったい我が艦隊に、なにが起こっているのだ？」

　ワングは毛のない頭を搔かきむしった。艦隊のいたるところに連絡網の乱れによる穴が開き、しかも惑星連合艦隊は正確にその乱れを察知したかのように的確な攻撃を加えて来るのだ。いまやいたるところで、ラアルゴン艦隊は押されている。

「戦艦ビローメも交信不能！」

「駆く逐ちく艦かんザリバーン、戦線を離脱！　通信は入りますが……」

「どうした？」

　ワングが通信士を睨にらむ。

「繫つないでよろしいでしょうか？　直接お聞きになったほうが事態の異常さがおわかりになりますでしょうから……」

　遠回しな言い方は、ワングをよけいにカリカリさせ、もともと乏しい指揮能力を鈍にぶらせる。

「さっさと繫つなげ！」

　途端にズワーフのブリッジに飛び込こんで来たのは、常じよう軌きを逸した乗組員の笑い声だった。それも半端な笑いではない。文字通りの大爆笑、馬鹿笑いなのである。

「なんだこれは？」

　ワングが怒ったように叫んだ。いや、本当に激げき怒どしていたのだが、艦内に流れる大爆笑に比べると、まるきり迫力に乏しいのである。

「聞いての通りです」

　他ほかに説明のしようもなくて、通信士は首をすくめた。

「どの艦を呼び出してみても、通信には笑い声しか入らないのです」

「地球軍の新兵器か？」

「さあ。いずれにせよ、我が艦隊の半分は、これで戦闘不能になりました」

「そんな呑のん気きなことを言っておる場合か！」

「宰さい相しよう閣かつ下か！」

　オペレーターが叫んだ。

「艦内に敵兵侵入！」

「どうやってだ！」

　ワングは驚きよう愕がくの叫びを上げた。

「強襲揚陸艦も、内火艇も見なかったぞ！」

「転送です！」

　オペレーターの声も、予よ想そうもしなかった事態にうわずっていた。

「完全武装の兵士を、直接艦内に転送機で送り込んで来ます！　これでわかった。敵は神経ガスを、即効拡散性の催さい笑しようガスを、ばら撒まいていたのです！」

「催笑ガスだと？」

「そうです、宰相閣下！」

「わはははは……」

　ワングは笑った。部下の冗談がおかしかったからではない。ズワーフのブリッジにも、催笑ガスは侵入して来たのである。

「わはははは……。地球人めが、小こ癪しやくな戦法を！　ぎゃはははは……」

「ぐえっへっへ、そうですね」

　オペレーターが笑った。

「いっひっひ！　味方は総崩れです」

「なに！　うひひひひ……。それは一大事！」

「ぎゃっはっは！　艦隊の残存数は、30隻です。どひゃひゃひゃ！」

　レーダー手が報告した。

「このままだと全滅ですね。おほほほほ」

「あっはっは。転進だ！」

　ワングは腹を抱えて命令した。腸はらわたは煮えくり返っているのだが、まるきり緊迫感がない。

「本星へですか？　えへっ」

「馬鹿者！　今さら本星に帰れるか！　むはははは……。宇宙の果て、まだ見ぬ辺境フロンテイアへ向けて転進だ！　ガハハハハ！」

「了解！　あはははは、ああ、苦しい」







「敵艦隊、逃げて行きます。追いますか？」

　もはや艦隊とも言えないわずかな生き残りをレーダーで追いながら、キム大たい尉いが言った。

「放っておけ。それよりドム艦隊がまだ残っている。あの艦隊を相手に、今の戦法はもう使えないぞ」

　タイラーは未み曾ぞ有うの大勝利にさして嬉うれしそうな顔も見せない。いつもの彼なら、それこそ大はしゃぎしているはずである。

「あ、そのドム艦隊から、タイラー閣かつ下かに宛あてて通信が入っています！」

　絵に描いたようなタイミングである。

「どうしますか？」

「繫つないでくれ」

『肥ひ前ぜん』の立体スクリーンに、含み笑いを浮かべたル・バラバ・ドムが映し出された。

『企業秘密を見せてもらったぞタイラー。見事なものだな』

　敵の手の内を知った余裕か、それとも虚勢からか、ドムは笑ってみせた。

『なるほど、あのときにこの手を使われていたら、ドローメは苦もなく占領されていたろう。バラゴムのおかげで、笑い負けなどという生き恥をさらさなくてすんだ』

「天下のドム提督にそういわれると、照れますなぁ」

　タイラーは頭を搔かいた。

「ま、これでこの手は二度と通用しますまい」

『しかし解げせぬ』

　ドムは首をひねった。

『笑いガスなど使わずとも、致死性ガスのほうがもっと簡単だったろうに。あるいは反応炉ろに爆薬を仕掛ければ、もっと簡単に艦隊ごと破壊できたろうに、なぜそうしなかった？』

「あの作戦は、一度使ってしまえば、誰だれにでも真ま似ねされます」

　タイラーはちょっと寂さびしそうに首筋を搔いた。

「実は、宇宙軍に入隊した時から、どうしてこんな簡単で効果的な作戦を誰も使わないのかと、疑問に思っていたんだよ。死んだミフネ提督に進言したこともあったが、あっさりと却きやつ下かされた。同じやりかたで報復されたらどうするんだと言われたよ。軍人さんは読みが深いね」

『貴様も軍人だぞタイラー。しかもいまや提督だ』

「あ、そうだった！」

　敵に言われていれば、世話はない。

「言われて、なるほどなと思ったよ。敵も味方も、この手を際限なく使い出せばどんどんエスカレートして、陰いん惨さんな戦争がますます陰惨になる。でも、あんなバカバカしい方法を使えば、あまりにバカバカしくて、誰も真似しないだろうと思ったんだ……。それでも使う奴やつは使うだろうけどね……」

『なるほどな、貴様らしい』

　ドムは満足そうにうなずいた。

『安心しろ。俺おれがもし、あの戦法を使うときは、貴様に著作権使用料を払うぞ』

「ありがとう。ところで最後の決戦、やるかね？」

『いや、やめておこう。俺の艦隊は70隻。貴様の艦隊はまだ１５０隻近く残っている。地球艦隊の主力が残存をまとめて立て直しつつあるし、この差はさらに広がるはずだ。それに、今の貴様を相手にするほど、俺は馬鹿じゃない』

「いや～、助かるよ」

　タイラーは大きく、安あん堵どのため息を漏もらした。

「地球もラアルゴンも、艦隊のほとんどを失ってしまった。もはやこれ以上の戦闘は意味がない。あとは政治家なりお上かみなりが、調停してくれる」

『ウム、いずれ戦力を立て直したら、貴様とは正面から、正々堂々と渡り合いたいものだ』

「やはり戦争はやめられんか、ドム提督」

『ラアルゴン人にとって、戦争は人生そのものだ』

「わかっちゃいるけど、やめられねぇ……か」

　タイラーは何度もうなずいて、急に思い出したように、

「あっ！　そうそう。皇こう帝てい陛へい下かを、返すワ」

　ドムの目が、点になった。







「パコパコ、生なま意い気きな奴やつ……」

　遠ざかる惑星連合艦隊を、ドローメの窓に頰ほおを押しあて見つめながら、皇帝ゴザ十六世は少女アザリンの顔でつぶやいた。

「朕ちんが皇帝でなかったら……」

「陛下、ワープ航法に入ります。どうかお席にお着きください」

　うやうやしく、ドムが言った。

「ドム」

「は」

「ラアルゴン本星に戻ったら、朕は今一度、真剣に考えてみようと思う。地球とラアルゴンに、共存の道がないかどうか……」

「そうですね」

　うなずいてドムは、『あるとよろしいのですが』という言葉を、自分でも無意識のうちに押し殺していた。

「亡なき御父上も、喜びましょう」







「いや～、タイラー提督。実にみごとだった」

　今までどこに隠れていたのか、アンダーソン司令長官の『尾お張わり』が、不意にタイラー艦隊の前に姿を現したのは、戦い疲れた艦隊が、ようやく帰路につきかけたときである。

　アンダーソン長官以下、フジ参さん謀ぼう総長、ヒラカワ参謀、サハラ参謀、みな無ぶ事じだった。

「いや～、実はいつでも戦いに参加できる状態だったのだが、タイラー提督の戦いぶりがあまりに見事だったので、下へ手たな手出しをして戦いに水を注さしては悪いと思ってなぁ」

　噓うそつけと、『阿あ蘇そ』のブリッジでヤマモト大佐は思った。お前ら全員、タイラーの爪つめの垢あかでも煎せんじて飲めばいい。きっと宇宙も平和になるだろう。

「なにはともあれ、一件落着だな。艦長」

　気がつくと、キタグチが、酒の臭においをぷんぷんさせながら隣にいた。

「飲やらんか艦長。『剣けん菱びし』の特級だ。よほどのことがないと開けん酒だ」

「いただきましょう」

　ヤマモトは快くうなずいた。

「宇宙一の無責任男、タイラー提督に乾かん杯ぱい！」

「ついでに宇宙一の取り越し苦労男、ヤマモト大佐にも乾杯、だ」

　ヒデサブロー・キタグチ軍医中佐の義眼が、ニヤリと笑った。







「なにを考えていますの？」

　誰だれもいない『尾お張わり』のブリッジで、全天球スクリーンに映る星の流れを見ていたタイラーに、ユリコ・スター少しよう尉いが声をかけた。

「君か……」

　振り向いたタイラーはニコッと笑って、

「悠ゆう久きゆうの、星の流れをね……」

「綺き麗れいですね」

「うん。でも、この星に比べたら、人間なんて小さなものさ。言い古された言葉だけど、こうして星の中で言うと、少しも陳ちん腐ぷじゃないだろう？」

「ええ……」

　ユリコはおかしそうに、

「それ、もしかして……」

　その先は言わぬが花だ。タイラーは照れくさそうに頭を搔かいて、

「人生わずか九十年、銀河の流れに比ぶれば、夢ゆめ幻まぼろしの如ごとくなりさ……」

　ぎこちない笑いが、ユリコは好きだった。

「これで、地球に戻もどれば、また昇進ですね」

「小さいよ」

　タイラーは首を振った。

「男と生まれて来たからにゃ、もっとバッチシ行きてえなぁ……」

　それからタイラーは、またぞろ得意の歌をがなり立てるのであった。





一つ勝っても　次がある

一隻せき沈めりゃ　また敵が来る

やってもやっても　キリがない

とかくこの世は　そんなもの

だから俺おいらは　テキトーさ

本気でやるほど　バカじゃない

ア　チンタラチンタラ　やりましょう

みんなで楽しく　やりましょう
















この小説ができるまで









　昭和六十三年三月某日。都内某所のマンション。徹夜のビデオ観賞会に疲れ切った男たちの会話。





Ａ「う～ん、やっぱり東宝映画は凄い。Ｂ級映画でもアメリカの、金だけかかったＢ級とは、モノが違う……」

Ｂ「特に東宝特撮とクレージーの二本立て。これはもしかしたら、映画史上における最強の併映作品カツプリングちゃうか？」

Ｃ「同感！　中でも俺は、その昔二番館で見た『海底軍艦』と、『クレージー大逆転』の二本立て！　これにとどめを刺すな」

Ａ「そうだな。しかし『海底軍艦』の神宮寺大佐、クレージーの植木等もマッサオの、とんでもない性格しとると思わんか？」

Ｂ・Ｃ「戦争キ○○イ！（笑）」

Ｂ「せやけど、軍艦の艦長いうんは、みんなとんでもない性格しとると思うわ。ネモ艦長然しかり、ヤマトの古代進しかりや。あと、軍艦ちゃうけど、『白鯨』のエイハブ船長もそうやろ。みんなキ○○イやねん（笑）」

Ｃ「でも、そういう意味でとどめ刺すのはなんといっても『スタートレック』のカーク船長だな。あれはエゴイストそのものだ。自分以外眼中にない（笑）」

Ａ「よその星の内政には『干かん渉しようしてはいかん！』とか言いながら、結局バンバン干渉するし（笑）」

Ｂ「出て来る女性キャラ、全部手ェ出すしな……（笑）。スポックでなくても、殺しとうなると思うわ（笑）。ホンマに植木等ソックリや」

Ｃ「じゃあいっそのこと、植木等扮ふんする平たいら均ひとしがエンタープライズに乗ったら面白いんじゃないかな？　無責任艦長（爆笑）」

Ａ「それ、いける！」

Ｂ「ごっつうええわ！　それ、小説に出来へんか？」

Ａ「そうだな。おい、お前物書きだろ、書けよ！」

それまで笑って聞いていたＹ「え、俺？　でも俺は……」

Ｂ「どうせ売れへん小説やアイドル評論書くよりはええやろ。もし本になったら、俺らが買うてやるさかいにな」

Ｙ「いいよ。三部だけ売れても……」

Ｃ「書け書け！　これで決まり！」

Ｙ「とほほ……」






　という訳で、この作品は、冗談のような動機から日の目を見たのです。しかしみなさん、この作品に限らず、小説の生まれる過程なんて、程度の差こそあれこうしたものかも知れませんよ。
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